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序
　

　本報告書は、平成１６年度におこなった太宰府市五条２丁目における民間開発

事業により埋蔵文化財発掘調査を実施した報告書であります。

今回報告する大宰府条坊跡２３３次調査地点は、平安時代と鎌倉時代からなる２

つの異なる時代の生活面が重層的に検出され、各々から区画を示す溝跡や建物

が確認され往時の本地域の都市的な様相を復原するために貴重な資料が得られ

ました。

　本書が、学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広

く活用されることを心より願います。

　最後になりましたが、文化財に対しご理解頂きました皆様をはじめ、関係諸

機関の皆様方に心よりお礼を申し上げます。

 平成１８年６月

 太宰府市教育委員会

 教育長  關　敏治



例　　言

１．本書は、大宰府条坊跡第２３３次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．調査地点は太宰府市五条２丁目２７２４－３０外５筆に所在し、調査対象面積は７０３．８㎡、調査面積は

５７３．８㎡（文化層２面調査延べ１１４７．６㎡）である。調査は平成１６年５月２２日から１０月２７日にかけて実

施した。

３．発掘調査は、太宰府市教育委員会の指導のもとに（株）玉川文化財研究所（所長　戸田哲也）が

行った。

４．遺構の実測図作成および写真撮影は、北平朗久・香川達郎・中山豊が行い、調査地点の空中写真は、

（有）空中写真企画が行った。

５．遺構実測の基準点は、国土調査法第Ⅱ座標系を基準としている。よって報告書に示す方位はすべて

座標北（Ｇ．Ｎ）を指している。なお、現地周辺の磁北は座標北から６°３０″西偏する。

６．本書に掲載した遺構番号は、以下の要領で理解される。なお、本書中では遺構略称の「条」を基本

的に省略している。 条　　２３３　　ＳＥ　　０１０

大宰府条坊跡　　２３３次（調査次数）　　遺構種別　　遺構番号

７．報告書作成業務は、（株）玉川文化財研究所において行った。

８．遺物の実測・拓本は木村百合子・野木はる美・荒井陽子・唐原賢一・花本晶子が行い、遺物の写真

撮影は赤間和重が行った。

９．本書の執筆は、戸田哲也の指導のもとに北平朗久・香川達郎が担当し、分担は以下のとおりである。

　　北平朗久　第Ⅰ～Ⅴ章・第Ⅵ章第１節・第Ⅶ章

　　香川達郎　第Ⅵ章第２節

１０．写真図版（カラー）については付属のＣＤ－ＲＯＭに収容している。詳細はＣＤ－ＲＯＭ内のテキ

ストデ－タ「ＣＤ－ＲＯＭをご使用にあたって」を参照のこと。

１１．出土遺物および図面、写真等の記録類は太宰府市教育委員会が保管し、公開・活用していく予定で

ある。

１２．本報告書で用いた土器・陶磁器・瓦の分類基準は以下の文献に準拠した。また、陶磁器分類は山村

信榮の指導のもとに香川達郎が行った。

土器・陶磁器・中世須恵器

太宰府市教育委員会　　１９８３　『大宰府条坊跡Ⅱ』

太宰府市教育委員会　　１９９２　『宮ノ本遺跡Ⅱ－窯跡篇－』

太宰府市教育委員会　　２０００　『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅴ』

日本中世土器研究会編　１９９５　『概説中世の土器・陶磁器』

土師質・瓦質土器

山村信榮　１９９０　「太宰府出土の瓦質土器」『中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会

瓦

石松好雄・高橋　章　１９７８　「大宰府出土の瓦について（二）」『九州歴史資料館　研究論集４』

山村信榮　２００４　「宝満山出土の瓦分類について」『宝満山遺跡群４』 
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Ⅰ．位置と環境

　太宰府市は福岡平野の南東部に位置し、北に大野山を抱える四王寺山脈、東に愛獄山、宝満山などの

三郡山地の山々が連なり、西には背振山地とその前山となる牛頸山、天拝山、基山などの低い山地が控

える。その両山系に囲まれた狭い盆地状の小平野で、南東は筑紫平野と接している。

　市内には大佐野川、鷺田川、御笠川が流れ、牛頸川などの幾つかの河川と合流しながら福岡平野を北

流し、博多湾に注いでいる。

　太宰府市は、古代の外交・軍事機能をもった官衙「大宰府」が置かれた地として知られる。市域とそ

の周辺には、天智２年（６６３）白村江での敗戦により唐・新羅の侵攻に備えて水城、大野城、基肄城な

どの軍事防衛施設が築かれ、７世紀末から８世紀初頭には古代の西海道九国二島を統括する地方最大の

官衙となり、条坊制を有する古代都市へと発展した。

　大宰府条坊跡は、鏡山猛氏の『大宰府都城の研究』（１９６８）によって存在が指摘され、条坊復元案の

提示により世に知られることとなった。その規模は南北二十二条（約２．４㎞）、東西十二坊（約２．６㎞）

におよび、現在の太宰府市と筑紫野市にまたがっている。

　大宰府政庁および大宰府条坊は、７世紀後半代に掘立柱形式の第Ⅰ期政庁が成立し、８世紀前半に朝

堂院形式の第Ⅱ期政庁に改められる。政庁は天慶４年（９４１）の藤原純友の乱によって焼け落ち、その後、

第Ⅲ期政庁として再建された。現在、地表に露出している礎石は第Ⅲ期政庁時のものと画期が示されて

いる。第Ⅲ期政庁も１１世紀中頃には機能を停止し、条坊の中央から西側は荒廃し、中世以降、都市とし

ての機能は条坊左郭の観世音寺周辺や天満宮安楽寺周辺へと移行することが発掘調査から明らかになり

つつある。

　今回の調査地は鏡山条坊復元案によると左郭７条９坊にあたる。御笠川上流域左岸の河成低位段丘Ⅱ

面に立地し、標高は現地表面で約３８．７ｍを測る。調査区の南側では昭和５３年に九州歴史資料館により調

査が実施されており、鎌倉時代の溝などが検出され、東側の隣接地は大宰府条坊跡第１５７次調査として

平成６年度に太宰府市教育委員会により調査が行われ、条坊関連の道路遺構、鎌倉時代の所産と推定さ

れる掘立柱建物、井戸、溝、土坑などが検出されている。

　当該地が含まれる五条地区は、古くからの史料・伝承も多く、今川了俊居館跡の伝承地が調査地点西

側に隣接し、中世都市の中枢の一画と推定されている。今回の調査では２面の生活面が確認され、平安

～鎌倉時代の掘立柱建物、柵列、溝、井戸、土坑などが検出された。これらの遺構は、比較的良好な遺

存状態で発見され、太宰府の古代から中世を理解する上で新たな資料が追加されたことは大きな成果と

考える。 
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Ⅱ．調 査 組 織

太宰府市教育委員会調査組織

（平成１６／２００４年度）

 総括  教 育 長  關　 敏 治

 庶務  教 育 部 長  松 永 栄 人

   文 化 財 課 長  木 村 和 美

   保護活用係長  久保山　元　信

   調 査 係 長  永 尾 彰 朗

   事 務 主 査  藤　井　泰　人（～６月３０日）

     齋　藤　実貴男（７月１日～）

   主 任 主 事  大 石 敬 介

 調査  主 任 主 査  城 戸 康 利

   技 術 主 査  山　村　信　榮（調査担当）

     中　島　恒次郎（事前審査担当）

   主 任 技 師  井 上 信 正

     高 橋　 学

     宮 崎 亮 一

   技 師 （ 嘱 託 ）  下　川　可容子

     森　田　レイ子

     柳　 智 子

     渡 邊　 仁

     長　 直 信

     松 浦　 智

（平成１７／２００５年度）

 総括  教 育 長  關　 敏 治

 庶務  教 育 部 長  松 永 栄 人

   文 化 財 課 長  木　村　和　美（～６月３０日）

     齋　藤　廣　之（７月１日～）

   保護活用係長  久保山　元　信

   調 査 係 長  永 尾 彰 朗

   主 任 主 査  齋　藤　実貴男

   事 務 主 査  大 石 敬 介

 調査  主 任 主 査  城 戸 康 利

     山　村　信　榮（整理担当）

     中　島　恒次郎

   技 術 主 査  井 上 信 正

   主 任 技 師  高 橋　 学

     宮 崎 亮 一
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   技 師 （ 嘱 託 ）  下　川　可容子

     柳　 智 子

     長　 直 信

     松 浦　 智

（平成１８／２００６年度）

 総括  教 育 長  關　 敏 治

 庶務  教 育 部 長  松 永 栄 人

   文 化 財 課 長  齋 藤 廣 之

   保護活用係長  久保山　元　信

   調 査 係 長  永 尾 彰 朗

   主 任 主 査  齋　藤　実貴男

   事 務 主 査  大 石 敬 介

 調査  主 任 主 査  城 戸 康 利

     山　村　信　榮（整理担当）

     中　島　恒次郎

   技 術 主 査  井 上 信 正

   主 任 技 師  高 橋　 学

     宮 崎 亮 一

   技 師 （ 嘱 託 ）  柳　 智 子

     下 高 大 輔

（株）玉川文化財研究所調査組織

   所 長  戸 田 哲 也

   調査研究部長  河 合 英 夫

   主 任 研 究 員  小 山 裕 之

   主 任 研 究 員  中 山　 豊

   主 任 研 究 員  北　平　朗　久（調査・整理担当）

   主 任 研 究 員  香　川　達　郎（調査・整理担当）

 

－　３　－



Ⅲ．調 査 経 緯

　今回の調査は、太宰府市五条２丁目２７２４－３０外５筆に計画された共同住宅建設に伴う埋蔵文化財の事

前調査である。当該地は大宰府条坊跡内に所在し、昭和５３年度に九州歴史資料館により調査が実施さ

れ、鎌倉時代の遺構が検出されていたことから、大宰府条坊跡第２３３次調査として本格調査が行われる

運びとなった。調査の具体化に伴い、太宰府市教育委員会から株式会社玉川文化財研究所に発掘調査・

整理報告業務の委託がなされた。調査対象面積は７０３．８㎡、調査面積は文化層２面の調査で延べ１１４７．６

㎡である。調査は平成１６年５月２２日から１０月２７日の期間で実施され、その後整理報告に移行した。

Ⅳ．調 査 方 法

　今回の調査地点は県道筑紫野・古賀線と西鉄太宰府線に挟まれ、西鉄五条駅のホームに隣接すること

から、安全対策として調査区域にガードフェンスを設置した。また安全面を考慮し、セットバックを充

分にとり、壁面の崩落防止などを考えて調査区の壁は傾斜をつけて掘削した。

　平成１６年５月２５日から表土剥ぎを開始し、遺構確認面（地表下１．７～２．０ｍ）まで重機を用いることと

した。また、調査の効率化を図るため、発生した土砂は搬出した。重機での作業が終了した時点で、調

査区内に３ｍ方眼を基本とするグリッドの設定と遺構の検出作業を行い、その後遺構検出写真撮影と縮

尺１／１００の略測図を作成し、記載済みの遺構から順次、掘削作業を開始した。遺物は土層ごとに取り上げ

を行い、遺構の完掘後に写真撮影と縮尺１／２０の遺構全体図を作成した。遺構の状況によって適宜縮尺

１／２０の個別図も作成し、１０月６日には上空からの全体写真撮影を実施している。

　第Ⅰ面の調査が終了した１０月１３日に再び重機を搬入して整地層の掘削を開始した。第Ⅱ面も第Ⅰ面と

同様に略測図、遺構全体図、個別図などの作成と写真撮影を行い、１０月２２日から埋め戻し作業を開始し、

１０月２７日の重機搬出をもって現地におけるすべての作業を完了している。

Ⅴ．層　　　　位

　今回の調査区は御笠川左岸の氾濫低地に立地するが、現在では盛土されて平坦にならされている。盛

土は黄褐色土（２層）で、層厚は１．７～２．０ｍを測る。それを除去すると昭和の後半まで耕作が行われて

いたと考えられる水田層の暗灰色土（３層）・暗茶色土（４層）・茶色土（５層）が現れ、層厚は１０～４０

㎝を測る。その下面からは褐色土（６０・６１層）の整地層と黄褐色土（６５層）・暗黄褐色砂・暗灰褐色砂・

褐色砂・灰褐色砂礫の地山層が確認され、この面が遺構検出面の第Ⅰ面である。褐色土（整地層）は調

査区の中央から南側に分布し、黄褐色土・暗褐色砂・暗灰色砂（地山層）は調査区の北側と南西隅で確

認されている。整地層を剥がすと、北側で観察された黄褐色土（地山層）が確認され、この面を遺構検

出面の第Ⅱ面とした。さらにその下には御笠川の氾濫に起因すると推定される砂礫層（灰褐色砂礫・灰

色砂礫・暗灰褐色砂礫・褐色砂礫）が確認され、井戸の掘り方の下位には橙色粘土層（風化花崗岩）が

観察されている。
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第１図　太宰府市とその周辺の遺跡（１／３０，０００）

１．大野城跡
２．岩屋城跡
３．陣ノ尾・妙見遺跡
４．筑前国分寺跡
５．辻遺跡
６．国分松本遺跡
７．筑前国分尼寺跡
８．国分千足町遺跡
９．御笠団印出土地
１０．水城跡

１１．大宰府政庁跡
１２．観世音寺
１３．遠賀団印出土地
１４．大宰府条坊跡（破線内）
１５．君畑遺跡
１６．般若寺跡
１７．市ノ上遺跡
１８．神ノ前窯跡
１９．原口遺跡
２０．篠振遺跡

２１．前田遺跡
２２．宮ノ本遺跡
２３．雛川遺跡
２４．フケ遺跡
２５．尾崎遺跡
２６．脇道遺跡
２７．殿城戸遺跡
２８．剣塚遺跡
２９．唐人塚遺跡
３０．峯遺跡

３１．桶田山遺跡
３２．太宰府天満宮（安楽寺跡）
３３．浦城跡
３４．原遺跡
３５．大宰府条坊跡第２４４次調査
３６．大宰府条坊跡第２３３次調査
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第２図　報告調査地と周辺遺跡（１／５，０００）
掲載文献調査次数調査遺構名番号

太宰府市教育委員会２００２『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅸ』５５大宰府条坊跡１
未報告５２大宰府条坊跡２
未報告１４０大宰府条坊跡３
未報告８３大宰府条坊跡４
未報告１６９大宰府条坊跡５
太宰府市教育委員会２００２『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅸ』５１大宰府条坊跡６
未報告１５９大宰府条坊跡７
未報告１００大宰府条坊跡８
未報告１０５大宰府条坊跡９
未報告７８大宰府条坊跡１０
九州歴史資料館１９７６『大宰府史跡－昭和５０年度発掘調査概報－』３９－１大宰府史跡１１
九州歴史資料館１９７４『大宰府史跡－昭和４８年度発掘調査概報－』２８大宰府史跡１２
太宰府市教育委員会１９８３『大宰府条坊跡Ⅱ』１４大宰府条坊跡１３
未報告７９大宰府条坊跡１４
太宰府市教育委員会１９８３『大宰府条坊跡Ⅱ』１２大宰府条坊跡１５
未報告３５－２大宰府条坊跡１６
未報告３５－１大宰府条坊跡１７
太宰府市教育委員会１９８３『大宰府条坊跡Ⅱ』１１－２大宰府条坊跡１８
太宰府市教育委員会１９８３『大宰府条坊跡Ⅱ』１１－１大宰府条坊跡１９
未報告４２大宰府条坊跡２０
未報告４６大宰府条坊跡２１
未報告１４７大宰府条坊跡２２
未報告１２５大宰府条坊跡２３
未報告１３０大宰府条坊跡２４
未報告５７大宰府条坊跡２５
福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第８集２福岡南バイパス遺跡２６
福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第２集５福岡南バイパス遺跡２７
福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第６集６福岡南バイパス遺跡２８

掲載文献調査次数調査遺構名番号
福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第３集３福岡南バイパス遺跡２９
福岡県教育委員会『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』第３集４福岡南バイパス遺跡３０
未報告１０２大宰府条坊跡３１
未報告２１７大宰府条坊跡３２
未報告１３７大宰府条坊跡３３
太宰府市教育委員会２００２『大宰府条坊跡２１』１５６大宰府条坊跡３４
太宰府市教育委員会２００２『大宰府条坊跡２１』１５８大宰府条坊跡３５
太宰府市教育委員会２００２『大宰府条坊跡２１』１５７大宰府条坊跡３６
未報告１６３大宰府条坊跡３７
未報告３７大宰府条坊跡３８
太宰府市教育委員会１９９４『大宰府条坊跡Ⅵ』１３８大宰府条坊跡３９
未報告１１６大宰府条坊跡４０
九州歴史資料館１９７５『大宰府史跡－昭和４９年度発掘調査概報－』３３大宰府史跡４１
九州歴史資料館１９７９『大宰府史跡－昭和５３年度発掘調査概報－』３３補大宰府史跡４２
未報告４１大宰府条坊跡４３
九州歴史資料館１９７６『大宰府史跡－昭和５０年度発掘調査概報－』４０大宰府史跡４４
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅶ』４７大宰府条坊跡４５
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅵ』２１３大宰府条坊跡４６
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅵ』１１１大宰府条坊跡４７
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅵ』２０８大宰府条坊跡４８
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅵ』２０４大宰府条坊跡４９
太宰府市教育委員会２００１『大宰府条坊跡Ⅹ Ⅵ』１９７大宰府条坊跡５０
未報告１３２大宰府条坊跡５１
未報告１３１大宰府条坊跡５２
未報告２五条遺跡５３
太宰府市教育委員会１９９４『高雄地区遺跡群』１五条遺跡５４
未報告２２４大宰府条坊跡５５
本書掲載２３３大宰府条坊跡５６
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第３図　調査地点概念図（１／４０，０００　条坊は鏡山案　▲調査地）
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１号トレンチ（第８図）
１層　黄褐色土　　　地山層（粒径５㎜の礫を少量、斑紋状の酸化鉄を含む）。
２層　灰褐色土　　　地山層（１層に類似。酸化鉄を含まない）。
３層　灰褐色砂礫　　地山層（砂５：礫５）。
４層　暗灰褐色砂礫　地山層（砂７：礫３）。
５層　暗灰褐色砂　　地山層（暗褐色砂と灰褐色砂の混合）。
６層　灰褐色砂　　　地山層（斑紋状に暗褐色砂が混じる）。
７層　褐色砂礫　　　地山層（砂７：礫３）。
８層　褐色砂礫　　　地山層（砂５：礫５）。
９層　暗褐色砂礫　　地山層（礫６：砂４）。
１０層　灰白色砂　　　地山層（粒径５～２０㎜の礫を少量含む）。

２号トレンチ（第８図）
１層　褐色土　　　　整地層（斑紋状の酸化鉄を微量含む）。
２層　黄褐色土　　　地山層（粒径５㎜の礫を少量、斑紋状の酸化鉄を含む）。

調査区東壁・南壁（第９図）
１層　黄褐色土　　九州歴史資料館調査大宰府史跡第３３次補足調査区。
２層　黄褐色土　　表土層。真砂土主体の埋め土。
３層　暗灰色土　　耕作土。
４層　暗茶色土　　２層に類似。酸化し、茶色味がかる。（３・４層耕作土）
５層　茶色土　　　全体に酸化鉄が沈着。（水田田床）
６層　暗茶褐色土　粒径５㎜の炭化物を微量含む。粘性が強いが、粒子は粗い。
７層　暗茶色土　　粒径３～５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ０２２）
８層　暗灰色土　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ０２３）
９層　暗褐色土　　粒径３～５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ００８）
１０層　暗褐色土　　酸化鉄を少量、粒径３～５㎜の礫を多く含む。（２３３ＳＤ００５）
１１層　暗灰褐色土　粒径３～５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ０４３）
１２層　暗褐色土　　粒径３～５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ０４４）
１３層　暗褐色土　　粒径３～５㎜の炭化物を微量、粒径３～５㎜の礫を少量含む。
１４層　暗黄褐色土　粒径３～５㎜の礫を少量、黄褐色粘質土を多量含む。
１５層　暗褐色土　　粒径３～５㎜の礫・黄褐色粘質土を中量含む。（１３～１５層２３３ＳＸ２２９）
１６層　暗茶褐色土　粒径１～３㎜の炭化物を微量、粒径３～５㎜の礫を少量含む。（２３３ＳＫ０４６）
１７層　灰褐色土　　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を微量含む。（２３３ＳＸ０６９）
１８層　暗灰褐色土　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を少量含む。（２３３ＳＸ０６８）
１９層　暗褐色土　　粒径１～３㎜の炭化物を微量、粒径３～５㎜の礫を少量含む。（２３３ＳＸ０７１）
２０層　暗灰褐色土　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を微量含む。（２３３ＳＸ０７３）
２１層　暗灰褐色土　粒径１～３㎜の炭化物を微量、粒径３～５㎜の礫を少量含む。（２３３ＳＤ０７７）
２２層　暗褐色土　　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を少量含む。（２３３ＳＸ０７４）
２３層　灰褐色土　　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を微量含む。（２３３ＳＸ０８４）
２４層　黒褐色土　　粒径１～３㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫を微量含む。（２３３ＳＸ０８６）
２５層　暗灰褐色土　粒径１㎜の炭化物・粒径５㎜の礫を少量含む。
２６層　暗灰色土　　シルト質。粒径５㎜の炭化物を微量含む。（２５・２６層２３３ＳＫ０８８）
２７層　暗褐色土　　粒径５㎜の炭化物を微量、粒径５㎜の礫を多く含む。
２８層　黒褐色土　　炭化物主体層。
２９層　褐色土　　　粒径１０㎜の炭化物を少量、粒径５㎜の礫を多く含む。
３０層　暗灰色土　　粒径１０㎜の炭化物を微量含む。（２７～３０層２３３ＳＫ０７５）
３１層　灰色土　　　粒径５㎜の礫を多く含む。
３２層　暗褐色土　　　粒径３～５㎜の炭化物を少量、灰白色粘質土を中量含む。（２３３ＳＸ１１７）
３３層　暗灰色土　　粒径１０㎜の炭化物を微量含み、遺物を多量包含。
３４層　黒褐色土　　粒径２０㎜の炭化物を多く含み、遺物を多量包含。
３５層　灰色土　　　粒径５㎜の炭化物・塊状の黄褐色土を微量含む。（３３～３５層２３３ＳＫ１１０）
３６層　暗灰色土　　粒径１０㎜の炭化物を微量含み、遺物を多量包含。
３７層　黒褐色土　　粒径２０㎜の炭化物を多く含み、遺物を多量包含。
３８層　灰色土　　　粒径５㎜の炭化物・塊状の黄褐色土を微量含む。（３６～３８層２３３ＳＸ０９０）
３９層　暗灰色土　　粒径５～２０㎜の炭化物を少量、塊状の茶色土を微量含む。（２３３ＳＸ１４６）
４０層　暗褐色土　　粒径５㎜の炭化物・粒径１０㎜の礫を少量含む。
４１層　暗灰褐色土　層下位に粒径１００㎜の礫を多く含む。
４２層　暗茶色土　　粒径５㎜の礫を少量含む。（４０～４２層２３３ＳＸ１４５）
４３層　灰色土　　　粒径２㎜の炭化物を微量含み、粒子が緻密。（２３３ＳＸ１５９）
４４層　明灰色土　　粒径１０㎜の灰色土を塊状に含む。（２３３ＳＸ１６１）
４５層　灰色土　　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。
４６層　灰色土　　　粒径２０㎜の礫を少量含み、全体的に砂質である。
４７層　暗灰色土　　粒径３㎜の炭化物を微量含み、粘性・締まりが強い。
４８層　灰色砂　　　層下位を中心に粒径４～１５㎜の礫を多く含む。
４９層　茶色土　　　粒径４㎜の黄褐色粘土塊を微量含む。
５０層　黄褐色土　　黄褐色粘土塊を多量含む。
５１層　暗褐色土　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。
５２層　茶色土　　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。
５３層　暗茶色土　　粒径５㎜の炭化物を微量、粒径２㎜の酸化鉄を多量含む。
５４層　茶褐色土　　粒径２０㎜の黒色土・黄褐色土を塊状に多量含む。
５５層　暗灰色土　　粒径２０㎜の酸化鉄を少量含む。
５６層　灰色粘土　　管状の酸化鉄を少量含む。
５７層　明灰色粘土　管状の酸化鉄を多く含む。
５８層　暗灰色粘土　粘性・締まりが強い。
５９層　黒灰色土　　斑紋状の黄褐色粘土を中量含む。（４５～５９層２３３ＳＤ００５）
６０層　褐色土　　　整地層（斑紋状の酸化鉄を微量含む）。
６１層　褐色土　　　整地層。
６２層　暗褐色土　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ２２２）
６３層　暗褐色土　　粒径１～５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ２２８）
６４層　暗褐色土　　粒径５㎜の炭化物を微量含む。（２３３ＳＸ０９４）
６５層　黄褐色土　　地山層（斑紋状に酸化鉄を含む）。
６６層　黄褐色土　　地山層（粒径５㎜の礫を少量、斑紋状の酸化鉄を含む）。
６７層　黄褐色土　　地山層。
６８層　褐色砂礫　　地山層（砂７：礫３）。

２３３ＳＤ００５の遺物取り上げ土層
４５～４７層　明灰色土
４８層　　　灰色砂
４９～５１層　明茶色土
５２～５５層　茶色土
５６～５９層　暗灰色粘土

第８図　１・２号トレンチ土層断面図（１／８０）
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第９図　調査区東壁・南壁土層断面図（１／８０）
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Ⅵ．調査の概要

１．遺　構

　今回の調査では２面の生活面が確認され、第Ⅰ面からは溝７条、掘立柱建物１棟、柵列１列、井戸１２

基、土坑１９基、たまり状遺構、小穴群、第Ⅱ面からは溝３条、掘立柱建物２棟、柵列１列、土坑３基、

たまり状遺構、小穴群が検出されている。

１）溝

２３３ＳＤ００５（第６・１０図、図版３）

　調査区第Ⅰ面の東端に位置し、Ａ１・２区からＮ０・１区にかけて南北に走る。両端とも調査区外に

展開し、井戸（２３３ＳＥ０６０・０６４）を壊して構築されているが、土坑（２３３ＳＫ０３７・０５５）、たまり状遺構

（２３３ＳＸ０１２・０３６・０９４）、小穴（２３３ＳＸ０２７・０８９・０９２・０９３・０９６）に切られている。最終的に検出さ

れた範囲は、長さ３７．３ｍ、幅１．８～３．５ｍ、深さ７５～１２０㎝を測り、走向は中軸線でＮ－６°－Ｅを指針す

る。底面（中軸線上）の標高は北端（Ｎ０・１区）で３６．２７ｍ、中央（Ｇ１区）で３５．９３ｍ、南端（Ａ１・

２区）で３５．６４ｍを測り、南側に傾斜している。断面は逆台形を基本形とするが、部分的にテラス状の平

坦面を有する。覆土は北側の上・中層は暗褐色土と暗灰褐色土で形成されているが、下層は黄灰色土・

灰色土・暗茶褐色土・暗灰色土に分かれ、若干の相違が認められる。南側では上層から明灰色土・灰色

砂・明茶色土・茶色土・暗灰色粘土が観察され、北側とは異なる様相を呈している。また、Ｄ・Ｅ２区

付近では上層の暗灰褐色土と下層の暗茶褐色土の間に炭化物・焼土を含む黒褐色土が堆積している。Ｋ

１区の覆土上層（暗褐色土）からは一箇所に集中して廃棄された遺物が出土している。本遺構が切る井

戸（２３３ＳＥ０６４）が１２世紀中頃までの遺物を含むことから、構築はそれ以降であり、出土遺物の様相か

ら、１３世紀中頃～１４世紀前半（大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅹ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＤ０１８（第６図）

　調査区第Ⅰ面の北側に位置し、Ｊ２区からＫ４区にかけて東西に走る。たまり状遺構（２３３ＳＸ０３３・

０３４）を壊して構築されているが、土坑（２３３ＳＫ０１４）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１２）に切られている。東

側は遺構間の重複により消失し、西側は調査区外に展開している。最終的に検出された範囲は、長さ

５．６５ｍ、幅４５～８５㎝、深さは３～１９㎝を測り、走向は中軸線でＮ－８７°－Ｗを指針する。底面（中軸線上）

の標高は東端で３６．７２ｍ、西端では３６．８４ｍを測り、わずかに東側に傾斜している。覆土は暗灰褐色土で

構成され、出土遺物の様相から、大宰府陶磁器編年（以降略）のＦ期（１３世紀前後～１４世紀初頭、大宰

府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＤ０４０（第６図）

　調査区第Ⅰ面のほぼ中央に位置し、Ｈ２区からＨ５区にかけて東西に走る。井戸（２３３ＳＥ０２０・０２５）

に北側の一部を壊され、東側は途切れ、西側は調査区外に展開している。最終的に検出された範囲は、

長さ８．２ｍ、幅２０～９８㎝、深さは２～１０㎝を測り、走向は中軸線でＮ－７７°－Ｗを指針する。底面（中軸

線上）の標高は東端で３６．７ｍ、西端では３６．８２ｍを測り、わずかに東側に傾斜している。覆土は黒褐色土

で構成され、出土遺物は僅少で、埋没時期は井戸（２３３ＳＥ０２０）に先行する平安後期か。

－　１７　－
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２３３ＳＤ０７０（第６・１１図、図版３）

　調査区第Ⅰ面の南側に位置し、Ｂ４区からＣ８区にかけ

て東西に走る。溝（２３３ＳＤ１１５）を壊して構築されているが、

井戸（２３３ＳＥ０８０）、溝（２３３ＳＤ１０５・１２０）、土坑（２３３ＳＫ

０９５）、たまり状遺構（２３３ＳＸ１１８・１２６）、小穴および小穴

群（２３３ＳＸ１２３・１３３・１６２・１６６）に切られている。東側は

遺構間の重複により消失し、西側は調査区外に展開する。

最終的に検出された範囲は、長さ１２．２ｍ、幅８５～１５０㎝、深

さは３０～５５㎝を測り、走向は中軸線でＮ－７８°－Ｗを指針

する。底面（中軸線上）の標高は東端で３６．３２ｍ、西端では

３６．２１ｍを測り、わずかに西側に傾斜している。断面形は

逆台形を呈する。覆土は下層から灰褐色土→暗褐色土→黒

褐色土の順に堆積し、出土遺物の様相から、Ｃ期（１１世紀

後半～１２世紀前半、大宰府Ⅹ Ⅱ～Ⅹ Ⅲ期）以降の埋没と考え

られる。

２３３ＳＤ０７７（第６図）

　調査区第Ⅰ面南東側のＣ１区からＤ０区にかけておおむ

ね南北に走り、小穴（２３３ＳＸ０７４・０７６）に切られている。

北端は調査区外に展開し、南端は途切れている。最終的に

検出された範囲は、長さ６．１５ｍ、幅２０～３５㎝、深さは３～

１１㎝を測り、走向は中軸線でＮ－１２°－Ｅを指針する。底面（中軸線上）の標高は北端で３６．７ｍ、南端で

は３６．６９ｍを測り、高低差はほとんど無い。断面形はＵ字形を呈する。覆土は暗灰褐色土で構成され、出

土遺物は僅少であるが、土師器供膳具の底部には糸切り調整が施されることから、１２世紀中頃（大宰府

Ⅹ Ⅳ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＤ１０５（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南側に位置し、Ｂ４区からＢ５区にかけて東西に走る。溝（２３３ＳＤ０７０・１２０）、土坑

（２３３ＳＫ１００）、小穴（２３３ＳＸ２２１）を壊して構築されているが、土坑（２３３ＳＫ０９５）、小穴（２３３ＳＸ１４９）

に切られている。両端とも途切れ、規模は全長４．７５ｍ、幅１３５～１６５㎝、深さは５～３６㎝を測り、走向は

中軸線でＮ－８３°－Ｗを指針する。底面（中軸線上）の標高は東端で３６．６８ｍ、西端では３６．５１ｍを測り、わ

ずかに西側に傾斜している。断面形は逆台形を呈する。覆土は下層から灰褐色土→暗褐色土の順に堆積

し、出土遺物の様相から、Ｅ期（１３世紀前後～前半、大宰府Ⅹ Ⅵ～Ⅹ Ⅶ期）以降の埋没と考えられる。ま

た、本遺構は前述の溝（２３３ＳＤ０７０）の延長上に位置することから、同一遺構の可能性も考えられる。

２３３ＳＤ１１５（第６図、図版３）

　調査区第Ⅱ面の南側に位置し、Ｂ５区からＢ８区にかけて東西に走る。他遺構との重複関係では本遺

構が最も古く、溝（２３３ＳＤ０７０）、井戸（２３３ＳＥ０８０）、土坑（２３３ＳＫ０９５）、たまり状遺構（２３３ＳＸ１３４）、

小穴群（２３３ＳＸ１２７）に切られ、北壁は遺存していない。両端とも途切れ、最終的に検出された範囲は、

遺構間の重複で途切れるが現存長８ｍ、現存幅７０～１１０㎝、深さは７～４５㎝を測る。走向は中軸線でＮ－
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第１１図　２３３ＳＤ０７０土層断面実測図（１／４０）

２３３ＳＤ０７０
１層　黄褐色土　表土層。真砂土主体の埋め土。
２層　暗灰色土　耕作土。
３層　茶色土　　全体に酸化鉄が沈着。（水田田床）
４層　暗褐色土　粒径３～８㎜の礫を含み、粒子が粗い。
５層　暗褐色土　塊状の灰白色土を少量含み、締まりが強い。
６層　黒褐色土　焼土・炭化物粒子を微量、粒径３～５㎜の

礫を中量含む。（２３３ＳＸ１１８）
７層　黒褐色土　粒径３～１０㎜の炭化物少量、粒径５～２０㎜

の焼土・粒径３～１０㎜の礫を中量含む。
８層　暗褐色土　斑紋状の灰白色土を中量含む。



７９°－Ｗを指針する。底面（中軸線上）の標高は東端で３６．４７ｍ、西端では３６．６２ｍを測り、東側に傾斜し

ている。覆土は下層から灰白色土→灰褐色土の順に堆積し、出土遺物の様相から、Ｂ期（１０世紀後半～

１１世紀初頭、大宰府Ⅹ～Ⅹ Ⅰ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＤ１２０（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南側に位置し、Ｂ５区から検出された。溝（２３３ＳＤ０７０）を壊して構築されているが、溝

（２３３ＳＤ１０５）、土坑（２３３ＳＫ０９５）、小穴（２３３ＳＸ１６２）に切られている。溝（２３３ＳＤ１０５）とほぼ重なり、

同一遺構の可能性もある。両端とも途切れ、規模は全長３．７５ｍ、幅５５～１５５㎝、深さは２９～５３㎝を測り、

走向は中軸線でＮ－８３°－Ｗを指針する。底面（中軸線上）の標高は東端で３６．３２ｍ、西端では３６．３５ｍを

測り、高低差はほとんど無い。断面形は逆台形を呈する。覆土は暗灰色土で構成されるが、前述の溝

（２３３ＳＤ１０５）と平面形がほぼ一致することから同一遺構の可能性が考えられる。遺構間の重複関係およ

び出土遺物の様相から、Ｅ期（１３世紀前後～前半、大宰府Ⅹ Ⅵ～Ⅹ Ⅶ期）頃の埋没と考えられる。

２）井　戸

　今回の調査で検出された井戸は１２基で、すべて第Ⅰ面から発見された。その中で、石組井戸が２基

（２３３ＳＥ０１１・０１５）、井戸枠および井戸枠痕跡が確認されたものが６基（２３３ＳＥ０２０・０２５・０３５・０４５・

０５０・０８０）で、残りの４基（２３３ＳＥ００３・０１０・０６０・０６４）については、井戸枠は確認されず、形態や規

模等から井戸と推定している。調査区の中央から北側にかけて主に分布し、南側からは１基（２３３ＳＥ

０８０）が確認されたのみである。また、北端の１基（２３３ＳＥ００３）は調査区の制約から全容は捉えきれて

いない。

２３３ＳＥ００３（第６・１２図）

　調査区北端のＬ３区から検出され、小穴（２３３ＳＸ０１７）を切って構築されている。北西側の大半は調査

区外に展開し、全容は不明であるが、掘り方の平面形態と礫の出土状態からここでは井戸（石組）とし

て扱うことにした。掘り方の平面形は楕円形と推定されるが、規模は不明である。覆土は上層から暗褐

色土→褐色土の順に堆積している。出土遺物は僅少であるが、供膳具の底部調整において糸切り、ヘラ

切りの両者が混在することから、１２世紀中頃（大宰府Ⅹ Ⅳ期）以降の埋没と想定した。

２３３ＳＥ０１０（第６・１２図）

　調査区北側のＫ・Ｌ２・３区から検出され、小穴（２３３ＳＸ０１７）を切って構築されている。掘り方の平

面形は不整楕円形を呈し、規模は長径（東西）２．５ｍ、短径（南北）２．２ｍ、深さは１．０ｍを測る。覆土は

上層から暗灰褐色土→黒褐色土→褐色土→灰褐色土の順に堆積するが、井戸枠の痕跡は認められなかっ

た。最深部の地山層は灰褐色砂礫である。出土遺物の様相から、１１世紀前後～１２世紀前半（大宰府Ⅹ期

～Ⅹ Ⅲ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０１１（第６・１２図、図版４）

　調査区北側のＬ２区から検出され、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１６）、小穴（２３３ＳＸ０２４・０２６）を切って構

築されているが、上面の一部はたまり状遺構（２３３ＳＸ００１）に覆われていた。掘り方の平面形は楕円形

を呈し、規模は長径（北東－南西）２．２ｍ、短径（北西－南東）１．９５ｍ、深さは１．６ｍほどを測る。井戸

枠は石組で、開口部は楕円形を呈し、規模は長径１００㎝、短径８０㎝を測り、拳大から人頭大の花崗岩で乱

－　２０　－
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第１２図　２３３ＳＥ００３・０１０・０１１実測図（１／５０）

２３３ＳＥ０１０
１層　暗灰褐色土　粒径５～３０㎜の礫、粒径２０㎜の黄褐色土を含む。
２層　黒褐色土　　粒径５～３０㎜の礫、粒径２０㎜の黄褐色土を少量含む。
３層　褐色土　　　粒径２０～５０㎜の黄褐色土を少量、粒径５～１０㎜の礫を含む。
４層　灰褐色土　　砂質土。斑紋状の黄褐色土を微量含む。

２３３ＳＥ０１１模式図
１層　暗灰色土
２層　暗褐色土
３層　暗灰褐色土



石積みされる。下段は断面を長方形に加工した花崗岩の切石を用い方形に組み上げられ、長軸４８㎝、短

軸４３㎝、深さは最上段から最大１１３㎝を測る。井戸枠内の覆土は上層から暗灰色土→暗褐色土→暗灰褐

色土の順に堆積し、裏込めは井戸枠内の最下層と近似した暗灰褐色土が充填されている。最深部の地山

層は暗灰色砂である。出土遺物の様相から、１１世紀前後（大宰府Ⅹ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０１５（第６・１３図、図版４）

　調査区の北側に位置し、Ｊ３区から検出された。掘り方の平面形は略円形を呈し、規模は径約１．５ｍ、

深さは１．５ｍほどを測る。井戸枠は石組で、開口部径は約８０㎝を測り、拳大の花崗岩で乱石積みされる。

中～下段は断面を長方形に加工した花崗岩の切石を２～３段方形に積み上げ、長軸５２㎝、短軸４８㎝を測

る。深さは最上段から１４５㎝ほどである。井戸枠内の覆土は上層から暗褐色土→褐色土→暗黄褐色土→

茶色土→灰色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗黄褐色土→褐色土→暗茶色土が充填されている。最

深部の地山層は灰色砂礫である。出土遺物の様相から、Ｅ期（１３世紀前後～前半、大宰府Ⅹ Ⅵ～Ⅹ Ⅶ期）

頃の埋没と考えられる。また、後述する小穴群（２３３ＳＸ０２８）は本遺構を取り囲むように検出されたこ

とから上屋施設に関わる遺構であった可能性が指摘される。

２３３ＳＥ０２０（第６・１３図、図版４・５）

　調査区ほぼ中央のＨ・Ｉ３・４区から検出され、溝（２３３ＳＤ０４０）を切って構築されている。掘り方は

径約２．３ｍの略円形を呈し、深さは２．６ｍほどを測る。井戸枠は方形を呈し、四隅に柱を立て、横桟を渡

し枠組を作り、各辺に３枚の縦板を張り付けている。規模は一辺約７０㎝、枠材の残存長は約１３０㎝を測

る。井戸枠内の覆土は上層から黒褐色土→暗灰色土の順に堆積し、裏込めは暗褐色土が充填されてい

る。最深部の地山層は橙色粘土（風化花崗岩）である。出土遺物の様相から、１１世紀前後（大宰府Ⅹ期）

頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０２５（第６・１３図、図版５）

　調査区ほぼ中央のＨ・Ｉ２・３区から検出され、溝（２３３ＳＤ０４０）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０３３）を切っ

て構築されている。掘り方の平面形は楕円形を呈し、規模は長径（北西－南東）３．８ｍ、短径（北東－南

西）３．６ｍ、深さは２．１５ｍほどを測る。枠材は円筒形の結物で２段が確認され、１・２段目とも２８枚の板

材で構成されている。一部が歪むが、径約７２㎝、残存高は約９０㎝を測る。井戸枠内の覆土は上層から黒

褐色土→黒灰色土の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→暗灰褐色土→灰色土→暗黄褐色土→褐灰

色土が充填されている。最深部の地山層は橙色粘土（風化花崗岩）である。出土遺物の様相から、１４世

紀前半～後半（大宰府Ⅹ Ⅹ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０３５（第６・１４図、図版６）

　調査区ほぼ中央のＧ・Ｈ３・４区から検出され、土坑（２３３ＳＫ１０１）を切って構築されている。掘り方

の平面形は楕円形を呈し、規模は長径（東西）２．６ｍ、短径（南北）２．３８ｍ、深さは３．７ｍほどを測る。

井戸枠はやや北側に寄った位置から検出された。枠材は円筒形の結物で３段が確認され、上段が２８枚、

中段が２５枚、下段が２３枚の板材で構成されている。径約９５㎝、残存高は約２３５㎝を測る。井戸枠内の覆土

は上層から黒褐色土→暗灰色土→黒灰色土の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→黄褐色土が充填

されている。最深部の地山層は橙色粘土（風化花崗岩）である。出土遺物の様相から、Ｆ期（１３世紀前

後～１４世紀前半（大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）頃の埋没と考えられる。 
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第１３図　２３３ＳＥ０１５・０２０・０２５実測図（１／５０）

２３３ＳＥ０１５模式図
１層　暗褐色土
２層　褐色土
３層　暗黄褐色土
４層　茶色土
５層　灰色砂
６層　暗黄褐色土
７層　褐色土
８層　暗茶色土

２３３ＳＥ０２０模式図
１層　黒褐色土
２層　暗灰色土
３層　暗褐色土

２３３ＳＥ０２５模式図
１層　黒褐色土
２層　黒灰色土
３層　暗褐色土
４層　暗灰褐色土
５層　灰色土
６層　暗黄褐色土
７層　褐灰色土
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第１４図　２３３ＳＥ０３５・０４５実測図（１／５０）

２３３ＳＥ０３５模式図
１層　黒褐色土
２層　暗灰色土
３層　黒灰色土
４層　暗褐色土
５層　黄褐色土

２３３ＳＥ０４５模式図
１層　黒褐色土
２層　黒灰色土
３層　黄灰色砂
４層　暗褐色土
５層　暗灰色土
６層　茶色土
７層　灰色砂



２３３ＳＥ０４５（第６・１４図、図版６・７）

　調査区中央のやや西側に位置し、Ｇ・Ｈ４・５区から検出された。掘り方は径約２．８ｍの略円形を呈し、

深さは２．９ｍほどを測る。枠材は円筒形の結物で２段が確認され、１・２段目とも２４枚の板材で構成され

ている。径約７０㎝、残存高は約１３５㎝を測る。水溜には径４０㎝、高さ３５㎝ほどの曲物を据えている。井戸

枠内の覆土は上層から黒褐色土→黒灰色土→黄灰色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗褐色土→暗灰

色土→茶色土→灰色砂が充填されている。最深部の地山層は橙色粘土（風化花崗岩）である。出土遺物

の様相から、Ｆ期（１３世紀前後～１４世紀前半、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０５０（第６・１５図、図版７）

　調査区ほぼ中央のＦ・Ｇ２・３区から検出された。掘り方は径約１．９５ｍの略円形を呈し、深さは３．３ｍ

ほどを測る。枠材は円筒形の結物で４段が確認され、上から１段目は２５枚、２段目は２７枚、３・４段目

は各２４枚の板材で構成されている。径約８５㎝、残存高は約２１５㎝を測る。井戸枠内の覆土は上層から暗

褐色土→暗灰褐色土→褐色砂の順に堆積し、裏込めは上層から暗灰褐色土→黄褐色土が充填されてい

る。最深部の地山層は橙色粘土（風化花崗岩）である。出土遺物の様相から、Ｆ期（１３世紀前後～１４世

紀初頭、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と考えられる。
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２３３ＳＥ０５０模式図
１層　暗褐色土
２層　暗灰色土
３層　褐色砂
４層　暗灰褐色土
５層　黄褐色土

第１５図　２３３ＳＥ０５０実測図（１／５０）
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第１６図　２３３ＳＥ０６０・０６４実測図（１／５０）

２３３ＳＥ０６４
１層　暗褐色土　　砂質土で粒子が粗く、粘性を欠く。
２層　暗青灰色土　粒径２００㎜の礫・斑紋状の酸化鉄を含む。
３層　茶色土　　　粒径５０～２００㎜の礫を多く含む。締まりは

弱く、粘性は強い。

２３３ＳＥ０６０
１層　暗褐色土　粒径３～５㎜の礫・斑紋状の褐色土を中量含む。
２層　灰色土　　砂とシルト質土が交互に堆積。
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２３３ＳＥ０６０（第６・１６図）

　調査区北側のＩ１・２区から検出され、溝（２３３ＳＤ００５）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１２）に一部を削られ

ているが、たまり状遺構（２３３ＳＸ０３３）を切って構築されている。掘り方の平面形は楕円形を呈し、規

模は長径（北東－南西）１．６ｍ、短径（北西－南東）１．４ｍ、深さは１．１ｍほどを測る。覆土は上層から暗

褐色土→灰色土の順に堆積するが、井戸枠の痕跡は認められなかった。最深部の地山層は灰色砂礫であ

る。出土遺物は僅少であるが、土師器供膳具の底部は糸切り調整が施されることから、１２世紀中頃（大

宰府Ⅹ Ⅳ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０６４（第６・１６図）

　調査区東側のＨ・Ｉ０・１から検出され、溝（２３３

ＳＤ００５）、土坑（２３３ＳＫ０４６）に一部を切られてい

る。掘り方の平面形は不整楕円形を呈し、規模は

長径（東西）２．８ｍ、短径（南北）２．４５ｍ、深さは

１．７５ｍほどを測る。覆土は上層から暗褐色土→暗

青灰色土→茶色土の順に堆積するが、井戸枠の痕

跡は認められなかった。最深部の地山層は灰褐色

砂礫である。出土遺物は僅少で、土師器供膳具の

底部は糸切り調整が施される。埋没時期は重複関

係にある溝（２３３ＳＤ００５）も加味して判断すると、

Ｄ期（１２世紀中頃～後半、大宰府Ⅹ Ⅳ～Ⅹ Ⅴ期）頃

の埋没と考えられる。

２３３ＳＥ０８０（第６・１７図）

　調査区南端のＡ・Ｂ６区から検出され、溝（２３３

ＳＤ０７０・１１５）、たまり状遺構（２３３ＳＸ１３４）を切

って構築されている。掘り方の平面形は楕円形を

呈し、規模は長径（南北）２．６ｍ、短径（東西）

２．３５ｍ、深さは１．９５ｍほどを測る。井戸枠は径約

５０㎝、深さは約４５㎝を測るが、板材・曲物は検出

されず、壁面に沿って暗褐色土（４層）の腐植土

（井戸枠痕跡）を確認している。覆土の最上面に

は現代の杭列（１層）が確認された。井戸枠内の

覆土は上層から暗褐色土→黒褐色土の順に堆積

し、裏込めは上層から灰褐色土→暗灰褐色土が充

填されている。最深部の地山層は灰色砂礫であ

る。出土遺物の様相から、１３世紀前半～後半（大

宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅷ期）頃の埋没と考えられる。 
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第１７図　２３３ＳＥ０８０実測図（１／５０）

２３３ＳＥ０８０
１層　灰色土　　　現代杭の掘り方。
２層　暗褐色土　　粒径１０㎜の炭化物多量含み、締まりが弱い。
３層　黒褐色土　　シルト質土。粘性が強く、締まりが弱い。
４層　暗褐色土　　腐植土。（井戸枠の痕跡）
５層　灰褐色土　　粒径１５㎜の炭化物を少量、粒径２０㎜の黄褐色粘土を多量含む。
６層　暗灰褐色土　粒径１０㎜の炭化物を微量含む。



３）掘立柱建物

　今回の調査で検出された掘立柱建物は３棟で、第Ⅰ面から１棟（２３３ＳＢ１３０）、第Ⅱ面からは２棟

（２３３ＳＢ１３５・１４０）が発見されている。調査区の制約や遺構間の重複により全容を捉えられたものはな

いが、構造的には側柱建物が２棟（２３３ＳＢ１３０・１３５）、不明ではあるが、総柱建物の可能性を残すもの

が１棟（２３３ＳＢ１４０）存在している。また、検出面は異なるが、側柱建物の２棟はほぼ同位置から検出さ

れている。

２３３ＳＢ１３０（第６・１８図、図版８）

　調査区の西端に位置し、第Ⅰ面のＤ～Ｆ４～６区から検出され、西側が調査区外に展開している。溝

（２３３ＳＤ２３１）を切って構築され、柵列（２３３ＳＡ１２５）と重複するが、直接的な切り合い関係は認められ

ない。調査区の制約から全容は不明であるが、東西棟の側柱建物と推定され、最終的には梁行２間、桁
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行は２間までの検出となった。柱心々間の梁行総長は４．２ｍ、確認された桁行の長さは４．５～４．９５ｍを測

る。東側梁行の柱間は２．１ｍ（７小尺）（１小尺≒０．２９７ｍで計算）等間に収まる。北側桁行は西からａ～

ｂ間は２．７ｍ（９小尺）、ｂ～ｃ間は２．２５ｍ（７．５小尺）となり、南側桁行は２．２５ｍ（７．５小尺）等間に収ま

る。主軸方位は桁行（柱穴ａ～ｃ）を基準とするとＮ－８９°－Ｗを指針する。柱穴の掘り方は楕円形を呈

し、規模は長径で２８～４２㎝、深さは１３～３０㎝を測る。覆土は暗褐色土・褐色土・暗赤褐色土で構成され、

遺物は検出されていない。

２３３ＳＢ１３５（第７・１９図、図版８）

　調査区の西端に位置し、第Ⅱ面のＤ・Ｅ５・６区から検出された。西側が調査区外に展開し、全容は

不明であるが、東西棟の側柱建物と推定される。最終的に検出された範囲は梁行２間、桁行は１間であ

るが、南側桁行のｄ～ｆ間には小穴ｅが確認されている。柱心々間の梁行総長は２．８５ｍ、確認された桁行

の長さは２．４～２．５５ｍを測る。東側梁行の柱間は北からｂ～ｃ間は１．２ｍ（４小尺）、ｃ～ｄ間は１．６５ｍ （５．５

小尺）となる。北側桁行はａ～ｂ間が２．４ｍ（８小尺）、南側桁行は東からｄ～ｅ間は１．３５ｍ（４．５小尺）、 ｅ

～ｆ間は１．２ｍ（４小尺）となる。主軸方位は桁行（柱穴ａ～ｂ）を基準とするとＮ－８２°－Ｗを指針する。

柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で２３～６２㎝、深さは８～２３㎝を測る。覆土は暗

褐色土で構成され、出土遺物は僅少である。 
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２３３ＳＢ１４０（第７・２０図、図版８）

　調査区のほぼ中央に位置し、第Ⅱ面のＥ～Ｇ３・４区から検出された。井戸（２３３ＳＥ０３５・０５０）、小穴

群（２３３ＳＸ２０７）に壊され、全容は捉えきれていない。直接的な切り合い関係は認められないが、小穴

群（２３３ＳＸ２０３）とも重複する。梁行２間×桁行３間の南北棟の建物と推定され、柱心々間の桁行総長

は６．３ｍ、梁行総長は３．４５ｍを測る。桁行の柱間はすべて（ｂ～ｃ・ｅ～ｆ・ｆ～ｇ間）２．１ｍ（７小尺）等間

で収まり、南側梁行は東からｃ～ｄ間は１．８ｍ（６小尺）、ｄ～ｅ間は１．６５ｍ（５．５小尺）となる。また、柱

穴ｂとｆを結んだ線上の中央から柱穴ｈが検出され、遺構間の重複により全容が不明なことから判断は難

しいが、束柱を有する側柱建物ないし間仕切りを有する建物の可能性が考えられる。主軸方位は桁行

（柱穴ａ～ｃ）を基準とするとＮ－１６°－Ｅを指針する。柱穴の掘り方は略円形または楕円形を呈し、規模

は長径で３３～５０㎝、深さは１０～３０㎝を測る。覆土は暗灰褐色土→暗褐色土の順に形成され、１２世紀中頃

に形成されたと考えられる褐色土（整地層）との先後関係や出土遺物の様相から、１１世紀前後（大宰府

Ⅹ期）頃のものと考えられる。

４）柵　列

　今回の調査で検出された柵列は２列である。第Ⅰ面の調査区西側から１列（２３３ＳＡ１２５）が確認され

たが、調査区の制約や遺構間重複により全容は把握されていない。また第Ⅱ面の調査区中央のやや南側

から１列（２３３ＳＡ１５５）が発見されている。

２３３ＳＡ１２５（第６・２１図、図版９）

　調査区の西側に位置し、第Ⅰ面のＩ５区からＣ６区にかけて８間が検出された。小穴群（２３３ＳＸ０５７）

を切って構築されているが、南側の柱穴上部がたまり状遺構（２３３ＳＸ１２６）により削られている。また

直接的な切り合い関係はないが、掘立柱建物（２３３ＳＢ１３０）と重複する。南北方向に延びるが、北側は調

査区外に展開すると考えられ、南側は遺構間の重複により確認されず、全容は捉えきれていない。最終

的に検出された長さは１７．４ｍを測り、柱穴間の距離は北からａ～ｇ間は２．１ｍ（７小尺）等間、ｇ～ｈ間は

２．２５ｍ（７．５小尺）、ｈ～ｉ間は２．５５ｍ（８．５小尺）となるが、柱穴ｈには重複が認められ、ｇ～ｈ間２．７ｍ

（９小尺）、ｈ～ｉ間２．１ｍ（７小尺）となる可能性も想定される。主軸方位はＮ－７°－Ｅを指針し、溝

（２３３ＳＤ００５）に並行する。柱穴の掘り方は、略円形または楕円形を呈し、規模は長径で３５～９２㎝、深さ

は１２～５０㎝を測る。覆土は暗灰褐色土・暗褐色土・褐色土で構成され、遺物は検出されていない。

２３３ＳＡ１５５（第７・２１図）

　調査区の南側に位置し、第Ⅱ面のＤ３・４区から３間が検出された。小穴群（２３３ＳＸ１９８）に一部を壊

されているが、小穴群（２３３ＳＸ２００）の一部を切って構築されている。東西方向に延び、全長は４．３５ｍを

測る。柱穴間の距離は西からａ～ｂ間は１．３５ｍ（４．５小尺）、ｂ～ｃ間は１．６５ｍ（５．５小尺）、ｃ～ｄ間は１．３５

ｍ（４．５小尺）であり、主軸方位はＮ－８７°－Ｗを指針する。柱穴の掘り方は、略円形または楕円形を呈

し、規模は長径で２８～３２㎝、深さは１３～２４㎝を測る。覆土は黒褐色土で構成され、出土遺物は僅少であ

る。 

－　３１　－



－　３２　－

２３３ＳＡ１２５� ２３３ＳＡ１５５�

Ｘ＝＋５６４０６
．０�

Y
＝
－
４３
８７
５
．０
�

Y＝－４３８６９．０�

Ｘ
＝
＋
５６
３９
４
．０
�

３７
．０
ｍ
�

３７
．０
ｍ
�

調
査
区
外�

ａ�

ｂ�

２．１０ｍ�

ｄ�

ｃ�

１．３５ｍ�

ｂ�

１．６５ｍ�

ａ�

１．３５ｍ�

２．１０ｍ�

ｃ�

ｄ�

ｅ�

ｆ�

ｇ�

ｈ�

２．１０ｍ�

２．１０ｍ�

２．１０ｍ�

２．１０ｍ�

２．７０ｍ�

ｉ�

２．１０ｍ�

ＳＸ１９８�

第２１図　２３３ＳＡ１２５（１／１００）、２３３ＳＡ１５５（１／５０）



５）土　坑

　今回の調査で検出された土坑は２２基（第Ⅰ面１９基、第Ⅱ面３基）である。ここでは７基（２３３ＳＫ０１４

・０３７・０５５・０７５・０８８・０９５・１１０）について述べることとする。特に２基（２３３ＳＫ０５５・０９５）からは大

量の遺物が出土している。

２３３ＳＫ０１４（第６図）

　調査区第Ⅰ面北側のＫ２・３区から検出され、溝（２３３ＳＤ０１８）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１３・０１６）を

切って構築されている。平面形は楕円形を呈し、規模は長径（東西）１．９５ｍ、短径（南北）１．４ｍ、深さ

は４～１７㎝を測る。覆土は暗褐色土で構成される。出土遺物は僅少であるが、土師器坏ａの法量から１３

世紀中頃（大宰府Ⅹ Ⅷ期）の埋没と考えられる。

２３３ＳＫ０３７（第６図）

　調査区第Ⅰ面中央のやや東南側に位置し、Ｆ１・２区から検出された。南側をたまり状遺構（２３３ＳＸ

０３６）に壊されているが、溝（２３３ＳＤ００５）の上部を切って構築されている。平面形は楕円形と推定され、

最終的に検出された範囲は、長径方向（北東－南西）２．３５ｍ、短径（北西－南東）１．７３ｍ、深さは８～

３４㎝を測る。底面には凹凸が認められ、覆土は暗褐色土で構成されている。埋没時期は溝（２３３ＳＤ００５）

より後の１３世紀後半～１４世紀前半とすべきか。

２３３ＳＫ０５５（第６・２２図、図版９）

　調査区第Ⅰ面中央のやや南側に位置し、Ｅ２区から検出された。たまり状遺構（２３３ＳＸ０３６）に切ら

れ、溝（２３３ＳＤ００５）を切って構築される。平面観察時には溝（２３３ＳＤ００５）が新しいと判断されたが、

本遺構と溝（２３３ＳＤ００５）の埋没後に溝（２３３ＳＤ００５）側の下位層に不等沈下が生じ、本遺構東側の一部

が溝（２３３ＳＤ００５）側に円弧状に滑り落ちたと考えられ、最終的には本遺構が新しいと判断された。平面

形は楕円形を呈し、規模は長径（南北）６．２ｍ、短径（東西）３．７ｍ、深さ６０～９０㎝を測る。覆土は下層

から黄褐色土→褐色土→黒褐色土→褐灰色土→暗褐色土→黒褐色土→明褐色土→褐灰色土の順に形成さ

れ、覆土全体に遺物は包含されているが、特に黄褐色土と褐色土には遺物が多量に含まれ、その上面に

形成される黒色土は炭化物主体層である。出土遺物の様相から、Ｆ期（１３世紀後半～１４世紀前半、大宰

府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と推定される。

２３３ＳＫ０７５（第６図）

　調査区第Ⅰ面南東隅のＢ０・１区から検出された。土坑（２３３ＳＫ０８８）と小穴（２３３ＳＸ０８９）に切られ、

南側から東側は調査区外に展開することから平面形および規模については不明であるが、深さは３８㎝ほ

どを測る。覆土は下層から暗灰色土→褐色土→黒褐色土→暗褐色土の順に形成されている。埋没時期は

出土遺物の土師器供膳具から、１３世紀前後（大宰府Ⅹ Ⅶ）頃と考えられる。

２３３ＳＫ０８８（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南端に位置し、Ａ・Ｂ１区から検出された。土坑（２３３ＳＫ０７５）、たまり状遺構（２３３Ｓ

Ｘ０９４）を切って構築されているが、南側は調査区外に展開している。平面形は楕円形と推定され、最終

的に検出された範囲は、東西方向で１．９０ｍ、深さは３０㎝ほどを測る。覆土は下層から暗灰色土→暗灰褐

色土の順で形成される。出土遺物の土師器供膳具から、１３世紀前半～後半（大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅷ期）以降の
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埋没と考えられる。

２３３ＳＫ０９５（第６・２３図、図版９）

　調査区第Ⅰ面の南端に位置し、Ａ・Ｂ５から検出された。土坑（２３３ＳＫ１１０）、小穴（２３３ＳＸ１６２）に一

部を壊されているが、溝（２３３ＳＤ０７０・１０５・１１５・１２０）、小穴（２３３ＳＸ１６４）を切って構築されている。

平面形は不整楕円形を呈し、規模は長径（東西）２．５ｍ、短径（南北）１．７５ｍ、深さは１０～４０㎝を測る。

覆土は灰褐色土→黒褐色土③→黒褐色土②→黄灰色土→黒褐色土①の順に形成され、黒褐色土②中には

遺物が多量に包含されている。出土遺物の様相から、１３世紀後半（大宰府Ⅹ Ⅷ期）以降の埋没と考えら

れる。

２３３ＳＫ１１０（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南端に位置し、Ａ４・５区から検出された。土坑（２３３ＳＫ０９５）、たまり状遺構（２３３Ｓ

Ｘ２２２）、小穴（２３３ＳＸ２２１）を切って構築されているが、南側は調査区外に展開している。平面形は楕円

形と推定され、最終的に検出された範囲は、東西方向で１．１２ｍ、深さは４０㎝ほどを測る。覆土は下層か
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第２２図　２３３ＳＫ０５５実測図（１／４０）

２３３ＳＫ０５５
１層　褐灰色土　粒径５㎜の花崗岩粒多量、粒径１０㎜の炭化物を微量含む。
２層　明褐色土　粒径１０㎜の灰白色土ブロック、粒径５㎜の炭化物少量、粒

径５㎜以下の花崗岩粒を微量含む。
３層　黒褐色土　炭化物主体層。
４層　褐灰色土　層相は１層と同じ。
５層　黒褐色土　層相は３層と同じ。
６層　褐色土　　粒径２０㎜の炭化物を少量含む。
７層　黄褐色土　最大粒径１５０㎜の黄褐色粘土ブロック、最大粒径２０㎜の炭化

物を多量含む。
８層　茶色土　　２３３ＳＤ００５茶色土。

２３３ＳＫ０９５
１層　黒褐色土①　粒径３～１０㎜の炭化物・粒径３～５㎜の礫・遺物を包含

する。
２層　黒褐色土②　多量の遺物が包含される。
３層　黒褐色土③　粒径３～１０㎜の炭化物を少量、遺物を多く含む。
４層　灰褐色土　　粒径３～８㎜の炭化物を微量含む。

第２３図　２３３ＳＫ０９５実測図（１／４０）



ら灰色土→黒褐色土→暗灰色土の順で形成されている。出土遺物の土師器供膳具から、１４世紀初頭～後

半（大宰府Ⅹ Ⅸ～Ⅹ Ⅹ期）頃の埋没と考えられる。

６）その他の遺構

　ここでは、たまり状遺構６基（２３３ＳＸ００１・０１２・０３６・０９０・１２６・１８０）、小穴群４ヵ所（２３３ＳＸ０２８・

０３０・０９３・２２１）、不明遺構（２３３ＳＸ１１７）について述べる。

ａ）たまり状遺構

２３３ＳＸ００１（第６図）

　調査区第Ⅰ面の北端に位置し、Ｌ１～Ｍ２区にかけて検出された。溝（２３３ＳＤ００５）、井戸（２３３ＳＥ０１１）、

土坑（２３３ＳＫ００６）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１６）、小穴および小穴群（２３３ＳＸ００７・００９・０２４・０２６）の上

面に構築され、北西側は調査区外に展開する。最終的に検出された範囲は、長軸（北西－南東）５．０ｍ、短

軸（北東－南西）２．５ｍ、深さは５ ㎝ほどを測る。覆土は暗褐色土を呈し、出土遺物の様相から、Ｆ期

（１３世紀前後～１４世紀初頭、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ０１２（第６図）

　調査区第Ⅰ面の北側に位置し、Ｉ～Ｋ１・２区から検出された。溝（２３３ＳＤ００５・０１８）、井戸（２３３ＳＥ

０６０）、たまり状遺構（２３３ＳＸ０１６・０３３・０３４）、小穴（２３３ＳＸ０２７・０４１・０４２）を切って構築されている。

平面形は不整形を呈する。規模は長軸（南北）６．６０ｍ、短軸（東西）４．２５ｍ、深さは２～１８㎝を測る。

覆土は下層から褐色土→黒褐色土→暗褐色土・褐白色土の順に形成されている。出土遺物の様相から、

Ｆ期（１３世紀前後～１４世紀初頭、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ０３６（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南側に位置し、Ｄ・Ｅ１・２区から検出された。溝（２３３ＳＤ００５）、土坑（２３３ＳＫ０３７・

０５５）を切って構築され、南側は昭和５３年度の九州歴史資料館の調査地点に及んでいる。平面形は長円形

と推定され、最終的に検出された範囲は、長軸方向（南北）５．３５ｍ、短軸（東西）３．５０ｍ、深さは７～

３７㎝を測る。底面には凹凸が認められ、覆土は下層から黒褐色土→黒灰黄色土の順に形成されている。

出土遺物の土師器供膳具から、１４世紀初頭～後半（大宰府Ⅹ Ⅸ～Ⅹ Ⅹ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ０９０（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南端に位置し、Ａ４区から検出された。たまり状遺構（２３３ＳＸ２２２）を切って構築され

ているが、南側が調査区外に展開し、全容は捉えきれていない。形態および規模は不明であるが、深さ

は５～３０㎝を測る。覆土は下層から灰色土→黒褐色土→暗灰色土の順で形成され、出土遺物の様相か

ら、Ｆ期（１３世紀前後～１４世紀初頭、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ１２６（第６図、図版９）

　調査区第Ⅰ面の南側に位置し、Ｂ～Ｄ６区から検出された。溝（２３３ＳＤ０７０）、柵列（２３３ＳＡ１２５）、小

穴群（２３３ＳＸ１３３）の上面に構築されている。平面形は不整形を呈し、長軸（南北）５．０ｍ、短軸（東西）

１．５～２．５ｍ、深さは１０㎝ほどを測る。覆土は暗褐色土で構成され、出土遺物の土師器供膳具から、１３世

紀前半（大宰府Ⅹ Ⅶ期）頃の埋没と考えられる。 
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２３３ＳＸ１８０（第７図）

　調査区第Ⅱ面中央のやや西側のＦ４・５区から検出され、一部を小穴群（２３３ＳＸ２０１）に切られてい

る。平面形は不整形を呈し、長軸（北西－南東）３．２５ｍ、短軸（北東－南西）０．９～２．４５ｍ、深さは２～

１０㎝を測る。覆土は下層から暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土の順に形成され、出土遺物はない。

ｂ）小　穴

２３３ＳＸ０２８（第６図）

　調査区第Ⅰ面北側のＪ２・３区から検出された９穴の小穴である。井戸（２３３ＳＥ０１５）を囲むように確

認されていることから井戸の上屋施設の可能性が考えられ、たまり状遺構（２３３ＳＸ０３３）を切って構築

されている。平面形は略円形ないし楕円形を呈し、長径１５～３５㎝、深さは２～２３㎝を測る。覆土は暗褐

色土で構成され、出土遺物の様相から、１２世紀中頃以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ０３０（第６図）

　調査区第Ⅰ面西端のＩ４・５区から検出された３穴の小穴で、一部は調査区外へ展開し、たまり状遺構

（２３３ＳＸ０１９）、小穴（２３３ＳＸ０３１）に切られている。いずれも平面形は楕円形を呈し、規模は長径で約

７５㎝、深さは１２～５３㎝を測る。３穴の配置は鉤の手状を呈することから掘立柱建物を構成する可能性も

考えられる。覆土は暗褐色土→灰褐色土→暗灰色土の順に形成され、出土遺物の様相から、Ｆ期（１３世

紀前後～１４世紀初頭、大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期）以降の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ０９３（第６図）

　調査区第Ⅰ面南東側のＢ１・２区から検出された６穴の小穴で、溝（２３３ＳＤ００５）を切って構築されて

いる。平面形は略円形または楕円形を呈し、規模は長径で２５～５０㎝、深さは１３～２４㎝を測る。覆土は黒

褐色土で構成され、出土遺物の様相から、平安時代中期頃の埋没と考えられる。

２３３ＳＸ２２１（第６図）

　調査区第Ⅱ面南端のＡ・Ｂ４区から検出された１穴の小穴で、第Ⅰ面の溝（２３３ＳＤ１０５）、土坑（２３３Ｓ

Ｋ０９５・１１０）に切られている。平面形は楕円形と推定され、規模は東西方向で５０㎝、深さは３５㎝ほどを

測る。覆土は暗褐色土で構成される。出土遺物は土師器と黒色土器Ａ類の小片が僅かに出土したに留ま

り、詳細は不明。

ｃ）不明遺構

２３３ＳＸ１１７（第６図）

　調査区第Ⅰ面の南西端に位置し、Ａ８区から検出された。西側から南側は調査区外に展開し、東側は

コンクリート基礎により壊され、全容は捉えきれていない。調査し得た範囲が狭く、形態および規模に

ついては不明であるが、深さは４２㎝を測る。覆土は暗褐色土で構成され、出土遺物の様相から、１１世紀

前後（大宰府Ⅹ期）頃の埋没と考えられる。
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２．遺　物

１）溝出土遺物

２３３ＳＤ００５暗褐色土出土遺物（第２４・２５図）

　土師器

　坏ａ（１～６）　口径１４．０～１５．０㎝、器高２．６～３．４㎝、底径９．３～１０．７㎝を計測し、いずれも底部は糸

切り離し。１・３～６の内面見込みには螺旋状の回転ナデが施される。２の胎土には白雲母を多く含む。

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１５．６㎝、器高２．２～３．５㎝、底径７．６～１１．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。Ｍ－００２・００７・０１２・０２２・０３４・０４０・０４３・０４６・０４７・０４８・０５５・０５８の見込みには細

線状を呈する螺旋状の回転ナデが残る。

　小皿ａ（７～１３）　７～１１の法量は口径８．２～９．２㎝、器高０．７～１．４㎝、底径６．０～７．０㎝を計測する。

いずれも底部は糸切り離し。９の内面見込みには糸原体（単節Ｒ）が弧状に付着した痕が観察される。

１１の底面中央には径０．６㎝の孔が焼成後に穿たれる。１２は口径８．６㎝、器高１．４㎝、底径６．０㎝に復原され、

底部は手捏ねによって仕上げられる。１３は手捻りによって口縁部を波状に仕上げた資料であり、口径

８．０㎝、器高１．５㎝、底径６．２㎝に復原される。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径６．８～９．５㎝、器高０．８～１．４㎝、底径６．０～８．０㎝を計測する。いずれも底部

は糸切り離し。Ｍ－０９０・１０２の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。

　小皿（１４～１６）　１４はコースター状を呈し、口径６．０㎝、器高０．８㎝、底径５．４㎝に復原される。１５は口

縁部が内湾する器形を呈し、口径７．０㎝、器高１．１㎝、底径６．７㎝を測る。１６は体部が内傾する器形を呈

し、口径７．３㎝、器高０．９㎝、底径８．４㎝を計測する。１４・１５の底部は糸切り離し。１６の底面調整は不明

である。

　瓦器

　椀ｃ（１７）　体部から高台の破片で、現存高４．６㎝、底径７．０㎝に復原される。外面は指頭調整ののち回

転ナデが施され、内面は指頭調整が観察される。

　須恵質土器

　鉢（１８）　口縁部から体部下端の破片で片口部が遺存する。口径２８．４㎝、現存高１０．０㎝、底径９．６㎝に

復原される。東播系であり、第Ⅱ期２段階に属する。

　瓦質土器

　鉢（１９）　口縁部から体部上半の破片で、現存高４．８㎝を計測する。Ａ１類。

　白磁

　椀（２０）　口縁部から体部上半の破片で、口縁端部は屈折し、外方に尖る。現存高２．４㎝を計測する。

Ⅴ－４類あるいはⅧ－１・３類と考えられる。

　青磁

　椀（２１・２２）　２１は現存高２．５㎝、底径６．５㎝を計測する。龍泉窯系青磁Ⅰ類。２２は現存高３．１㎝、底径

５．０㎝を計測する。同安窯系青磁Ⅰ－Ⅰｂ類。

　椀か（２３）　現存高２．２㎝を計測する椀の体部と推定される破片。胎土は堅緻で黒色微粒子を含み、暗

灰色を呈する。外面には圏線と花を黒・白象嵌し、内面には花果と葉が白象嵌される。暗青緑色に発色

する釉は内外面に施され、柔らかな光沢を持つ。象嵌高麗青磁。

　皿（２４）　口径１０．０㎝、器高２．１㎝、底径５．２㎝に復原される。同安窯系青磁Ⅰ－１ｂ類。
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第２４図　２３３ＳＤ００５遺物実測図１（１／３）



　瓦製品

　瓦玉（２５）　明灰色を呈する瓦片を研磨し円柱状に成形する。径２．５～２．６㎝、厚さ１．７㎝、重量１１．４ｇ

 を計測する。

　金属製品

　釘（２６・２７）　鉄素材を鍛造により成形。２６・２７とも先端部を欠損する。２６は現存長３．３㎝、重量５．０

ｇ、２７は現存長６．６㎝、重量７．５ｇ をそれぞれ計測する。

　椀形鍛冶滓（２８）　断面上半の色調は茶褐色で鉄錆状、断面下半の色調は黒灰色で多孔質構造の金属

状を呈する。底部は比較的平滑で、小孔はみられないことから炉底部に接していたと推定される。非磁

着。規模６．８×１１．２㎝、厚さ４．２㎝、重さ３９０ｇ を量る。

２３３ＳＤ００５暗灰褐色土出土遺物（第２５・２６図）

　土師器

　坏ａ（２９）　口縁部から体部上半約�を欠損する。口径１５．２㎝、器高３．０㎝、底径１０．８㎝を計測し、底

部は回転糸切り離し。見込みには螺旋状の細い条線を残す回転ナデが施される。

　坏ａ（土師器計測表）　口径１３．６～１５．２㎝、器高２．４～３．４㎝、底径８．２～１１．０㎝を計測する。いずれも

底部は糸切り離し。Ｍ－００２・０１３・０２４の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。Ｍ－０１１の外面には油煙

が観察される。

　大椀ｃ（３０）　高台部が遺存する。現存高３．６㎝、高台径１１．２㎝を計測する。

　小皿ａ（３１・３２）　いずれも底部は糸切り離し。３１の内底面は螺旋状の回転ナデののち、横ナデを施

す。底部中央には径０．６㎝の円孔が焼成後に穿たれる。口径７．８㎝、器高１．２㎝、底径５．６㎝を測る。３２は

外面体部から底部にかけて墨跡が観察される。口径９．４㎝、器高１．１㎝、底径７．２㎝に復原される。

　小皿ａ（土師器計測表）　口径６．４～９．３㎝、器高０．６～１．７㎝、底径５．０～７．６㎝を計測する。いずれも

底部は糸切り離し。Ｍ－０２４・０３２の見込みには螺施状の回転ナデが残り、Ｍ－０１９の外面には油煙が観

察される。

　小坏（３３）　口縁部から底部外周が遺存する破片で、現存高３．４㎝を計測する。胎土は緻密で白色微粒

子をやや多く含む。底部は糸切り離し。焼成は良好で黒灰色を呈する。体部外面と内底面には油煙が付

着する。未分類資料。

　瓦器

　椀ｃ（３４）　体部下半から高台の破片。現存高１．８㎝を計測する。高台周辺は高台貼り付けにともなう

回転ナデ、その他の器面にはミガキが施される。

　菊皿（３５）　底部を欠損する破片。口径１０．０㎝、現存高２．８㎝に復原される。菊花状の内型による成形

ののち、弱い回転ナデが内外面に加わる。胎土は堅緻。焼成は良好で灰白色を呈する。

　須恵質土器

　鉢（３６）　口縁部から体部上半の破片で現存高４．８㎝を計測する。胎土は堅緻。焼成は良好で暗灰青色

を呈する。東播系であり、第Ⅱ期２段階に属する。

　瓦質土器

　鉢（３７）　口縁部から体部上半の破片で現存高４．０㎝を計測する。内外面ハケ目ののち、口縁部横ナ

デ、体部外面に指頭調整を施す。胎土は堅緻で、白色粒子をやや多く含み、角閃石も含有する。焼成は

良好。ＡⅠ類。

－　３９　－



　緑釉陶器

　椀×皿（３８）　体部下端から高台が遺存する。現存高１．６㎝、高台径６．５㎝を計測する。高台は削り出

し。器面はミガキののち、高台内から畳付を除いて、非常に薄い釉を施す。胎土は軟質緻密で薄黄灰色

を呈し、釉は光沢質で薄黄白色に発色する。京都系。

　壺（３９）　高台部の破片で現存高２．９㎝を計測する。高台は貼り付け。胎土は堅緻、須恵質で暗灰色を

基本とするが、部分的に酸化焔焼成気味で黄橙色を呈する。釉は濃緑色に発色し光沢がある。産地不

明。

　灰釉陶器

　壺（４０）　頸部付近の破片とみられ、現存高３．９㎝を計測する。胎土は緻密で暗青灰色あるいは灰黄色

を呈する。外面は頸部下半に横位のカキ目が８条遺存し、外面には暗緑色に発色する釉が薄く施され

る。内面は摩耗が著しく調整不明。

　白磁

　椀（４１・４２）　いずれもⅧ－２類あるいはⅧ－３類の体部下半から高台が遺存する資料で、４１の見込

み釉剥ぎ部分には重ね焼きによる白土が付着する。４２の高台内には「十」であろうか、墨書が観察され

る。４１は現存高３．６㎝、高台径７．０㎝、４２は現存高２．６㎝、高台径６．２㎝をそれぞれ計測する。

　皿（４３）　約�遺存し、口径１０．０㎝、器高２．２㎝、底径３．７㎝に復原される。Ⅷ－ｂ類。

　青磁

　壺（４４）　体部と推定される破片で、現存高３．４㎝を計測する。外面上位にヘラ状工具による施文が観

察される。胎土は粘質緻密で灰黄色を呈し、半光沢質の釉は暗緑色に発色する。越州窯系青磁Ⅲ系か。

　椀（４５）　口径１６．４㎝、器高６．４㎝、底径５．９㎝を計測する。遺存部位から体部内面に施される略花文は

３単位と考えられる。体部内外面には横方向の微細な擦痕が観察される。龍泉窯系青磁Ⅰ－２ａ類。

　青白磁

　椀（４６）　体部下半から高台にかけて遺存する。現存高１．６㎝を計測し、高台径３．２㎝に復原される。

内面にはヘラ状工具によって花弁あるいは葉状の施文がなされる。胎土は堅緻で灰白色を呈するが、高

台は酸化焔焼成気味に暗黄橙色を呈する。釉は高台を除いて施され、釉調は光沢質で青緑灰色に発色

し、貫入が生じる。

　皿（４７）　口縁部破片で、現存高１．５㎝を計測する。鋭利な口縁端部には輪花と推定されるキザミが１

ヵ所遺存する。胎土は堅緻で灰白色を呈し、光沢質で緑白灰色に発色する釉が内外面に施される。

　合子蓋（４８）　現存高２．２㎝を計測する破片。胎土は堅緻で灰白色を呈し、光沢質で青緑灰色に発色す

る釉は下端部を除いて施される。

　中国陶器

　盤（４９）　口縁部から体部上半の破片で、口縁部上面が湾曲し先端を曲げる。現存高３．８㎝を計測す

る。Ⅰ－１′類。

　耳壺（５０）　胴部上半の破片で横耳が１個遺存し、耳の上部には横沈線が２条入る。現存高は５．４㎝を

計測する。胎土は堅緻で黒・白色粒子を含み、暗灰青色を呈し、外面には暗緑灰色の釉に濃茶色の釉が

掛け流される。胎土、釉の特徴からＢ群に属する。

　耳壺×壺（５１）　体部下半から底部が遺存し、現存高２．５㎝、底径７．６㎝を計測する。底部には判読困難

な墨書が書かれる。胎土は堅緻で黒色粒をやや多く含み、明青灰色を呈するが、底部付近の焼成は酸化

焔焼成気味で黄橙色を呈する。内面底部に茶灰色から緑灰色に発色する釉が観察される。Ｂ群。

　壺（ミニチュア）（５２）　体部から底部が遺存する資料で、現存高１．７㎝を計測し、底径１．７㎝に復原さ
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れる。胎土は砂質で堅緻だが、酸化焔焼成気味で薄い赤橙色を呈する。釉は黄緑灰色から白灰色に発色

し、内面と外面上位に施される。胎土、釉の特徴からＢ群に属する。

　瓦類

　軒平瓦（５３）　瓦当左側が遺存し、現存長５．５㎝、現存瓦当幅８．７㎝、瓦当面の厚さ４．０㎝を計測する。

内区には唐草文、上外区には鋸歯文、下外区には珠文が配置される。焼成は良好で須恵質を呈する。

　瓦玉（５４～５７）　いずれも瓦を研磨し、略円柱状に成形する。５４には瓦凸面の格子目が残り、５５・５６

には瓦凹面の布目が残る。５７は全面が顕著に研磨される。各法量は、５４は径２．２～３．０㎝、厚さ２．３㎝、重

量１６．８ｇ。５５は重量２．０～２．８㎝、厚さ１．４㎝、重量８．８ｇ。５６は径２．３～３．０㎝、厚さ２．０㎝、重量１４．８ｇ。５７

は径２．２～２．３５㎝、厚さ１．９㎝、重量９．５ｇ をそれぞれ計測する。

　土製品

　柱状土製品（５８・５９）　板状粘土を丸めて角柱状に成形し、表面をナデ仕上げする。５８は端部に向け

やや反り気味に幅・厚さを減じる。現存長１４．８㎝、最大幅・厚さは４．０×３．８㎝を計測する。胎土は砂質

で白色礫を多く含み、淡黄橙色を呈する。５９は現存長６．２㎝、最大幅・厚さは４．０×４．０㎝を計測する。

胎土は砂質で白色礫をやや多く含み、暗茶灰色を呈する。

　鞴羽口（６０）　羽口端部付近の破片。現存長４．８㎝、厚さ１．７㎝を計測する。端部付近外面は外面が発

泡し多孔質となり黒灰色を呈し、基部側は灰色を呈する。内面送風部は淡黄灰色を呈する。

　金属製品

　鉄滓（６１）　長さ５．５㎝、最大幅２．６５㎝、重量１７．２ｇ を計測する。表面には０．５～１．０㎜の円孔が多く生

じ、内部も発泡している。実測図左側の面は流動痕跡が顕著で暗灰色を呈し、同右側の面は凹凸が少な

く鉄錆化した茶色を呈する。非磁着。

　石製品

　硯（６２）　黒灰色を呈する粘板岩系の石材を素材とする。硯面は使用により凹み、墨が部分的に付着

する。現存長８．５㎝、現存幅４．２㎝、最大厚１．８㎝を計測する。

２３３ＳＤ００５灰色土出土遺物（第２６図）

　土師器

　坏ａ（６３）　口径１４．０㎝、器高２．７㎝、底径１０．２㎝に復原される。底部は糸切り離し。

　坏ａ（土師器計測表）　口径１５．６㎝、器高２．２㎝、底径１２．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（土師器計測表）　口径８．８㎝、器高１．１㎝、底径６．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　青磁

　皿（６４）　口径１０．６㎝、器高２．２㎝、底径４．４㎝に復原される。同安窯系青磁Ⅰ－２ｂ類。

２３３ＳＤ００５暗茶褐色土出土遺物（第２７図）

　土師器

　坏ａ（土師器計測表）　口径１４．４～１５．２㎝、器高２．１～３．３㎝、底径８．５～１２．０㎝を計測する。いずれも

底部は糸切り離し。Ｍ－００２・００３・００４の見込みには螺旋状の回転ナデが施される。

　坏（６５）　口縁部から底部外周の破片。現存高３．３㎝を測る。内面調整は口縁部に向けナデ上げられて

おり、手持ちでの成形が考えられる。京都系。
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　小皿ａ（土師器計測表）　口径８．６～９．４㎝、器高０．９～１．４㎝、底径６．６～７．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。Ｍ－０１１の内面には油煙が付着する。

　小皿（６６）　口縁部から底部の破片で、コースター状の器形を呈し、口径５．２㎝、器高０．９㎝、底径５．６

㎝に復原される。底部は糸切り離し。

　土師質土器

　鍋（６７・６８）　６７は口縁部から体部上半の破片。現存高は７．８㎝を計測する。歪みのある口縁部上端面

には疎らな縄の圧痕が観察される。外面には煤が付着する。Ａ類。６８も口縁部から体部上半の破片。現

存高は３．４㎝を計測する。体部は口縁に向かって内湾し、口縁下１．５㎝の部位に断面三角形の鍔を貼付す

る。鍔の下面には煤が付着する。ＣⅢ類。

　須恵質土器

　鉢（６９）　口縁部から体部下端の資料で片口部が遺存する。口径２７．２㎝、現存高１０．３㎝を計測する。

東播系であり、第Ⅱ期２段階に属する。

　白磁

　椀（７０）　Ⅷ－１類の体部下半から高台にかけての破片で、現存高２．８㎝を計測する。内面見込み釉剥

ぎ部分に茶色を呈する膜状の付着物が観察される。

　青磁

　椀（７１）　口縁から体部下端にかけての破片で、口径１２．４㎝に復原され、現存高５．２㎝を計測する。龍

泉窯系青磁Ⅰ－６ａ類。

　青白磁

　合子蓋（７２）　直径６．４㎝、器高１．７㎝に復原される。型成形により、外面に花文を打ち出す。胎土は堅

緻で黒色粒子を含み、白灰色を呈する。光沢質で青緑色に発色する釉は外面および内面天井部に施さ

れ、内面の釉は細貫入を生ずる。

　土製品

　鞴羽口（７３～７６）　いずれも送風方向は実測図上方と推定される。７３は現存長７．７㎝を計測し、送風孔

径２．７㎝、外径６．８㎝に復原される。送風孔内面には縦方向の条痕が観察され、芯棒の抜き取り跡と推察

される。胎土は白色礫を多く含み、先端部付近外面は暗灰色を呈し、基部側に向け灰白色に色相変化す

る。内面送風部は淡橙色を呈する。７４は現存長４．９㎝を計測し、送風孔径３．０㎝、外径７．０㎝に復原され

る。外面は灰色を呈し、内面送風部は淡赤橙色を呈する。７５は現存長７．６５㎝を計測し、送風孔径２．０㎝、

外径７．０㎝に復原される。外面端部側は黒灰色を呈し、基部側に向け灰白色に色相変化する。内面送風

部は橙色を呈する。７６は現存長６．６㎝を計測し、送風部径２．０㎝、外径７．０㎝に復原される。先端部付近

外面は暗灰色を呈し、基部側に向け灰白色から褐色に色相変化する。内面送風部は橙色を呈する。

　焼土塊（７７）　規模は４．６×５．２×４．１㎝を計測する。芯材の痕跡と推定される器面の滑らかな部位が１

ヵ所観察される。胎土中にはスサの痕跡を包含する。胎土は淡赤褐色から黄灰色を呈する。

　金属製品

　刀子（７８）　切先付近とみられ、現存長３．６㎝、身幅２．０㎝を計測する。刀身は平造り両刃で、錆化し褐

色を呈する。刀身は全体を木質に覆われている。

　刀（７９）　切先を欠損した刀身の一部で、現存長２３．０㎝、身幅２．６㎝、棟幅０．７㎝を計測する。刀身は平

造り両刃で、ほぼ全体を木質に覆われている。
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２３３ＳＤ００５明灰色土出土遺物（第２８図）

　白磁

　皿（８０）　明灰色土最上端面から出土した。口縁から体部上半約�を欠損している。口径８．８㎝、器高

１．７㎝、底径５．４㎝に復原される。やや青味がかる釉が内外面に施されるが、体部外面下位以下は露胎と

なる。Ⅷ－１′類。

２３３ＳＤ００５明茶色土出土遺物（第２８図）

　土師器

　坏ａ（８１～８３） いずれも底部は糸切り離し。８１は口径１４．２㎝、器高２．９㎝、底径９．９㎝。８２は口径

１４．４㎝、器高３．２㎝、底径１０．１㎝。８３は口径１４．４㎝、器高２．９㎝、底径１０．０㎝をそれぞれ計測する。

　丸底坏ａ（８４）　口縁部から体部の小片で、現存高２．９㎝を計測する。口縁部回転ナデ、体部内外面に

はナデが施され、体部外面下位には指頭痕が僅かに認められる。

　小皿ａ（８５～８８）　８５は口径８．８㎝、器高１．１㎝、底径７．２㎝で、底部は糸切り離し。８６は口径８．９㎝、器

高１．５㎝、底径７．３㎝。８７は口径８．８㎝、器高１．５㎝、底径６．８㎝。８８は口径９．９㎝、器高１．６㎝、底径７．１㎝

をそれぞれ測り、底部調整はいずれも手捏ね。

小皿ａ２（８９）　口径８．８㎝、現存高１．７㎝、底径７．０㎝を計測する。底部調整は不明。

　土製品

　土馬（９０）　土馬の頭部から胴部前半の左半身が遺存する資料で、現存長１０．６㎝、現存最大幅２．８㎝を

計測する。指頭調整で粗形を作ったのちヘラケズリにより頭部を成形し、鼻先にヘラ状工具で真一文字

のキザミを入れ口吻部を表現する。胴部下端には略円形の器面剥離が観察されるが、この部位に左前脚

が貼付されていたものと推定され、脚の貼付位置から頭を垂れる姿勢が想定される。胎土は堅緻であ

り、瓦質焼成で器面は暗青灰色を呈する。

２３３ＳＤ００５茶色土出土遺物（第２８図）

　土師器

　坏ａ（９１）　口径１５．４㎝、器高３．１㎝、底径１０．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　坏（９２）　口径１３．８㎝、器高２．７㎝、底径９．４㎝を計測する。内面は不定方向のナデで仕上げられ、体部

下半には指頭調整が観察されることから、手持ちでの成形が考えられる。京都系。

　小皿（９３）　体部が内傾しコースター状を呈する。体部は回転ナデ、底部内外面はナデ調整。口径６．２

㎝、器高１．３㎝、底径７．６㎝を計測する。

　緑釉陶器

　椀×皿（９４）　体部下端から高台の破片。現存高１．３㎝を計測し、高台径６．４㎝に復原される。底部内

面はヘラミガキ、底部外面は回転ナデののち高台貼り付け。胎土は緻密。焼成はやや酸化焔焼成気味で

部分的に薄赤橙色を呈する。光沢質で緑黄色に発色する釉は全面に施されるが、剥落が著しい。防長

系。

　石製品

　滑石製坏状製品（９５）　暗灰色を呈する滑石を素材とし、切削により成形し、底部の中心に径１．５㎝の

孔を穿つ。体部外面には煤が付着する。現存高２．８㎝、底径７．６㎝を計測する。
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２３３ＳＤ００５暗灰色粘土出土遺物（第２８・２９図）

　土師器

　坏ａ（９６）　口径１５．４㎝、器高３．１㎝、底径１０．６㎝を測る。底部は糸切り離し。内面見込みには螺旋状

のナデが施されるが、中心部は一方向のナデによって消される。

　青磁

　椀（９７）　体部下半から高台が遺存し、現存高４．７㎝を計測し、高台径６．２㎝に復原される。龍泉窯系青

磁Ⅰ－２類。

　青白磁

　椀（９８）　体部下半から高台が遺存し、現存高３．３㎝を計測し、高台径６．２㎝に復原される。高台内の削

り込みは浅く、体部は高台脇から直線的に立ち上がる。内面には片彫による略花文が施される。施釉は

内外面に及ぶが高台部は露胎。半光沢で濁化した釉は灰白色に発色し、細貫入やピンホール状の釉切れ

を生じる。胎土は堅緻であるが、焼成は酸化焔焼成気味で高台付近露体部は黄灰色を呈する。

　木製品

　火鑽臼（９９）　現存長１２．４㎝、最大幅３．１㎝、厚さ１．４㎝を計測し、針葉樹材の側端部表裏交互片側に

合計１２個の火鑽孔が遺存する。孔内は炭化し、孔形成に先行してＶ字の切り込みが入れられる。

　箸（１００）　端部を欠損する。先端を尖らすように削り、断面を略円形に仕上げる。現存長１０．４㎝を計

測する。

　扇（１０１・１０２）　檜扇の要付近と推定される針葉樹素材の薄板で、１０１は現存長４．９㎝、最大幅１．７㎝、

厚さ０．３㎝、孔径０．３㎝。１０２は現存長７．５㎝、幅１．７㎝、厚さ０．３㎝、孔径０．３㎝を測る。

　下駄の歯（１０３）　露卯下駄の歯と考えられる。形状は撥形を呈し、上部には を２ヵ所削り出す。遺

存する片側の 上面には、台との接続を強固にするため、硬木素材の楔が３回打ち込まれている。接地

部は斜めに磨滅し、花崗岩粒が木質内に食い込んでいる。接地部幅１４．７㎝、上端幅１０．１㎝、最大厚１．９

㎝、高さ６．５㎝を計測する。

　毬杖の球（１０４）　最大径４．５㎝を測る幹の上下端部を切り刻み、略球形に仕上げる。高さ４．３㎝を計測

する。摩耗等の使用痕はみられない。

　板状製品（１０５・１０６）　いずれも針葉樹素材の薄板で、１０５は長さ１０．５㎝、幅３．４㎝、厚さ０．６㎝を計測

する。下端面が摩耗している。１０６は現存長１３．９㎝、幅３．６㎝、厚さ０．４㎝を計測する。上部を圭頭状に成

形する。

　棒状製品（１０７）　断面矩形の棒状製品で端部は欠損している。現存長４４．０㎝、幅１．０㎝を計測する。

　用途不明木製品（１０８～１１０）　１０８は切削により、最大径５．９㎝、厚さ２．０㎝のソロバン玉状に成形し、

中央部付近に径１．０㎝の円孔を穿つ。１０９は厚さ２．３㎝の板材側面を階段状に切削している。下端には炭

化が観察される。現存長８．４㎝、最大幅５．２㎝を計測する。１１０は最大厚４．２㎝の材を切削により船底形に

成形する。上部には両面から切り込みを入れ 穴を穿つ。現存長１０．９㎝、最大幅５．３㎝を計測する。器

面摩耗が著しい。

２３３ＳＤ０１８暗灰褐色土出土遺物（第３０図）

　白磁

　床置物か（１）　小片であり、現存高は１．４㎝を計測する。型成形とみられ、外面には突起が欠損した

痕跡が観察される。薄い胎土は堅緻で灰色を呈し、淡緑灰色に発色する釉が外面と内面上半に施され

る。
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　染付磁器

　瓶（２）　肩部と推定される破片で、現存高３．１㎝を計測する。成形は回転ナデ。胎土は堅緻で黒色微

粒子を含み白灰色を呈する。染付は光沢質で微細な気泡が疎らに生じる透明釉の下に施されており、唐

草文風文様の外形線を黒紺色の釉で線描したのち、同質の釉で内部を塗りつぶす技法で描かれる。内面

には透明釉が施される。類例の少ない希少品である。

　土製品

　鞴羽口（３・４）　いずれも送風方向は実測図上方と推定される。３は基部付近と考えられる破片で、

現存長３．３㎝を計測する。外面は黒褐色を呈し発泡著しい。内面送風部は橙色を呈する。４は先端部と

考えられる破片で、現存長４．０㎝を計測する。先端部外面には黒灰色を呈するガラス質付着物が観察さ

れる。内面送風部は橙色を呈する。

２３３ＳＤ０４０黒褐色土出土遺物（第３０図）

　青磁

　坏×椀（１）　口縁部から体部上半の破片で、現存高１．８㎝を計測する。鋭利な口縁端部には輪花とみ

られるキザミが１ヵ所遺存する。胎土は堅緻で灰青色を呈し、焼成は良好。内外面に施される光沢質の

釉は緑灰色に発色し、貫入を生じる。越州窯系青磁Ⅰ系。　

　瓦類

　平瓦（２）　太線の斜格子目と「佐」字の下半が観察される。Ⅱ－３類。

２３３ＳＤ０７０黒褐色土出土遺物（第３１図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１０．０～１１．１㎝、器高１．９～２．３㎝、底径６．６～８．４㎝を計測する。いずれも底

部はヘラ切り離し。

　椀ｃ（１・２）　１は口径１３．２㎝、器高５．０㎝、底径７．８㎝を計測する。２は口径１１．８㎝に復原され、

器高４．６㎝、底径６．８㎝を計測する。　

　小皿ａ２（土師器計測表）　口径８．６～９．６㎝、器高１．１～１．２㎝、底径５．４～５．６㎝を計測する。底部は

ヘラ切り離し。

　甕ａ（３）　口縁部から体部の破片で、現存高１０．１㎝を計測する。外面は縦位から斜位のハケ目、内

面は器面が摩耗するが僅かにハケ目が残る。

　鉢（４～６）　いずれも口縁部から体部上半の破片で、現存高は４が７．７㎝、５は３．６㎝、６は３．８㎝を

それぞれ計測する。４・５は丸みを帯びた体部から口縁部が緩やかに屈曲する器形を有する。内外面と
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もに横ナデ調整が施され、４の外面下位および５の外面には煤が付着する。６は内傾気味の体部から口

縁部が「く」字状に屈曲する器形を有する。内外面ともに横ナデ調整が施され、煤が付着する。

　黒色土器Ｂ類

　椀ｃ（７～９）　７は口径１１．８㎝、器高４．４㎝、底径７．８㎝。８は口径１４．２㎝、器高４．５㎝、底径８．４㎝。

９は口径１５．２㎝、器高５．５㎝、底径８．８㎝にそれぞれ復原される。９の底部内面には横位の刻線状擦痕が

観察される。

　皿ｃ（１０～１２）　１０は口径１０．６㎝、器高２．１㎝、底径７．３㎝。１１は口径１０．８㎝、器高２．２㎝、底径７．０㎝。

１２は口径１０．４㎝、器高２．２㎝、底径７．３㎝にそれぞれ復原される。

　中国陶器

　小盤（１３）　体部下半から底部の小片で、現存高２．１㎝を計測する。胎土は黄灰色を呈し粗い。内面に

暗黄灰色の釉が施される。Ⅰ類。

　瓦（１４～１６）　１４・１５は平瓦、１６は丸瓦であり、いずれも凸面は格子目叩きである。１４・１５は二重斜

格子目で、１５の側縁には分割時裁断痕が観察される。いずれも正格子でⅡ－Ａ類に属する。１６は横長の

単斜格子目で、線の太さと格子の大きさにばらつきがある。側縁に分割時裁断痕が観察される。Ⅰ－Ｃ

ｂ類。

　土製品

　猿面硯（１７）　須恵質土器破片の破断面を研磨、成形し内面を使用面とする。胎土は堅緻で白色粒子

を多く含み、暗灰色を呈するが、部分的に暗赤褐色に発色する。裏面には須恵器製作時のハケ目調整が

残る。現存長７．６㎝、幅６．７㎝、厚さ１．２㎝を計測する。

　石製品

　砥石（１８）　灰色を呈する硬砂岩を素材とし、４面を使用し摩耗する。現存長７．６㎝、幅６．３㎝、最大厚

１．８㎝を計測する。

　坏形ミニチュア滑石製品（１９）　口縁部�、体部から底部�が残存し、口径３．０㎝、器高１．６㎝、底径

２．５㎝に復原される。切削による成形後に研磨され、薄く滑らかに仕上げられる。

　坏形滑石製品（２０）　体部から底部外周の破片で現存高２．６㎝を計測する。内外面に研磨が施される。

２３３ＳＤ０７７暗灰褐色土出土遺物（第３２図）

　土師器

　小皿ａ（１）　口縁部から底部外周の小片で、現存高０．９㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＤ１０５暗褐色土出土遺物（第３２図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．８～１４．２㎝、器高２．４～３．３㎝、底径７．０～１０．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０～９．２㎝、器高０．９～１．２㎝、底径６．４～７．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿（１）　口縁部から底部外周の小片で、コースター状の器形を呈し、現存高１．０㎝を計測する。底

部は糸切り離し。
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　青磁

　椀（２）　体部下半から高台部の破片で、現存高４．３㎝を計測し、底径５．２㎝に復原される。体部に片

彫蓮弁文が観察される。胎土は堅緻で焼成は良好、灰色を基本とするが、部分的に酸化焔焼成となり黄

橙灰色に発色する。龍泉窯系青磁Ⅱ－ａ類。

　瓦製品

　瓦玉（３）　黄灰色を呈する土師質の瓦を打割、研磨し略円柱状に成形する。径２．８～３．３㎝、厚さ２．１

㎝を計測する。

　金属製品

　釘（４）　鉄素材を鍛造で成形、先端が折れ曲がる。現存長７．９㎝を計測し、重量は１４．２ｇ を量る。
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　石製品

　棊子（５）　明灰色を呈する玄武岩を素材とする。全面研磨。径２．３㎝、厚さ０．８㎝を計測する。

　円盤状滑石製品（６）　外面に煤の付着する石鍋体部を転用したとみられる。円盤状に成形し、中心

部に円孔を穿つ。外周側面にはキザミが２ヵ所観察される。現存規模５．６×５．３㎝、厚さ１．３㎝を計測し、

重量は５８．５ｇ を量る。

　滑石製用途不明品（７）　形状から下面に煤が付着した石鍋の鍔部を転用したとみられ、両端部を欠

損し、転用時に体部側を研磨する。現存長６．２㎝を計測し、重量は１５．４ｇ を量る。

２３３ＳＤ１０５灰褐色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１３．０～１３．８㎝、器高２．６㎝、底径８．２～８．８㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～８．８㎝、器高１．０～１．１㎝、底径６．８～７．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

２３３ＳＤ１１５灰褐色土出土遺物（第３２図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１０．６㎝、器高１．７～２．３㎝、底径７．０～７．６㎝を計測する。底部はヘラ切り離し。

　椀ｃ（１～３）　いずれも体部下半から高台が遺存する。１は現存高３．５㎝、高台径８．０㎝。２は現存

高２．７㎝、高台径７．５㎝。３は現存高３．２㎝、高台径８．０㎝をそれぞれ計測する。

　皿（４）　口縁部から底部の破片で、口径１０．４㎝、器高１．０㎝、底径６．６㎝に復原される。底部はヘラ切

り離し。

　皿ｃ（５）　口縁部から高台部の破片で、口径１２．３㎝、器高２．２㎝、高台径７．６㎝に復原される。

　灰釉陶器

　椀（６）　口縁部から高台まで遺存し、口径１５．２㎝、器高５．６㎝、高台径７．０㎝に復原される。口縁部か

ら体部は回転ナデ。低い角高台は削り出し。胎土は堅緻であるがやや粗く砂味があり灰青色を呈し、白

色微粒子と径１～２㎜の白色礫を含む。半光沢質で細貫入を生じる釉は暗緑灰色から暗黄緑灰色に発色

し、体部内面上位から体部外面下半まで薄く不均一に施される。産地不明。

　白磁

　皿（７）　口縁部から高台まで遺存し、口径１３．６㎝、器高３．２㎝、高台径６．８㎝に復原される。胎土は堅

緻で黒色微粒子を含み、白灰色を呈する。光沢質の釉は青白色に発色し、内面から外面体部下位まで施

される。高台内に焼台痕と推定される煤が付着する。Ⅹ Ⅰ類。

　石製品

　楔状滑石製品（８）　滑石小片を切削および研磨によって楔状に成形する。表面には煤が部分的に付

着する。長さ３．４㎝、幅２．５㎝、最大厚１．７㎝を計測し、重量は１５．４ｇ を量る。

２３３ＳＤ１２０暗灰色土出土遺物（第３２図）

　土師器

　坏ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径１２．９㎝、器高３．０㎝、底径８．４㎝を計測する。底部は糸切り

離し。底部外面に「一」文字の墨書が施される。
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　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．４㎝、器高２．８㎝、底径７．４～８．２㎝を計測する。いずれも底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～９．６㎝、器高１．０～１．１㎝、底径６．５～７．８㎝を計測する。いずれも底部

は糸切り離し。Ｍ－００４の胎土には白雲母が多く含まれる。

　青磁

　椀（２）　口縁部から体部上半の小片で、現存高３．７㎝を計測する。外面に片彫蓮弁文が施される。龍

泉窯系青磁Ⅱ－ａ類。

　石製品

　棊子（３）　黒灰色を呈する片岩系の石材を素材とする。径１．４５～１．７㎝、厚さは０．７㎝を計測する。

２）井戸出土遺物

２３３ＳＥ０１０褐色土出土遺物（第３３図）

　土師器

　丸底坏ａ（１）  口縁部 、底部�弱が遺存する資料で、口径１５．０㎝、器高４．２㎝、底径５．６㎝に復原

される。調整は口縁部内外面回転ナデ、内面はナデ、体部外面下半には指頭調整痕が観察される。胎土

は白色を呈し、白雲母と小礫を少量含有する。

２３３ＳＥ０１１暗灰色土出土遺物（第３３図）

　土師器

　小皿ａ（土師器計測表）　口径１０．３㎝、器高１．４㎝、底径８．０㎝を計測する。底部はヘラ切り離し。

　黒色土器Ｂ類

　椀ｃ（１・２）　ともに口縁部を欠く資料で、１は現存高１．９㎝、高台径６．８㎝、２は現存高３．２㎝、高

台径６．４㎝を測る。体部内外面ともにミガキ、高台周囲は貼り付け後に回転ナデ調整が施される。

　土師質土器

　鉢（３）　片口部の資料で、現存高７．２㎝を計測する。手捻りによって注ぎ口を作出したのち、器面に

ナデ調整を施す。焼成は良好であり、胎土はやや粗く３㎜以下の白色粒子を多く含み、茶褐色から橙色

に発色する。

　白磁

　椀（４）　口縁部から体部が遺存し、現存高は４．１㎝を計測する。緻密で灰白色を呈する胎土には黒色

細粒子を含有し、内外面に施された光沢質の釉には細貫入が生じる。Ⅹ Ⅰ類。
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２３３ＳＥ０１５暗黄褐色土出土遺物（第３３図）

　須恵質土器

　甕（１）　口縁部から頸部の資料で、現存高３．１㎝を測る。内外面を回転ナデで仕上げる。胎土には黒

色・白色細粒子を含み、焼成は良好で還元化が進み明青灰色に発色する。産地不明。

２３３ＳＥ０２０黒褐色土出土遺物（第３４図）

　土師器

　坏ａ（１）　口径１０．８㎝、器高２．０㎝、底径７．５㎝を計測する。底部はヘラ切り離し。

　小皿ａ２（土師器計測表）　口径１１．６㎝、現存高１．３㎝、底径８．２㎝に復原される。底部はヘラ切り離し。

　黒色土器Ｂ類

　椀ｃ（２）　口縁から底部にかけて約�が残存する資料で、口径１５．６㎝、器高５．４㎝、高台径９．３㎝に

復原される。体部内外面にヘラミガキが施され、底部ヘラ切りののち、高台貼り付けに伴う回転ナデが

施される。

　緑釉陶器

　椀×皿（３）　口縁から体部上半を欠く資料で、現存高１．３㎝、高台径６．４㎝を計測する。底部は回転

糸切り後に高台貼り付け。胎土は灰色から淡橙色を呈し緻密。暗緑色から緑黄色に発色する釉は高台内

を除いて施される。近江系。

２３３ＳＥ０２０暗灰色土出土遺物（第３４図）

　土師器

　椀ｃ（４）　口縁部約�を欠くがほぼ完形の資料。口径１３．０㎝、器高５．０㎝、底径７．８㎝を計測する。口

縁部と高台内に油煙が付着する。

　緑釉陶器

　皿（５）　口縁部から体部上半の資料で、現存高１．３㎝を計測する。胎土は緻密で灰青色を呈し、白色

微粒子を含有する。光沢質で暗緑色から緑灰色に発色する釉は薄く施されており、剥離しやすい。京都

系と推定される。

　木製品

　櫛（６・７）　いずれも黒褐色を呈する硬木を素材とした挽歯式横櫛。歯の挽き出し位置は背部に平

行して比較的直線的であり、歯は密に挽き出される。６は歯を一部欠損するのみで全形を把握でき、幅

１１．３㎝、高さ３．８㎝、背の厚さは０．９㎝を計測する。７は両端を欠損し、現存幅４．７㎝、高さ３．１㎝、背の

厚さは１．１㎝を計測する。

　金属製品

　刀子（８）　鉄素材を鍛造により成形。錆化が進行し切先、刃部、中子端部が欠損している。刃部は両

刃と推定される。現存長１３．８㎝、刃部の最大幅１．７㎝、厚さ０．４㎝。中子部は最大幅１．１㎝、厚さ０．３㎝を

計測する。

２３３ＳＥ０２０暗褐色土出土遺物（第３４図）

　土師器

　坏ａ（９）　口径１１．７㎝、器高２．６㎝、底径７．８㎝に復原される。底部はヘラ切り離し。内面見込みには

同心円状の回転ナデ痕が残る。

－　５６　－
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　鉢（１０）　口縁部から体部上半の小片であり、現存高５．１㎝を計測する。口縁部内外面を横ナデ、体部

内面は斜位のナデが施される。体部外面は摩耗し調整が不明瞭であるが、口縁部直下に指頭痕跡が観察

される。胎土に角閃石を含有する。

　黒色土器Ｂ類

　椀ｃ（１１）　底部を欠損する資料で口径１３．０㎝、現存高４．４㎝に復原される。内外面にヘラミガキが施

される。

２３３ＳＥ０２５暗褐色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）口径７．８～８．９㎝、器高１．０㎝、底径５．８～６．５㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　小皿ｂ（１）約�弱が遺存する資料。口径６．６㎝、器高１．６㎝、底径４．２㎝に復原される。底部は糸切

り離し。

２３３ＳＥ０２５暗灰褐色土出土遺物（第３４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．４㎝、器高２．２～２．５㎝、底径７．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．４㎝、器高１．１㎝、底径６．４㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ｂ（遺物計測表）　口径６．６～７．０㎝、器高１．４～１．５㎝、底径４．０～５．２㎝を計測する。いずれも底部

は糸切り離し。

　須恵質土器

　鉢（２）　口縁部から体部上半の破片資料。現存高４．０㎝を計測する。器面調整は回転ナデであり、口

縁端部を内側へ屈折させる。胎土はやや粗く、焼成は堅緻で青灰色を呈する。口縁端部外面は黒灰色に

発色する。東播系であり、第Ⅲ期１段階に属する。

　青白磁

　合子蓋（３）　現存高１．３㎝を計測する。胎土は酸化焔焼成気味で淡橙色に発色し、釉には焼成不良の

ため白濁がみられる。

　椀（４）　口縁部から体部の破片であり、現存高３．０㎝を計測する。外面にはヘラ状工具による蓮弁

文、内面にはクシ状工具による縦沈線が施され、口縁端部に輪花とみられるキザミが１ヵ所遺存する。

胎土は灰白色を呈し堅緻。光沢質で薄青緑色に発色する釉は内外面に施され、細密な貫入を生ずる。

　中国陶器

　鉢（５）　口縁部の破片資料。現存高４．４㎝を計測する。内面には１単位７本以上の櫛目が施される。

胎土は白色細粒子を含有し、灰赤茶色を呈する。暗褐色に発色する釉は口縁端部内側から外面にかけて

施される。Ⅱ－１ａ類。

　土製品

　円盤状加工土器片（６）　暗橙色を呈する土師器片を転用、研磨し円盤状に成形した資料であり、直

径２．４㎝、厚さ１．０㎝を計測する。

　鞴羽口（７）　先端部の破片資料であり、黒灰色、黄白色を呈する残滓が送風口に付着する。胎土は

外面が灰白色、内面は淡橙色に発色する。現存長６．９㎝、送風部径８．０㎝、外径１０．８㎝に復原される。

 

－　５８　－



　金属製品

　銭貨（第５０図１）　開元通寶（唐、６２１年初鋳）。法量は「銭貨計測表」に掲載した。

　釘（８）　鉄素材を鍛造により成形する。両端部が欠損し、現存長５．３㎝、重量３．７ｇ を計測する。

２３３ＳＥ０２５褐灰色土出土遺物（第３４図）

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０㎝、器高０．８～１．０㎝、底径６．０～６．４㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　瓦質土器

　火鉢（９）　口縁部の破片であり、現存高３．５㎝を計測する。摩耗のため外面の器面調整は不明瞭であ

るが、外面から縦方向の押圧を加えている。内面には疎らなミガキが施される。ＢⅢ類。

２３３ＳＥ０３５黒褐色土出土遺物（第３５図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．０～１３．６㎝、器高２．３～２．８㎝、底径５．８～８．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～１１．０㎝、器高０．８～１．２㎝、底径６．４～９．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　須恵質土器

　鉢（１）　現存高４．３㎝を計測する口縁部破片。外面回転ナデ、内面不定方向のナデが施される。胎土

は堅緻で、外面は灰褐色を呈するが、内面は酸化焔焼成のため赤褐色に発色する。東播系であり、第Ⅱ

期２段階に属する。

　白磁

　皿（２）　器高２．２㎝を計測する。全面施釉後に底部の釉を削り取る。胎土は精良で灰白色を呈し、釉

は半光沢質。Ⅷ－１′類。

　青白磁

　合子蓋（３）　約�遺存し、径７．０㎝、器高１．７㎝に復原される。型成形により上面に鶴の意匠、側面

に花文を打ち出す。胎土は精良で灰白色を呈し、明緑灰色に発色する。

　合子身（４）　小片で現存高１．７㎝を計測する。焼成不良で、胎土は灰白色を呈し、釉は明緑灰色に発

色する。

　土製品

　円柱状土製品（５）　径３．５㎝、器高４．０㎝を計測する。表面はナデ調整されるが、下端面は特に平滑

に仕上げられる。胎土は粗く白色・黒色粒子・礫を多量に含む。焼成は良好で淡黄色に発色する。製品

に付属する獣脚と推定される。

　土錘（６）　一端を欠損し、現存長２．４㎝、最大径０．９㎝、孔径０．３５㎝、重量２．５ｇ を計測する。胎土は

やや粗く白色粒子を少量含む。焼成は良好で褐色から赤褐色に発色する。

２３３ＳＥ０３５黒灰色土出土遺物（第３５図）

　土師器

　鍋（７）　口縁部から体部上半の破片で、現存高は２．７㎝を測る。内湾する体部外面には鍔を貼付しナ
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デ調整される。胎土は白色粒子小礫を含み、焼成は良好で灰褐色から灰黄色を呈する。外面には煤が付

着する。ＣⅢｂ類。

　青磁

　坏（８）　口縁から体部上半の破片で、口径１１．０㎝に復原され、現存高２．５㎝を計測する。龍泉窯系青

磁Ⅲ－３類。
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　皿（９）　口縁から底部の破片で、口径１０．８㎝、器高２．１㎝、底径５．０㎝に復原される。底部に墨跡が

観察できる。同安窯系青磁Ⅰ－２ｂ類。

　青白磁

　水注（１０）　注ぎ口の破片で、現存高２．６㎝を計測する。胎土は堅緻で黒色細粒子を含む。焼成は良

好。光沢質の釉は外面に施され、薄い青白色に発色する。

２３３ＳＥ０３５暗褐色出土遺物（第３５図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．４㎝、現存高２．４～２．６㎝、底径７．８～８．４㎝を計測する。いずれも底部は

糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．６～９．０㎝、器高０．８～１．４㎝、底径５．８～７．８㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　中国陶器

　皿（１１）　口縁部から体部の破片で、現存高１．７㎝を測る。胎土は緻密で薄い赤橙色を呈し、暗褐色に

発色する釉は内外面に施される。胎土特徴と釉調からＢ群と考えられる。

　土製品

　柱状土製品（１２）　幅３．８×４．６㎝、現存長３．６㎝を測る。器面は瓦質焼成で暗灰色を呈する。

　金属製品

　銭貨（第５０図２）　皇宋通寶（北宋、１０３８年初鋳）。法量は「銭貨計測表」に掲載した。

　石製品

　滑石製用途不明品（１３）　石鍋を転用したものとみられ、口縁部破片の破断面を平滑に研磨する。現

存規模５．８×１１．２㎝、厚さ２．５㎝、重量１９０ｇ を計測する。表面には煤が付着する。

２３３ＳＥ０３５黄褐色土出土遺物（第３５図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．４～１２．８㎝、器高２．４～２．６㎝、底径７．２～８．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径９．０㎝、器高０．９～１．０㎝、底径６．８～７．２㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　青磁

　坏（１４）　体部下位から高台にかけての破片で、現存高２．８㎝を計測する。龍泉窯系青磁Ⅲ－３ｂ類。

　金属製品

　金鎚（１５）　金鎚の頭であり、鉄素材を鍛造によって片尖りの形態に成形する。全長は１２．９㎝、最大

幅３．８㎝を計測し、重量は４００ｇ を量る。主要敲打面は径２．８㎝を測る円形を呈し、片面は１．５×０．９㎝を

測る長方形を呈す。両面とも使用によってめくれているが、特に円形敲打面は著しく、打面が鉛直方向

に対して傾いている。上面観は舟形を呈し、重心位置に２．０㎝角の方孔を設ける。方孔内には柄の木質

が遺存し、鉄素材の楔が２個打ち込まれる。
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２３３ＳＥ０４５黒灰色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．８～９．０㎝、器高０．９～１．０㎝、底径５．８～６．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

２３３ＳＥ０４５黄灰色砂出土遺物（第３６図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．４～１３．１㎝、器高２．９㎝、底径８．０～９．４㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～８．７㎝、器高１．１～１．４㎝、底径６．８～７．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　金属製品

　用途不明金具（１）　コの字状に遺存する銅素材の鋳造品であり、断面形は半円形を呈する。幅２．６

㎝、現存高０．６㎝を計測し、重量は２．４ｇ を量る。

２３３ＳＥ０４５暗褐色土出土遺物（第３６図）

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径９．０～９．６㎝、器高１．３～１．８㎝、底径６．６～６．８㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　青白磁

　合子身（２）　口縁から底部まで残存する資料。口径８．２㎝、器高１．９㎝、底径８．２㎝に復原される。胎

土は堅緻。薄い青灰色から青白色に発色する釉は光沢質であるが、失透気味で貫入が入る。

　中国陶器

　盤（３）　口縁部から体部にかけての破片で、現存高は５．５㎝を測る。口縁部はにぶい玉縁状。胎土は

やや粘質で黄橙色を呈する。灰黄褐色に発色する釉を口縁部内外面に施す。Ⅰ－２′類。

　鉢（４）　口縁部から体部にかけての破片で、現存高５．５㎝を計測する。胎土は粗く暗赤橙色を呈し、

薄い緑黄色に発色する釉を口縁部内外面に施す。Ⅰ－２ｂ類。

　耳壺×壺（５）　体部下半から底部にかけて遺存する。現存高７．８㎝、底径８．０㎝を計測する。体部外

面から底部にかけては回転ヘラケズリ、内面は回転ナデ、底部脇には指頭痕が観察される。胎土特徴と
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釉調からＢ群と判断される。

　土製品

　土錘（６）　一端を欠損し、現存長３．４㎝、最大径１．０㎝、孔径０．２㎝、重量３．５ｇ を計測する。胎土は

緻密で黒色細粒子、白雲母、小礫を含む。焼成は良好で薄い黄橙色に発色する。

２３３ＳＥ０４５暗灰色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１５．６㎝、器高２．３㎝、底径１０．６㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＥ０４５茶色土出土遺物（第３６図）

　青磁

　椀（７）　体部から高台が遺存し、現存高３．４㎝を計測し、高台径４．０㎝に復原される。外面に鎬蓮弁

文が観察される。龍泉窯系青磁Ⅲ－２類。

２３３ＳＥ０５０暗褐色土出土遺物（第３７図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１３．４㎝、器高２．４㎝、底径９．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　瓦質土器

　鉢（１）　口縁部から体部上半の破片で片口が遺存する。現存高７．９㎝を計測する。器面は指頭調整後

ハケ目、横ナデで片口を作出する。焼成は良好で灰白色を呈する。ＡⅡ類。

　金属製品

　釘（２）　鉄素材を鍛造により成形。頭部と先端部を欠損し、現存長６．６㎝、重量４．３ｇ を計測する。

２３３ＳＥ０５０褐色砂出土遺物（第３７図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．６㎝、器高２．９㎝、底径８．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．４㎝、器高１．５㎝、底径４．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　瓦質土器

　鉢（３）　口縁部から体部上半の破片で、現存高３．３㎝を計測する。口縁部横ナデ、体部はハケ目調

整。ＡⅡｃ類。

　石製品

　すり臼（４）　茶臼下臼と考えられ、灰色を呈する砂岩系素材を成形する。臼面から側面にかけて一

部欠けているがほぼ完形。円筒形臼部の外側を同心円に受皿が巡り底部が高台状となる形状を呈し、外

面は丁寧に研磨仕上げされて滑らかであるが、底面は粗仕上げで凹凸が目立つ。平坦な臼面には断面Ｕ

字状の目が外周まで刻まれ、８分画１０溝を基本とするが、１区画のみ９溝になっており変則的である。

中心付近に同心円状の擦痕が残る。中心部を貫通する軸孔は、臼面から３．６㎝下位で段差を持ち、底面

側軸孔は臼面側より小径化、且つ偏芯する。軸孔段差上には黒色を呈すタール状物質が付着する。また

臼面から約３．８㎝下位の外側面には細密な条線が１条巡り、その空隙にも軸孔段差に付着するものと同

質の黒色タール物質が観察される。この条線を境にして上下で石材構成物の粒度に差違がみられ、臼面

から側面上位にかけて生じるひび割れが条線部分で断絶している。このような現象から本資料は、軸孔

－　６３　－



－　６４　－

２３３ＳＥ０５０暗褐色土�

２３３ＳＥ０５０褐色砂�

１�

３�

２�

４�

（１～３ －１／３、４ －１／４）�

第３７図　２３３ＳＥ０５０遺物実測図（１／３・１／４）



段差と側面条線を結ぶラインで上下に分かれる可能性があり、個別に粗加工された部材を製作の過程で

合体したか、あるいは使用時に破断したため補修を施したものと考えられ、付着する黒色タール状物質

は接着剤と推定される。臼面径２４．５㎝、受皿径４０．２㎝、底径３０．１㎝、軸孔径は臼面側３．９㎝、底面側２．５

㎝、高さ１２．０㎝を計測し、重量は２０．１㎏を量る。表面には欠損面も含め茶色を呈す酸化被膜が付着す

る。

２３３ＳＥ０５０黄褐色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０㎝、器高０．８㎝、底径６．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＥ０６０暗褐色土出土遺物（第３８図）

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径９．８㎝、器高０．９㎝、底径７．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　瓦器

　椀ｃ（１）　体部下半から高台にかけての破片で、現存高２．３㎝を計測する。体部外面には指頭調整痕

が残る。内面調整は摩耗著しく不明瞭。焼成は良好で暗灰色から明灰色を呈する。

　瓦質土器

　鉢（２）　口縁部から体部上半の破片で、現存高３．８㎝を計測する。口縁部は横ナデ、外面口縁部直下

にはナデと指頭調整が施される。体部内面にはケズリ調整が施される。焼成は良好で灰白色から暗灰黒

色を呈する。未分類資料。

　中国陶器

　鉢（３）　口縁部から体部上半の破片。現存高６．２㎝を測る。胎土は白色粒子をやや多く含み、暗赤褐

色に発色する。Ⅰ－１ｂ類。

　土製品

　焼土塊（４）　規模は４．２×４．０×３．３㎝を計測する。壁面と推定される、赤橙色に発色する平坦面が１

面観察される。胎土中にはスサの痕跡を多量に包含する。焼成はやや軟質で暗黄橙色に発色する。
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２３３ＳＥ０８０暗褐色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．０～１３．６㎝、器高２．５～２．７㎝、底径８．０～９．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．６～９．０㎝、器高０．８～１．３㎝、底径６．６～７．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

２３３ＳＥ０８０灰褐色土出土遺物（第３８図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１４．２㎝、器高２．６㎝、底径９．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．４～８．６㎝、器高０．９～１．１㎝、底径５．２～６．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　須恵質土器

　鉢（１）　口縁部から体部に破片で、現存高７．９㎝を測る。器面は回転ナデで仕上げられる。胎土は堅

緻で黒色微粒子を含む。焼成は良好で灰青色に発色する。篠窯系。

３）掘立柱建物出土遺物

２３３ＳＢ１４０暗褐色土出土遺物（第３９図）

　土師器

　皿ｃ（１）　柱穴ｃから出土。口縁部から高台が遺存する。口径１２．３㎝、器高２．２㎝を計測し、高台径

７．６㎝に復原される。

　甕ａ×鉢（２）　柱穴ｂから出土。口縁部

から体部上半の小片で、現存高５．０㎝を計測

する。口縁部内外面を横ナデ、体部外面にハ

ケ目を施し、口縁部直下に指頭調整が残る。

体部内面はヘラケズリが施される。外面には

煤が付着する。

４）土坑出土遺物

２３３ＳＫ０１４暗褐色土出土遺物（第４０図）

　土師器

　坏ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径１３．２㎝、器高２．１㎝、底径８．４㎝に復原される。底部は糸

切り離し後に一部ケズリが施される。
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２３３ＳＫ０３７暗褐色土出土遺物（第４０図）

　土師器

　坏ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径１３．６㎝、器高２．６㎝、底径９．６㎝に復原される。底部は糸

切り離しで、体部外面下端に焼成前に生じた擦痕が観察される。

　小皿ａ（２～４）　いずれも底部は糸切り離し。２は�遺存し、口径９．６㎝、器高１．２㎝、底径７．６㎝に

復原される。３・４は口縁部から底部まで遺存する小片で、いずれも器高０．８㎝を計測する。

２３３ＳＫ０５５暗褐色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１４．６㎝、器高２．４～３．０㎝、底径７．０～１０．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０～９．０㎝、器高０．８～１．６㎝、底径５．８～７．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

２３３ＳＫ０５５褐灰色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径９．０㎝、器高１．０㎝、底径７．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＫ０５５褐色土出土遺物（第４１・４２）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１４．５㎝、器高２．２～３．２㎝、底径７．３～１１．７㎝を計測する。Ｍ－０３２・

０４２の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。Ｍ－０２３・０２７・０３６の内面には油煙が付着する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０～９．７㎝、器高０．８～１．４㎝、底径５．６～８．６㎝を計測する。Ｍ－０５９・

０６４・１２１の見込みには螺旋状の回転ナデが残る。いずれも底部は糸切り離し。

　瓦器

　椀ｃ（１）　口縁部から高台が遺存し、口径１４．３㎝、器高５．３㎝、高台径５．５㎝に復原される。内面か

ら外面上半にかけては回転ナデで、内面にこてあて痕が観察される。外面体部下位から底部は回転ヘラ

ケズリ、高台周辺は貼付にともなう回転ナデが施され、体部外面下位には指頭調整痕が観察される。胎

土は堅緻で、焼成は良好。器面色相は口縁部内側から体部外面上半は黒灰色、以外は明灰色に発色する。

　瓦質土器

　火鉢（２）　口縁部から体部上半の破片で、現存高４．５㎝を計測する。器面は回転ナデ。口縁部は内側

へ肥厚させる。胎土は堅緻。焼成は良好であるがやや酸化焔焼成気味で、器面色相は口縁端部から外面

は黒灰色、内面は暗橙色に発色する。未分類資料。

　白磁

　皿（３・４）　いずれもⅨ－１ａ類。口縁部から底部が遺存し、３は口径９．８㎝、器高１．９㎝、底径５．８

㎝を計測する。口縁部内側には油煙が付着する。４は口径９．６㎝、器高１．７㎝、底径６．２㎝に復原される。

　中国陶器

　盤（５）　口縁部から体部上半の破片で、内外面に光沢質の緑釉を施す。現存高は４．２㎝を計測する。

Ⅰ－２類。
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　瓦製品

　瓦玉（６～１９）　いずれも瓦片を打割、研磨して成形する。器形は略円柱状を呈するものから、全面

が顕著に研磨され偏球状を呈するものがある。６・７には瓦凸面の格子目が残り、８・９・１６・１７には

瓦凹面の布目が残る。各法量は、６は径２．３～２．９㎝、厚さ２．２㎝、重量２１．０ｇ。７は径２．５５㎝、厚さ

１．５５㎝、重量１４．８ｇ。８は径３．０５～３．１㎝、厚さ２．０㎝、重量２２．６ｇ。９は径２．８～２．９㎝、厚さ１．８㎝、重

量１６．６ｇ。１０は径３．２～３．６㎝、厚さ２．３５㎝、重量２９．６ｇ。１１は径２．３～２．７㎝、厚さ２．３㎝、重量１６．６ｇ。１２

は径２．３～２．５㎝、厚さ１．６㎝、重量８．６ｇ。１３は径２．７～２．７５㎝、厚さ１．３㎝、重量１１．２ｇ。１４は径２．３～２．５

㎝、厚さ１．９㎝、重量１４．６ｇ。１５は径２．２～２．５㎝、厚さ２．０㎝、重量１３．２ｇ。１６は径２．２～２．３㎝、厚さ２．３

㎝、重量１３．４ｇ。１７は径２．６～２．８㎝、厚さ１．８５㎝、重量１３．８ｇ。１８は径２．１～２．３㎝、厚さ２．０㎝、重量９．７

ｇ。１９は径２．２～２．６㎝、厚さ２．０㎝、重量１１．０ｇをそれぞれ計測する。

　土製品

　おはじき（２０）　暗橙色を呈する土師器片を研磨し、円盤状に成形する。径１．７～１．８５㎝、厚さ０．６㎝

を計測し、重量２．２ｇ を量る。

　金属製品

　銭貨（第５０図３・４）　３は皇宋通寶（北宋、１０３８年初鋳）。４は大観通寶（北宋、１１０７年初鋳）。そ

れぞれ法量は「銭貨計測表」に掲載した。

　釘（２１・２２）　いずれも鉄素材を鍛造して成形する。２１は両端部を欠損し、現存長４．３㎝、重量６．７ｇ。

２２は先端部を欠損し、現存長３．７㎝、重量１．２ｇ をそれぞれ計測する。

　石製品

　棊子（２３～８０）　黒灰色基調の片岩を素材とする。２３～７６は偏平な円形状を呈し、径０．８～１．４㎝、厚

さ０．７５㎝を計測する。７７・７８は球状を呈し、径０．９～１．２㎝を計測する。７９は偏平な方形状を呈し、石材

中には灰白色の斑晶がみられる。長さ１．２～１．５㎝、厚さ０．７㎝を計測する。８０は偏平な棒状形で、色相

は緑灰色を呈する。長さ２．５㎝、厚さ０．３５㎝を計測する。

　砥石（８１～８３）８１は黄白色を呈す細粒砂岩を素材とし、長方形を呈し、一端を欠損する。４面を使用

し顕著な擦痕が残り、下端面は自然面あるいは１次成形面と推定される。現存長９．７㎝、最大幅３．６㎝を

計測する。８２は黒灰色を呈する粘板岩を素材とし、側面を使用し、顕著な擦痕が観察される。表裏面は

剥離する。現存長１２．２５㎝、現存幅７．９㎝、最大厚１．７㎝を測る。８３は灰白色を呈する砂岩を素材とし、

円筒形状を呈する。長さ５．３㎝、最大厚２．０㎝を計測し、重量は２４．４ｇ を量る。表面には、研磨による半截

円錐状の凹みが側面に多数形成され、下端には自然面が残る。

　滑石製用途不明品（８４～８６）　８４は断面台形を呈し、中央部に半円状の切り込みを入れる。表面には

煤が付着する。全長４．３㎝、幅１．３５㎝、厚さ０．９㎝を計測し、重量は７．５ｇ を量る。８５・８６は石鍋を転用

したものとみられる。８５は石鍋口縁部破片の破断面を平滑に研磨する。現存幅１５．７㎝、現存高９．５５㎝、

厚さ２．６㎝を計測し、重量は５４０ｇ を量る。８６は底部付近の破片に鋸状の工具で切削を加える。現存幅

１９．５５㎝、現存高２．３㎝を計測し、重量は２２５ｇ を量る。

　ガラス製品

　小玉（８７・８８）　鮮やかな青色に発色するガラスを素材とし、巻き上げ技法によって成形する。素材

は光沢質で不透明。８７は径０．３㎝、厚さ０．３㎝、孔径０．１５㎝。８８は径０．３㎝、厚さ０．２㎝、孔径０．２㎝をそ

れぞれ計測する。
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第４１図　２３３ＳＫ０５５遺物実測図１（１／２・１／３）



２３３ＳＫ０５５黄褐色土出土遺物（第４３図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．５～１３．８㎝、器高２．０～３．２㎝、底径７．０～９．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。Ｒ－０２７は体部が直立気味に高く立ち上がる器形を有し、口径１１．３～１１．６㎝、器高３．５

㎝、底径７．６～９．６㎝を計測する。底部は糸切り離し。Ｒ－０２７、Ｍ－０１０・０３３・０４４の見込みには螺旋状

の回転ナデが残る。Ｍ－００１の内面には油煙が付着する。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．６～９．６㎝、器高０．８～１．５㎝、底径５．４～８．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。Ｍ－０６１・１０８・１１２・１３６・１３８・１５５・１５８・１７１・２０８・２１４の見込みには螺旋状の回転

ナデが残る。Ｍ－０５４・０６１・１０６・１１０の内面およびＭ－２３９の内外面には油煙が付着し、Ｍ－２０９の内面

には籾殻圧痕が観察される。

　土師質土器

　鍋（８９）　口縁部から底部外周が遺存する。口径２８．０㎝、現存高１０．７㎝、底径２２．４㎝に復原される。

口縁部内外面横ナデ。体部外面は指頭調整ののち、縦位のハケ目と横ナデ調整が施され、体部下端の屈

曲部にはヘラケズリが加わる。体部内面には横位のハケ目ののち、横ナデ調整が施される。口縁端部か

ら外面にかけて煤が付着する。ＤⅠａ類に属すが、直線的な体部など、より金属製品を意識したものと

思われる。

　白磁

　椀（９０）　口縁部から高台まで遺存する。口径１５．０㎝、器高６．９㎝、高台径５．１㎝に復原される。やや

青味がかる釉が高台脇まで施され、高台内には偶発的に釉が付着するⅨ－２ａ類。

　皿（９１・９２）　口縁から底部まで遺存する。９１は口径９．７㎝、器高１．６㎝、底径６．３㎝でⅨ－１ａ類。９２

は口径１１．６㎝、器高２．４㎝、底径７．２㎝でⅨ－１ｂ類。

　青白磁

　小皿（９３）　口縁部から高台まで遺存する。口径６．６㎝、器高１．２㎝、高台径２．４㎝に復元される。型成

形であり、内面に花文を打ち出す。胎土は堅緻で黒色微粒子を含み、明灰色を呈する。焼成は良好であ

るが、高台部外面は橙黄色に発色する。半光沢質で微細な気泡を生ずる釉は明青灰色に発色し、内面か

ら高台外面まで施される。

　中国陶器

　盤（９４）　口縁部から体部上半の破片で、現存高４．９㎝を計測する。Ⅰ－２類。

　瓦類

　瓦玉（９５～９９）　いずれも瓦片を打割、研磨し成形する。９８・９９は酸化焔焼成で土師質。他は須恵質

である。器形は略円柱状を呈するものから、全面が顕著に研磨され偏球状を呈するものがある。９５・９７

には瓦凹面の布目が微かに残る。各法量は、９５は径２．３～２．６㎝、厚さ２．２㎝、重量１４．６ｇ。９６は径２．４～

２．６㎝、厚さ２．０㎝、重量１４．４ｇ。９７は径２．９～３．０㎝、厚さ１．８㎝、重量１７．６ｇ。９８は径２．８～３．０、厚さ１．９

㎝、重量１９．８ｇ。９９は径２．７～２．９㎝、厚さ１．９㎝、重量１０．２ｇをそれぞれ計測する。

　金属製品

　銭貨（第５０図５）　紹定通寶（南宋、１２２８年初鋳）。背文は「四」。法量は「銭貨計測表」に掲載した。

　釘（１００～１０２）　鉄素材を鍛造により成形。１００は基部側を欠損し、中膨らみの形態を持つ。現存長

８．２㎝、重量１８．０ｇ を計測する。１０１も基部側を欠損し、木質部に覆われている。現存長６．３㎝、重量４．５ｇ

を計測する。１０２は先端側を欠損し、現存長２．５㎝、重量１．０ｇ を計測する。
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　石製品

　棊子（１０３～１１０）　黒灰色基調の片岩を素材とする。１０３～１０８は偏平な円形状を呈し、径１．１～１．６㎝、

厚さ０．５～０．６㎝を計測する。１０９・１１０は偏平な楕円形を呈し、色相は灰色から灰褐色を呈する。長さ

２．２～３．８㎝、厚さ０．３～０．６㎝を計測する。

　砥石（１１１）　黒灰色を呈する粘板岩を素材とし、２面が使用され、摩耗する。現存長５．０㎝、最大幅

６．４㎝、厚さ１．７㎝を計測する。

２３３ＳＫ０７５暗褐色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１３．０㎝、器高２．６～３．０㎝、底径８．０～８．４㎝を計測する。いずれも底部は糸

切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．８～８．０㎝、器高０．９～１．１㎝、底径５．６～６．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。
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第４３図　２３３ＳＫ０５５遺物実測図３（１／２・１／３）



２３３ＳＫ０７５褐色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２㎝、器高１．２㎝、底径５．８㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＫ０８８暗灰褐色土出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．３～１３．９㎝、器高２．４～３．４㎝、底径８．０～９．３㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　大坏ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径２５．０㎝、器高３．６㎝、底径１８．８㎝に復原される。口縁部

から体部内外面は回転ナデ、内底面は不定方向のナデが施される。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）口径８．６～９．０㎝、器高１．２～１．４㎝、底径６．２～７．２㎝を計測する。いずれも底部

は糸切り離し。

　瓦質土器

　鉢（２）　口縁部から体部上半の破片。現存高３．５㎝を計測し、内外面にナデが施される。ＡⅠ類。
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２３３ＳＫ０８８暗灰色土出土遺物

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１３．３㎝、器高２．６～２．９㎝、底径８．４～９．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～９．２㎝、器高１．１～１．９㎝、底径６．８～７．５㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

２３３ＳＫ０９５黒褐色土①出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．０～１２．８㎝、器高２．１～２．９㎝、底径７．２～８．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．８～８．２㎝、器高１．２～１．４㎝、底径５．８～６．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　青白磁

　椀か（１）　体部の破片で、現存高２．５㎝を計測する。内型成形によって草花文を打ち出す。薄い胎土

は堅緻で白灰色を呈する。光沢質の釉は内外面に施され、白青灰色に発色する。

　金属製品

　釘（２）　鉄素材を鍛造により成形。頭部と先端部を欠損し、現存長４．６㎝を計測し、重量は２．２ｇ を

量る。

２３３ＳＫ０９５黄灰色土出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．２㎝、器高２．５㎝、底径８．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．８～８．２㎝、器高１．２～１．５㎝、底径５．２～６．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　須恵質土器

　鉢（３）　口縁部から体部上半の破片で、現存高３．４㎝を計測する。体部内面は酸化焔焼成気味で赤橙

色に発色する。東播系であり、第Ⅱ期２段階に属する。

　石製品

　砥石（４）　長方形を呈し一端を欠損する。現存長１３．２㎝、最大幅４．０㎝、厚さ１．３㎝を計測する。桂

質泥岩と考えられる石材は淡黄褐色を呈する。

２３３ＳＫ０９５黒褐色土②出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１２．８㎝、器高２．３～３．０㎝、底径７．２～８．８㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．４～９．６㎝、器高１．０～１．４㎝、底径５．６～７．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　須恵質土器

　鉢（５）　口縁部から体部上半の破片で、現存高３．２㎝を計測する。焼成は良好とみられ、胎土は還元
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化しているがやや軟質。東播系であり、第Ⅱ期２段階に属する。

　青白磁

　皿（６）　口縁部から体部上半の破片で、現存高１．６㎝を計測する。型成形で内面に文様を打ち出す。

胎土は堅緻で黒色微粒子をやや多く含み白灰色に発色する。光沢質の釉は青白色に発色し内外面に施さ

れるが、口縁部は露胎となる。ごく薄い製品である。

２３３ＳＫ０９５黒褐色土③出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１４．８㎝、器高２．５～３．２㎝、底径７．０～１０．０㎝を計測する。底部は糸切

り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．７～８．８㎝、器高０．９～１．４㎝、底径５．６～７．２㎝を計測する。底部糸切り

離し。

　瓦質土器

　鉢（７）　片口が遺存する口縁部から体部上半の破片。現存高５．３㎝を計測する。胎土はやや粗く白色

微粒子を多く含む。内外面は横ナデ調整。焼成は良好で口縁部外面から体部内面にかけては還元化し黒

灰色、体部外面は灰白色を呈する。口縁端部は肉厚とならない形態を有する。

　金属製品

　銭貨（第５０図６）　皇宋通寶（北宋、１０３８年初鋳）。法量は「銭貨計測表」に掲載した。

２３３ＳＫ１１０黒褐色土出土遺物（第４４図）

　土師器

　坏ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径１３．０㎝、器高２．３㎝、底径８．０㎝に復原される。口縁部か

ら体部内外面は回転ナデ、内面見込み中央部には螺旋状のナデが施される。内面には斑点状の油じみが

付着する。底部は糸切り離し。

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．０～１３．０㎝、器高２．４～２．９㎝、底径７．５～８．５㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．６～８．８㎝、器高１．０～１．５㎝、底径５．６～６．５㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　白磁

　椀（２）　口縁部から体部上半が遺存し、口径１５．２㎝に復原され、現存高３．０㎝を計測する。Ⅸ類。

　青磁

　椀（３）　体部下半から高台が遺存し、現存高２．５㎝、高台径４．５㎝を計測する。体部外面に鎬蓮弁文

が観察される。龍泉窯系青磁Ⅲ－２類。
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５）その他の遺構出土遺物

ａ）たまり状遺構

２３３ＳＸ００１暗褐色土出土遺物（第４５図）

　中国陶器

　盤（１）　口縁部から底部外周が遺存する小片で、現存高９．０㎝を計測する。盤Ⅰ－２類。

　土製品

　玉状土製品（２）　表面に一部剥離がみられるがほぼ完形である。ナデにより球形に成形する。径２．４

～２．６㎝を計測し、重量は１４．２ｇ を量る。

２３３ＳＸ０１２黒褐色土出土遺物（第４５図）

　土師器

　坏ａ（１・２）　１は口径１４．５㎝、器高２．８㎝、底径１０．３㎝。２は口径１４．６㎝、器高２．７㎝、底径１１．１

㎝をそれぞれ計測する。いずれも底部は糸切り離し。１の内面見込みには螺旋状の条線を伴う回転ナデ

が施される。

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．２～１４．４㎝、器高２．２～３．２㎝、底径６．８～１０．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　坏×椀（３）　体部下端から底部の破片で、現存高１．５㎝を計測する。底径は３．１㎝に復原される。体

部内外面は回転ナデ、底部は中実の円盤高台状に仕上げる。底部は回転糸切り離し。焼成は良好で薄い

茶灰色を呈する。搬入品か。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．６～９．０㎝、器高０．９～１．４㎝、底径５．６～７．０㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　土師質土器

　鍋（４）　口縁部から体部上半の破片で、現存高５．４㎝を計測する。直立する体部の外面に鍔を貼付す

る。口縁部から鍔下端までナデ調整が施され、以下は縦位のハケ目が施される。内面は横位から斜位の

ハケ目調整ののち、指頭調整が施される。胎土は白色粒子・小礫を多く含む。焼成は良好で、茶褐色を

呈する。外面鍔部以下に煤が付着する。ＣⅠｂ類。

　火鉢（５）　口縁部から体部上半および底部が遺存し、口径２０．０㎝、器高２０．５㎝、底径１４．０㎝に復原

される。器形は口径・底径比の小さい逆台形状を呈し、ナデ調整で成形される。口縁内側には逆Ｌ字状

に突帯を巡らす。口縁より約３．７㎝下位の体部内面には断面矩形の棒状粘土を貼り付けて桟としており、

遺存部位と器面剥離痕のあり方から、３本が平行して貼付されていたものと推定される。体部中位には

窓と考えられる切り欠きが観察される。胎土は粗く白色礫を多量に含んでおり、焼成は良好で外面は赤

橙色、内面は黄橙色を呈する。

　白磁

　壺×水注（６～８）　いずれも壺あるいは水注Ⅲ類系の耳。現存高は１．９～２．０㎝を計測する。胎土は

堅緻で、灰色を呈し光沢質の釉は暗緑灰色から緑青色に発色する。

　合子蓋（９）　小片で、現存高１．９㎝を計測する。酸化焔焼成のため、胎土は淡橙色を呈し軟質。外面

に施された釉は黄褐色に発色する。

　青磁

　盤（１０）　体部下端から高台が遺存し、現存高２．５㎝を計測し、高台径１０．０㎝に復原される。見込みに

は双魚文が貼付される。龍泉窯系青磁Ⅲ類系。
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第４５図　２３３ＳＸ００１・０１２遺物実測図（１／３）



　青白磁

　皿（１１）　口縁部から体部下半が遺存し、口径６．６㎝に復原され、現存高１．０㎝を計測する。内型によ

り花文と推定される文様を打ち出す。胎土は堅緻で白灰色を呈し、光沢質で青白色を呈する釉は内外面

に薄く施され、微細な発泡が生じる。

　金属製品

　釘（１２）　鉄素材を鍛造で成形する。先端部を欠損し、現存長４．４㎝を計測し、重量は２．２ｇ を量る。

　石製品

　硯（１３）　暗赤褐色を呈する粘板岩を素材として、切削により成形。裏面は層状に剥離する。現存長

３．９㎝、現存幅２．６㎝、最大厚は０．８㎝を計測する。遺存部位から方形硯と類推される。

　砥石（１４）　褐色を呈する細粒砂岩を素材とし、４面を使用する。現存長４．８㎝、現存幅４．２㎝、厚さ

１．５㎝を計測する。

　円柱状滑石製品（１５・１６）　いずれも滑石を切削により円柱状に成形する。１５は径１．４㎝、高さ２．７㎝

を計測し、重量は１０．６ｇ を量る。１６は径１．３㎝、高さ２．９㎝を計測し、重量は８．７ｇ を量る。上面から側面

上位に黒色を呈すタール状付着物が観察される。

２３３ＳＸ０３６黒灰黄色土出土遺物（第４６図）

　土師器

　坏ａ（１・２）　いずれも口縁部から底部が遺存する。１は口径１５．６㎝、器高３．２㎝、底径１０．６㎝を計

測する。内面見込みには一定方向のナデが施されるが、一部螺旋状ナデが残る。２は口径１２．２㎝、器高

３．２㎝、底径８．４㎝を計測する。いずれも底部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．０㎝、器高０．９～１．２㎝、底径６．２㎝を計測する。いずれも底部は糸切り

離し。

２３３ＳＸ０３６黒褐色土出土遺物（第４６・４７図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１２．０～１６．２㎝、器高２．２～３．４㎝、底径７．６～１０．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．４～９．６㎝、器高０．８～１．５㎝、底径５．４～８．４㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ｂ（遺物計測表）　口径６．６㎝、器高１．７㎝、底径５．０㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　土師質土器

　鉢（３）　口縁部から体部上半の小片で、現存高６．９㎝を計測する。口縁部横ナデ、体部外面は縦位の

ハケ目で、指頭調整痕が残る。体部内面は横位のハケ目調整が施される。胎土は白色礫を多く含む。

　須恵質土器

　鉢（４～６）　いずれも口縁部から体部上半の破片。４・５は東播系第Ⅲ期１段階の製品と考えられ、

４は現存高６．３㎝を計測し、体部内面に摩耗がみられる。５は現存高３．７㎝を計測する。６は現存高６．３

㎝を計測し、口縁部外面から体部内面上位を回転ナデ。体部外面外は指頭調整ののち、弱い回転ナデ。

体部内面下位は斜位のナデののち、擂り目であろうか３条の浅い沈線が斜位に施される。胎土は堅緻で

白色粒子を少量含み、焼成は良好で灰色に発色する。産地不明。

　甕（７）　体部下半から底部の破片で、現存高５．４㎝を計測する。体部外面は回転ナデ、内面はナデ調
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整が施される。胎土は堅緻で白色粒子を多く含み、焼成不良で淡黄橙色に発色する。

　瓦質土器

　火鉢（８）　口縁部から体部上半の破片で、現存高５．５㎝を測る。口縁部上面横ナデ、体部外面ナデ、

内面はケズリ調整が施される。ＢⅠａ類。

　白磁

　皿（９・１０）　９は口径９．４㎝、器高２．６㎝、底径６．２㎝に復原される。Ⅸ－１ｂ類。１０は口径９．８㎝、

器高１．７㎝、底径５．８㎝に復原される。Ⅸ－１ａ類。

　青磁

　小椀（１１）　口縁部から高台が遺存し、口径９．２㎝、器高５．４㎝、高台径３．２㎝を計測する。口縁部から

体部を襞状に捻り、上面観が花弁状の意匠とする。胎土は堅緻で灰白色を呈し、明緑灰色に発色する釉
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を内外面に厚く施したのち、高台周辺の釉を掻き取る。露胎部は淡橙色に発色する。胎土、釉調は龍泉

窯系青磁Ⅲ類の特徴を有する。未分類。

　香炉（１２）　口縁部から体部の破片。現存高４．２㎝を計測する。体部外面には片彫蓮弁文を刻み、蓮弁

内に縦の櫛目を施す。内面は回転ヘラケズリ。黒色微粒子を少量含む胎土は堅緻で灰色を呈し、微細な

空隙を生じる。緑灰色に発色する釉は口縁内面から外面にかけて厚く施される。内面露胎部には煤が付

着する。胎土、釉調は龍泉窯系青磁Ⅲ類の特徴を有する。未分類。

　壺×椀（１３）　体部と推定される小片で、現存高１．６㎝を計測する。胎土は堅緻で黒色微粒子含み、灰

色を呈する。外面には宝相華唐草文が白色土で背地象嵌される。半光沢質で緑灰色に発色する釉は内外

面に施され、細貫入を生じる。象嵌高麗青磁。

　青白磁

　椀（１４）　口縁部から体部が遺存する小片で、現存高３．０㎝を計測する。型成形で口縁端部に輪花を刻

み、内面上位に４弁からなる花文、その下位に如意頭と推定される文様が打ち出される。胎土は堅緻で

黒色微粒子を少量含み、乳白色を呈する。青白色に発色する釉は内外面に薄く施され、外面にはピンホ

ール状の微小な釉切れが生じる。

　中国陶器

　耳壺（１５）　口縁部から体部上半が遺存し、口径１０．２㎝に復原され、現存高６．１㎝を計測する。横形の

耳が１ヵ所遺存し、外面上位には沈線が２条施される。胎土は堅緻で黒色および白色微粒子を含み、灰
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色に呈し、釉は灰白色に発色する。口縁部内傾面に目跡が２ヵ所残る。Ⅵ類。

　土製品

　焼土塊（１６）　規模は５．９×５．０×３．７㎝を計測する。芯材の痕跡と推定される器面の滑らかな部位が１

ヵ所観察される。胎土は軟質で角閃石とスサ痕を含み、黒灰色から灰色を呈する。

　金属製品

　銭貨（第５０図７）　元豊通寶（北宋、１０７８年初鋳）。法量は「銭貨計測表」に掲載した。

　釘（１７～２６）　いずれも鉄素材を鍛造して成形。いずれも先端部を欠損する。各法量は、１７は現存長

１５．８㎝、重量３１．４ｇ。１８は現存長１０．０㎝、重量１１．２ｇ。１９は現存長８．１㎝、重量１．９ｇ。２０は現存長７．２

㎝、重量８．０ｇ。２１は現存長７．５㎝、重量１４．２ｇ。２２は現存長４．１㎝、重量３．５ｇ。２３は現存長５．１㎝、重量

３．２ｇ。２４は現存長４．７㎝、重量４．０ｇ。２５は現存長５．８㎝、重量３．５ｇ。２６は現存長５．７㎝、重量５．６ｇをそれ

ぞれ計測する。

　石製品

　砥石（２７）　暗灰色を呈する硬砂岩を素材とし、３面を使用する。表面には条線状の太い擦痕が顕著

に残る。

　石 （２８）　巡方。閃緑岩を素材とする。色相は白色基調で黒灰色の斑晶がみられる。裏面には２個

１対の装着孔がランダムに４ヵ所穿たれ、うち１つの孔内には留め金具と推定される緑青を生じた管状

の金属片が観察される。縦３．７㎝、横３．９㎝、厚さは０．７㎝を計測する。

２３３ＳＸ０９０黒褐色土出土遺物（第４８図）

　土師器

　坏ａ（遺物計測表）　口径１１．８～１２．４㎝、器高２．４～２．７㎝、底径８．０～８．８㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．２～８．６㎝、器高１．０～１．３㎝、底径６．０～７．２㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

　白磁

　皿（１）　体部下半から底部が遺存し、現存高３．０㎝を計測し、底径６．０㎝に復原される。外面体部下

半から底部にかけては施釉されない。Ⅸ－２類。

　青磁

　椀（２）　口縁部から体部が遺存し、口径１３．０㎝に復原され、現存高は４．２㎝を計測する。外面に鎬蓮

弁文が施される。龍泉窯系青磁Ⅲ－２類。

２３３ＳＸ１２６暗褐色土出土遺物（第４８図）

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径８．６㎝、器高１．１㎝、底径６．６㎝を計測する。底部は糸切り離し。

　青磁

　皿（１）　口縁部から体部の小片で、現存高１．７㎝を計測する。酸化焔焼成気味で胎土は暗橙色を呈す

る。同安窯系青磁Ⅰ類。

　ガラス製品

　小玉（２）　鮮やかな青色に発色するガラスを素材とし、巻き上げ技法によって成形する。ガラスは

光沢質で不透明。径０．４５㎝、厚さ０．３㎝、孔径０．１㎝を計測する。
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ｂ）小　穴

２３３ＳＸ０２８暗褐色土出土遺物（第４８図）

　土師器

　坏ａ（１）　口縁部から底部外周が遺存し、現存高２．５㎝を計測する。底部は糸切り離し。

２３３ＳＸ０３０暗灰色土出土遺物（第４８図）

　青磁

　坏（１）　体部が遺存し、現存高２．３㎝を計測する。体部外面には鎬蓮弁文が施される。龍泉窯系青磁

Ⅲ－４類。

２３３ＳＸ０９３黒褐色土出土遺物

　土師器

　小皿ａ（遺物計測表）　口径７．０～８．６㎝、器高１．１～１．３㎝、底径５．０～６．６㎝を計測する。いずれも底

部は糸切り離し。

ｃ）不明遺構

２３３ＳＸ１１７暗褐色土出土遺物（第４８図）

　土師器

　丸椀ａ（１）　口縁部から底部が遺存し、口径１２．２㎝、器高４．１㎝、底径８．９㎝を計測する。底部はヘ

ラ切り離し。

６）その他の遺物（第４９図）

　石製品

　石斧（１）　灰白色を呈する黒色粒子を含む玄武岩製

の磨製石斧であり、基部側を欠損する。表面は風化し粉

味を帯びる。玄武岩製であることから弥生時代の所産と

考えられるが、断面が偏平で薄い傾向にあることから、

縄文系の可能性も考えられる。幅５．９㎝、現存長４．８㎝、

最大厚３．２㎝を測る。２３３ＳＤ００５暗茶褐色土から出土。 
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銭貨計測表

径・厚さの単位：㎝　重量：ｇ

備考重量厚さ左右内径左右外径天地内径天地外径銭名遺構名番号

１．９０．０９～０．１１２．０　　２．４＋α２．０２．３＋α開元通寶２３３ＳＥ０２５暗灰褐色１

２．００．０９１．８　　２．３＋α１．９２．３　　皇宋通寶２３３ＳＥ０３５暗褐色土２

１．４０．１１～０．１３１．４＋α１．９＋α２．０２．４　　皇宋通寶２３３ＳＫ０５５褐色土３

３．００．１４～０．１７２．２　　２．４５　　２．２２．４５　　大観通寶２３３ＳＫ０５５褐色土４

背文「四」２．００．０８～０．１２２．０　　２．２＋α２．０２．３　　紹定通寶２３３ＳＫ０５５黄褐色土５

１．４０．１１～０．１３２．０　　２．４　　２．０２．４　　皇宋通寶２３３ＳＫ０９５黒褐色土③６

２．８０．１１１．８　　２．４　　１．８２．４　　元豊通寶２３３ＳＸ０３６黒褐色土７



Ⅶ　小　　結

　今回の大宰府条坊跡第２３３次調査により、五条地区に新たな調査事例を追加することができたことは

大きな成果であった。調査では、２面の遺構面と整地層が確認され、第Ⅰ面からは溝７条、掘立柱建物

１棟、柵列１列、井戸１２基、土坑１９基、たまり状遺構、小穴群などが検出された。また、第Ⅱ面からは

溝３条、掘立柱建物２棟、柵列１列、土坑３基、たまり状遺構、小穴群などが発見された。

　以下、第Ⅰ面および第Ⅱ面で検出された主な遺構を取り上げ、現時点で考えられる幾つかの点を整理

しておきたい。

　はじめに、調査区内の全体的な様相について述べることにする。調査区内では、表土（盛土・耕作土）

直下の様相が場所によって異なることが確認された。調査区の中央から南側では、褐色土で形成された

整地層が存在するが、北側と南西隅では地山が露出し、整地層が削平された可能性が考えられる。調査

では便宜的に第Ⅰ面・第Ⅱ面として調査を実施しているが、第Ⅰ面の北側から検出された井戸（２３３ＳＥ

０１０・０１１・０２０）と第Ⅱ面から検出された掘立柱建物（２３３ＳＢ１４０）は、いずれも１１世紀前後（大宰府Ⅹ

期）から１２世紀中頃の間には形成されていたと考えられ、第Ⅰ面の北側地山層と第Ⅱ面は同一面の可能

性が高いと判断される。また、褐色土整地層には律令的な食器相を示す遺物なども看取されたが、底部

処理に糸切り離し技法を用いた土師器の供膳具が含まれていたことから整地層形成時の定点と考えた。

さらに整地層を切り込む最も古い遺構が１２世紀中頃の溝（２３３ＳＤ０７７）であることから、整地層形成の下

限は１２世紀中頃と推測される。

　つぎに主だった遺構について、南北溝より見ていきたい。南北溝（２３３ＳＤ００５）は幅１．８～３．５ｍを測り、

検出位置・遺構形状・覆土の堆積状況などから推測して、昭和４９年度に九州歴史資料館によって調査が

実施された大宰府史跡第３３次補足調査時発見の溝（ＳＤ６００）と同一と判断された。最終的な埋没時期は、

１３世紀中頃～１４世紀前半（大宰府Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅹ期）と推測される。この南北溝と直交する形で検出された東

西溝（２３３ＳＤ０７０）は、埋没時期が１１世紀後半から１２世紀前半（大宰府Ⅹ Ⅱ～Ⅹ Ⅲ期）と考えられ、両者

の間に時間差が存在するものの、その方向性や規模ならびに配置状況から、平安時代後期から中世にか

けての当地区における土地区割の一つの基準線になっていたものと考えられる。方位については、南北

溝（２３３ＳＤ００５）はＮ－６°－Ｅを測り、東西溝（２３３ＳＤ０１８・０４０・０７０・１０５・１２０）はＮ－７７～８７°－Ｗ

とやや数値にばらつきがあるものの、平均ではＮ－８１°－Ｗを指針し、南北溝と東西溝はほぼ直交関係に

あるといえよう。

　井戸は、１２基のうち井戸枠が残存していたものが８基を数え、石組は３基（２３３ＳＥ００３・２３３ＳＥ０１１・

０１５）、木枠組は５基（２３３ＳＥ０２０・０２５・０３５・０４５・０５０）となる。石組の２３３ＳＥ０１１は１１世紀前後（大宰

府Ⅹ期）、同様に２３３ＳＥ０１５は１３世紀前後から前半（大宰府Ⅹ Ⅵ～Ⅹ Ⅶ期）の埋没と考えられる。また、

２３３ＳＥ０１５では、周囲を取り囲むように小穴９穴（２３３ＳＸ０２８）が検出され、上屋施設を構成した柱穴群

と推測した。なお、２３３ＳＥ００３は大半が調査区外にかかることから不明瞭であるが、遺存状況より判断し

て石組井戸として取り扱った。一方、木枠組の井戸は、方形木枠組が１基（２３３ＳＥ０２０）、円筒形結物組

が４基（２３３ＳＥ０２５・０３５・０４５・０５０）となる。最古の木枠井戸は、縦板組隅柱横桟組構造の２３３ＳＥ０２０

で、１１世紀前後（大宰府Ⅹ期）頃の埋没と判断される。また、結物組４基（２３３ＳＥ０２５・０３５・０４５・０５０）

の埋没時期は１３世紀前後から１４世紀後半（大宰府Ⅹ Ⅵ～Ⅹ Ⅹ期）と推測され、中世段階では結物組が一般

化しており、本地域に通有なあり方として追認することとなった。なお、結物は下端の部材の長さが不

ぞろいで板底のはめ込み痕跡がなくなったことから、木桶の転用ではなく、井戸専用の枠であったと考

えられる。
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　井戸の深度では、底面が砂礫層で止まったものと、黄褐色粘土層（風化花崗岩）まで到達したものに

分けられる。前者は６基（２３３ＳＥ０１０・０１１・０１５・０６０・０６４・０８０）を数え、底面標高は３４．９～３５．８ｍを

測り、主に調査区の北側に分布する。後者は５基（２３３ＳＥ０２０・０２５・０３５・０４５・０５０）を数え、底面標高

は３３．１～３４．６ｍを測り、調査区の中央付近に集中する。いずれの井戸も調査時には顕著な湧水は認めら

れず、後世の環境変化による水位の低下が原因と考えられる。

　掘立柱建物は、側柱建物２棟（２３３ＳＢ１３０・１３５）と、床束ないし間仕切りの可能性を有する建物（２３３

ＳＢ１４０）１棟の計３棟である。前者の２棟は東西棟（２３３ＳＢ１３０・１３５）で、主軸方位はＮ－８２°－ＷとＮ

－８９°－Ｗ、後者は南北棟（２３３ＳＢ１４０）で、Ｎ－１６°－Ｅを指針する。

　柵列（２３３ＳＡ１２５・１５５）は２列あり、両者の明確な埋没時期は判然としないが、前者の２３３ＳＡ１２５は

南北溝（２３３ＳＤ００５）と約１０．５ｍ（３５小尺）の間隔で並行関係にあり、両者の関連性が推測される。主軸

方位は前者の南北柵列（２３３ＳＡ１２５）がＮ－７°－Ｗ、後者の東西柵列（２３３ＳＡ１５５）がＮ－８７°－Ｗを指

針する。

　土坑は２２基が検出されているが、特に２３３ＳＫ０５５およびＳＫ０９５からは土師器の供膳具を中心とした遺

物の多量廃棄がみられ、五条地区における中世都市的な様相が本地点においても把握された。埋没時期

は２３３ＳＫ０５５が１３世紀前後から１４世紀初頭（大宰府 Ⅹ Ⅶ～ Ⅹ Ⅸ期）、２３３ＳＫ０９５が１３世紀後半（大宰府 Ⅹ Ⅷ期）

以降と推測される。

　最後に、今回特記される事項としては、正方位を基準とする条坊プランとは異なる７度前後東偏また

はそれと直交する平安時代後期から中世にかけての溝、建物、柵列を検出したことが挙げられる。

　本地点北東近隣の大宰府条坊跡第１５６・１５８次調査では、従来の条坊プランを下敷きに、中世の街区割

がなされたと指摘される遺構（１５６ＳＤ０６５、１５８ＳＤ００１）が検出されており（井上２００２）、五条地区内に

は、条坊の遺制を踏襲した正方位地割りに加え、新たな基準による斜行地割りが成立しているとみられ

る。この斜行地割りに関連する事象としては、大宰府条坊域北東の想定郭外から天満宮安楽寺に至る範

囲で、平安時代後期の１２世紀代に、北に対し東に６度ほど傾く土地区割りが想定されており（井上・山

村２００６）、これと近似する地割りが、想定郭内にあたる本地点の同時期あるいは先行する１１世紀後半から

１２世紀前半段階の遺構（２３３ＳＤ０７０）に認められた点は、重要な問題提議と考えられる。今後、周辺の調

査資料蓄積を通して、本地域における斜行地割りの始原の時期や意味、分布範囲の把握、および条坊制

との関わりなどの究明が課題となろう。
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地区番号時　期遺構間切合（古→新）埋積土状況（古→新）備　考種　別遺構番号Ｓ－番号

Ｌ１～Ｍ２Ｆ期５～７・９・１１・１６・２４・２６→１暗褐色土たまり２３３ＳＸ００１１
Ｍ１・２９→２暗灰色土４穴攪乱２
Ｌ・Ｍ３１２世紀中頃～１７→３褐色土→暗褐色土石組？井戸？２３３ＳＥ００３３
Ｍ１５→４暗灰色土１穴攪乱４

Ａ２～Ｎ０１３世紀中頃～１４
世紀前半

６０・６４→５→４・１２・２７・３６・３７・５５・
８９・９２～９４・９６

灰色土→黄灰色土→暗灰褐色土→
暗褐色土　暗茶褐色土→暗灰褐色
土→暗褐色土　暗灰色土→暗灰褐
色土→暗褐色土　暗灰色粘土・暗
灰色粘土②→茶色土→明茶色土→
灰色砂→明灰色土

溝２３３ＳＤ００５５

Ｍ２１２世紀中頃～１→６暗褐色土→暗灰褐色土土坑？２３３ＳＫ００６６
Ｌ１１２世紀中頃～７→１灰褐色土２穴小穴群７
Ｌ０５→８暗褐色土１穴小穴８
Ｍ２９→１・２灰褐色土１穴小穴９

Ｋ・Ｌ２・３Ⅹ～Ⅹ Ⅲ期１７→１０灰褐色土→褐色土→黒褐色土→暗
灰褐色土

井戸２３３ＳＥ０１０１０

Ｌ２Ⅹ期１６・２４・２６→１１→１暗灰褐色土→暗褐色土→暗灰色土石組井戸２３３ＳＥ０１１１１
Ｉ～Ｋ１・２Ｆ期５・１６・１８・２７・３３・３４・４１・４２・６０→１２褐色土→黒褐色土→暗褐色土・褐

白色土
たまり２３３ＳＸ０１２１２

Ｋ３Ｅ期～１３→１４暗褐色土たまり１３
Ｋ２・３Ⅹ Ⅷ期１３・１６・１８→１４暗褐色土土坑２３３ＳＫ０１４１４
Ｊ３１３世紀後～１４世

紀前
暗茶色土→褐色土→暗黄褐色土→
灰色砂→茶色土→暗黄褐色土→褐
色土→暗褐色土

石組井戸２３３ＳＥ０１５１５

Ｋ・Ｌ１・２Ｆ期５・１８・２６・３４→１６→１・１１・１２・１４暗褐色土たまり１６
Ｌ３３・１０→１７暗褐色土１穴小穴１７

Ｊ・Ｋ２～４Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期３３・３４→１８→１２・１４暗灰褐色土溝２３３ＳＤ０１８１８
Ｉ・Ｊ３～５近世～２９・３０・９７→１９暗褐色土たまり１９
Ｈ・Ｉ３・４Ⅹ期４０→２０暗褐色土→暗灰色土→黒褐色土井戸２３３ＳＥ０２０２０
Ｊ３・４暗灰褐色土３穴小穴群２１
Ｎ０暗茶色土１穴小穴２２
Ｍ０暗灰色土２穴攪乱２３
Ｌ・Ｍ２２４→１１→１暗灰褐色土１穴小穴２４
Ｈ・Ｉ２・３Ⅹ Ⅹ期～３３・４０→２５褐灰色土→暗黄褐色土→灰色土→

暗灰褐色土→暗褐色土→黒灰色土
→黒褐色土

井戸２３３ＳＥ０２５２５

Ｌ２１２世紀中頃以前２６→１６→１１→１暗灰色土１穴小穴２６
Ｊ１１２世紀中頃～５→１２→２７暗灰褐色土１穴小穴２７
Ｊ２・３１２世紀中頃～３３→２８暗褐色土９穴（Ｓ－１５の上屋施設の可能

性有り）
小穴群２３３ＳＸ０２８２８

Ｉ５２９→１９暗灰褐色土１穴小穴２９
Ｉ４・５Ｆ期３０→１９・３１暗褐色土→灰褐色土→暗灰色土３穴小穴群２３３ＳＸ０３０３０
Ｉ５平安時代後期～３０→３１黒褐色土１穴小穴３１
Ｉ５平安時代前期～暗灰褐色土３穴（１穴はＳ－１２５に変更）小穴群３２

Ｉ・Ｊ２・３平安時代前期
（Ⅶ～Ⅷ期）

３３→１２・１８・２５・２８・６０暗褐色土たまり３３

Ｊ・Ｋ２１２世紀中頃～３４→１８→１６→１２暗黄褐色土たまり３４
Ｇ・Ｈ３・４Ｆ期１０１→３５黄褐色土→暗褐色土→黒灰色土→

暗灰色土→黒褐色土
井戸２３３ＳＥ０３５３５

Ｄ・Ｅ１・２Ⅹ Ⅸ～Ⅹ Ⅹ期５→５５→３７→３６黒褐色土→黒灰黄色土たまり２３３ＳＸ０３６３６
Ｆ１・２１３世紀後～１４世

紀前？
５→３７→３６暗褐色土土坑２３３ＳＫ０３７３７

Ｈ４・５暗褐色土４穴小穴群３８
Ｅ５１２９→３９暗黄褐色土重機のツメ跡有り攪乱３９
Ｈ２～５平安時代後期４０→２０・２５黒褐色土溝２３３ＳＤ０４０４０
Ｊ２平安時代前期？～４１→１２暗褐色土土坑２３３ＳＫ０４１４１
Ｊ１４２→１２暗黄褐色土１穴小穴４２
Ｋ０Ｅ期４４→４３暗灰褐色土１穴小穴４３
Ｋ０明治時代～４４→４３暗褐色土１穴小穴４４

Ｇ・Ｈ４・５Ｆ期灰色土→茶色土→暗灰色土→暗褐
色土→黄灰色土→黒灰色土→黒褐
色土

井戸２３３ＳＥ０４５４５

Ｈ０１２世紀中頃～６４→４６暗茶褐色土土坑２３３ＳＫ０４６４６
Ｇ５・６暗灰褐色土１穴小穴４７
Ｆ・Ｇ４～６平安時代中期～暗褐色土７穴（２穴はＳ－１２５に変更）小穴群４８
Ｇ２平安時代後期～茶色土土坑２３３ＳＫ０４９４９

Ｆ・Ｇ２・３Ｆ期～黄褐色土→暗灰褐色土→褐色砂→
暗灰褐色土→暗褐色土

井戸２３３ＳＥ０５０５０

Ｆ４５８→５１暗灰褐色土２穴小穴群５１
Ｆ３・４Ｆ期～５２→５３黒褐色土３穴小穴群５２
Ｆ３・４５２・２０５→５３暗褐色土２穴小穴群５３

大宰府条坊跡第２３３次調査　遺構番号台帳（１）



－　８９　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　遺構番号台帳（２）
地区番号時　期遺構間切合（古→新）埋積土状況（古→新）備　考種　別遺構番号Ｓ－番号

Ｆ５・６暗褐色土２穴小穴群５４
Ｅ２Ｆ期～５→５５→３６黄褐色土→褐色土→黒褐色土→明

褐色土→褐灰色土→黒褐色土→褐
灰色土→暗褐色土

暗褐色土は土層断面図になし土坑２３３ＳＫ０５５５５

Ｆ２黒褐色土１穴小穴５６
Ｄ・Ｅ５・６１２世紀中頃～暗褐色土６穴（１穴はＳ－１３０に変更、２

穴はＳ－１２５に変更）
小穴群５７

Ｅ・Ｆ４・５５８→５１暗灰褐色土３穴小穴群５８
Ｄ・Ｅ５暗褐色土４穴（１穴はＳ－１３０に変更）小穴群５９
Ｉ１・２１２世紀中頃～３３→６０→５→１２灰色土→暗褐色土井戸枠無し井戸２３３ＳＥ０６０６０
Ｄ４暗灰褐色土２穴小穴群６１
Ｈ１暗褐色土土坑２３３ＳＫ０６２６２

Ｇ・Ｈ０・１１２世紀中頃～黒褐色土２穴小穴群６３
Ｈ・Ｉ０・１Ｄ期６４→５・４６茶色土→暗青灰色土→暗褐色土井戸枠無し井戸２３３ＳＥ０６４６４
Ｆ３～６褐色土６穴（１穴はＳ－１２５に変更、３

穴はＳ－１３０に変更）
小穴群６５

Ｇ・Ｈ０・１暗褐色土土坑２３３ＳＫ０６６６６
Ｇ１暗茶褐色土１穴小穴６７

Ｆ・Ｇ０・１暗灰褐色土１２穴小穴群６８
Ｇ０灰褐色土２穴小穴群６９

Ｂ４～Ｃ８Ｃ期～１１５→７０→９５・１００・１０５・１１８・１２０・
１２３・１２６・１３３・１６２・１６６

灰褐色土→暗褐色土→黒褐色土溝２３３ＳＤ０７０７０

Ｅ・Ｆ０・１７２→７１暗褐色土６穴小穴群７１
Ｅ０・１７２→７１黒褐色土１穴小穴７２
Ｄ・Ｅ０暗灰褐色土２穴小穴群７３
Ｄ０７７→７６→７４暗褐色土１穴小穴７４

Ａ・Ｂ１・２Ⅹ Ⅶ期７５→８８・８９暗灰色土→褐色土→黒褐色土→暗
褐色土

土坑２３３ＳＫ０７５７５

Ｄ０７７→７６→７４灰褐色土１穴小穴７６
Ｃ１～Ｄ０１２世紀中頃～７７→７６→７４暗灰褐色土溝２３３ＳＤ０７７７７
Ｄ０暗褐色土１穴小穴７８
Ｄ１１２世紀中頃～８１→７９暗黄褐色土１穴小穴７９
Ａ・Ｂ６Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅷ期１１５→７０・１３４→８０暗灰褐色土→灰褐色土→暗褐色土

→黒褐色土→暗褐色土
井戸２３３ＳＥ０８０８０

Ｄ１８１→７９暗褐色土１穴小穴８１
Ｃ１１２世紀中頃～８３→８２暗褐色土１穴小穴８２
Ｄ１８３→８２暗灰褐色土１穴小穴８３
Ｃ０灰褐色土１穴小穴８４
Ｆ３２０５→８５暗褐色土１穴小穴８５
Ｂ・Ｃ０１２世紀中頃～黒褐色土５穴小穴群８６
Ｂ０灰褐色土１穴小穴８７
Ａ１Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅷ期７５・９４→８８暗灰色土→暗灰褐色土土坑２３３ＳＫ０８８８８
Ｂ１１２世紀中頃～５・７５・９４→８９黒褐色土５穴小穴群８９
Ａ４Ｆ期～２２２→９０灰色土→黒褐色土→暗灰色土たまり２３３ＳＸ０９０９０
Ｅ４平安時代前期？～暗褐色土１穴小穴９１
Ｂ１平安時代前期～５→９２暗黄褐色土１穴小穴９２
Ｂ１・２Ⅹ Ⅶ～Ⅹ Ⅸ期５→９３黒褐色土６穴小穴群２３３ＳＸ０９３９３
Ａ・Ｂ１１２世紀中頃～５→９４→８８・８９暗褐色土たまり９４
Ａ・Ｂ５Ⅹ Ⅷ期～７０・１０５・１１５・１２０・１６４→９５→１１０・

１６２
灰褐色土→黒褐色土③→黒褐色土
②→黄灰色土→黒褐色土①

黄灰色土は土層断面図になし土坑２３３ＳＫ０９５９５

Ｂ２１２世紀中頃～５→９６茶褐色土１穴小穴９６
Ｉ３１２世紀前～９７→１９暗褐色土３穴小穴群９７
Ｉ３・４１２世紀中頃～暗褐色土３穴小穴群９８
Ｅ４平安時代前期？～２３１→９９黒褐色土１穴小穴９９
Ｂ４１００→１０５暗灰色砂土坑２３３ＳＫ１００１００
Ｇ４１２世紀中頃～１０１→３５茶褐色土土坑２３３ＳＫ１０１１０１
Ｅ５暗灰褐色土１穴小穴１０２
Ｇ６Ｄ期～暗褐色土→褐色土土坑？２３３ＳＫ１０３１０３
Ｄ８平安時代中期～暗褐色土→褐色土土坑？１０４
Ｂ４・５Ｅ期～７０・１００・１２０・２２１→１０５→９５・１４９灰褐色土→暗褐色土溝２３３ＳＤ１０５１０５
Ｂ２Ｄ期～暗褐色土３穴小穴群１０６
Ｃ・Ｄ６平安時代中期～１２１→１０７褐色土７穴小穴群１０７
Ｄ８１１９→１０８褐色土３穴小穴群１０８
Ｄ７褐色土３穴小穴群１０９
Ａ４・５Ⅹ Ⅸ～Ⅹ Ⅹ期９５・２２１・２２２→１１０灰色土→黒褐色土→暗灰色土土坑２３３ＳＫ１１０１１０
Ｃ・Ｄ７平安時代中期～褐色土３穴小穴群１１１
Ｃ８平安時代前期～黒褐色土３穴小穴群１１２



－　９０　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　遺構番号台帳（３）
地区番号時　期遺構間切合（古→新）埋積土状況（古→新）備　考種　別遺構番号Ｓ－番号

Ｃ７平安時代前期～暗褐色土４穴小穴群１１３
Ｄ７平安時代中期～暗褐色土１穴小穴１１４
Ｂ５～８Ｂ期１１５→７０・８０・１２７・１３４灰白色土→灰褐色土溝？２３３ＳＤ１１５１１５
Ｄ８１１９→１１６褐色土１穴小穴１１６
Ａ８Ⅹ期暗褐色土不明２３３ＳＸ１１７１１７
Ｃ８１２世紀中頃～７０→１１８黒褐色土たまり１１８
Ｄ８１１９→１０８・１１６暗褐色土１穴小穴１１９
Ｂ４・５Ｅ期７０→１２０→９５・１０５・１６２暗灰色土溝？２３３ＳＤ１２０１２０
Ｄ６１２１→１０７暗茶褐色土１穴小穴１２１
Ｂ８暗褐色土１穴小穴１２２
Ｂ７１２世紀中頃～７０→１２３褐色土１穴小穴１２３
Ｃ６・７Ｄ期～暗褐色土３穴小穴群１２４
Ｉ５～Ｃ６５７→１２５→１２６暗灰褐色土・暗褐色土・褐色土９穴（Ｓ－３２の１穴、Ｓ－４８の２

穴、Ｓ－５７の２穴、Ｓ－６５ｅ、Ｓ－１３３
の２穴、Ｓ－１８２はＳ－１２５に変更）

柵列２３３ＳＡ１２５１２５

Ｂ～Ｄ６Ⅹ Ⅶ期１２５・１３３→１２６暗褐色土たまり２３３ＳＸ１２６１２６
Ｂ７平安時代中期～１１５→１２７黒褐色土６穴小穴群１２７
Ａ７１２世紀中頃～黒褐色土２穴小穴群１２８
Ｅ５１２９→３９褐色土１穴小穴１２９

Ｄ～Ｆ４～６２３１→１３０暗褐色土・褐色土・暗赤褐色土Ｓ－５７の１穴、Ｓ－５９の１穴、Ｓ－
６５ｂ・ｄ・ｆ、Ｓ－１３２の１穴、Ｓ－１８１
はＳ－１３０に変更

建物址２３３ＳＢ１３０１３０

Ａ・Ｂ６・７Ｄ期～１３４・１３６→１３１黒褐色土たまり１３１
Ｅ３・４平安時代前期～暗赤褐色土２穴（１穴はＳ－１３０に変更）小穴群１３２
Ｃ・Ｄ６平安時代中期～１３３→１２６暗褐色土５穴（２穴はＳ－１２５に変更）小穴群１３３
Ｂ６・７Ｄ期～１１５・１３７→１３４→８０・１３１灰褐色土たまり１３４
Ｄ・Ｅ５・６暗褐色土第Ⅱ面建物址２３３ＳＢ１３５１３５
Ａ・Ｂ７１３６→１３１暗褐色土１穴小穴１３６
Ｂ７１３７→１３４暗褐色土２穴小穴群１３７
Ｂ４１２世紀中頃～暗褐色土３穴小穴群１３８
Ｂ３１２世紀中頃～１４８→１３９灰褐色土土坑？２３３ＳＫ１３９１３９

Ｅ～Ｇ３・４Ⅹ期１４０→３５・５０・２０７暗灰褐色土→暗褐色土第Ⅱ面建物址２３３ＳＢ１４０１４０
Ｂ４平安時代中期～灰褐色土１穴小穴１４１
Ｂ３褐色土３穴小穴群１４２
Ｂ２灰黄色土１穴小穴１４３
Ｂ３１２世紀中頃～１４６→１４４灰褐色土３穴小穴群１４４
Ａ３１２世紀中頃～１５８・１５９→１４５暗茶色土→暗灰褐色土→暗褐色土たまり１４５
Ａ・Ｂ３１２世紀中頃～１６１→１４６→１４４暗灰色土４穴小穴群１４６
Ｂ３灰褐色土１穴小穴１４７
Ｂ３１４８→１３９暗褐色土１穴小穴１４８
Ａ４１２世紀中頃～１０５→１４９褐色土１穴小穴１４９
Ｅ３・４１８５・２２６→１５０暗褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群１５０
Ｂ４暗褐色土２穴小穴群１５１
Ｄ４暗褐色土２穴小穴群１５２
Ｂ４暗褐色土３穴小穴群１５３
Ｂ３１２世紀中頃～１５７→１５４褐灰色土１穴小穴１５４
Ｄ３・４１８５・２００→１５５→１９８黒褐色土４穴（第Ⅱ面）柵列２３３ＳＡ１５５１５５
Ｂ３Ｃ期～１５７→１５６灰色土２穴小穴群１５６
Ｂ３１５７→１５４・１５６灰色土たまり１５７
Ｂ３１５８→１４５褐色土３穴小穴群１５８
Ａ・Ｂ３１２世紀中頃～１６１→１５９→１４５灰色土たまり１５９
Ｃ７暗褐色土第Ⅱ面溝２３３ＳＤ１６０１６０
Ａ３１６１→１４６・１５９明灰色土たまり１６１
Ｂ５１２世紀中頃～７０・９５・１２０→１６２暗褐色土１穴小穴１６２
Ｃ８黒褐色土１穴小穴１６３
Ａ・Ｂ５１６４→９５暗灰褐色土１穴小穴１６４
Ｃ７１６５→１０８暗褐色土第Ⅱ面土坑２３３ＳＫ１６５１６５
Ｂ５Ｅ期～７０→１６６黒褐色土２穴小穴群１６６
Ｂ・Ｃ５Ｃ期～暗褐色土４穴小穴群１６７
Ｃ４１２世紀中頃～黒褐色土２穴小穴群１６８
Ｃ４黒褐色土２穴小穴群１６９
Ｃ７暗褐色土第Ⅱ面土坑２３３ＳＫ１７０１７０
Ｃ４暗褐色土３穴小穴群１７１
Ｃ５平安時代中期～１７２→１７４茶色土３穴小穴群１７２
Ｃ５１２世紀中頃～黒褐色土２穴小穴群１７３
Ｃ５１２世紀中頃？～１７２→１７４黒褐色土２穴小穴群１７４

Ｂ・Ｃ４・５１７５→７０暗褐色土第Ⅱ面溝２３３ＳＤ１７５１７５



－　９１　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　遺構番号台帳（４）
地区番号時　期遺構間切合（古→新）埋積土状況（古→新）備　考種　別遺構番号Ｓ－番号

Ｃ５黄褐色砂１穴小穴１７６
Ｂ・Ｃ５Ｄ期～暗褐色土土坑２３３ＳＫ１７７１７７
Ｄ４黒褐色土５穴小穴群１７８
Ｄ４・５暗褐色土４穴小穴群１７９
Ｆ４・５１８０→２０１暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土第Ⅱ面たまり２３３ＳＸ１８０１８０
Ｄ４１２世紀中頃？～暗褐色土→褐色土１穴（Ｓ－１３０に変更）小穴１８１
Ｈ５暗褐色土１穴（Ｓ－１２５に変更）小穴１８２

Ｃ・Ｄ３・４暗褐色土５穴小穴群１８３
Ｆ２黒褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴１８４

Ｄ・Ｅ３・４２２３・２２４・２２６→１８５・→１５０・１５５・１９２
・１９４・１９８・２００

暗褐色土第Ⅱ面たまり１８５

Ｄ３１８５→１８６黒褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴１８６
Ｄ３１８７→２１２黒褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群１８７
Ｅ３黒褐色土６穴（第Ⅱ面）小穴群１８８
Ｆ４黒褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群１８９
Ｇ・Ｈ１１９０→５暗褐色土第Ⅱ面土坑２３３ＳＫ１９０１９０
Ｇ５黒褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴１９１
Ｅ４１８５→１９２黒褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群１９２
Ｄ５２０４→１９３黒褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群１９３
Ｅ４２２４→１８５→１９４黒褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群１９４
Ｅ・Ｆ１１９５→５暗褐色土第Ⅱ面溝２３３ＳＤ１９５１９５
Ｄ２黒褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴１９６
Ｄ３・４黒褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群１９７
Ｄ４・５１５５・１８５→１９８黒褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群１９８
Ｃ・Ｄ６・７黒褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群１９９
Ｄ３～Ｅ４１８５・２２６→２００→２１２・２２６暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２００
Ｆ・Ｇ４１８０→２０１暗褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群２０１
Ｇ２暗褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴２０２
Ｆ３暗褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群２０３
Ｄ５・６２０４→１９３暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２０４
Ｆ３２０５→５３・８５黒褐色土１穴小穴２０５
Ｅ３暗褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群２０６
Ｅ３平安時代～暗褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群２０７

Ｃ・Ｄ３・４２０９→２０８暗褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群２０８
Ｃ・Ｄ３・４２０９→２０８暗褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群２０９

２１０
Ｃ・Ｄ４暗褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群２１１
Ｄ３１８７・２００→２１２暗褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴２１２

Ｅ・Ｆ５・６暗褐色土６穴（第Ⅱ面）小穴群２１３
Ｅ４暗褐色土３穴（第Ⅱ面）小穴群２１４

２１５
Ｄ４・５暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２１６
Ｃ７暗褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴２１７
Ｃ５・６暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２１８
Ｃ５暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２１９

２２０
Ｂ４２２１→１０５→９５→１１０暗褐色土１穴（第Ⅱ面）小穴２３３ＳＸ２２１２２１
Ａ・Ｂ４１２世紀中頃？～２２２→９０・１１０暗褐色土第Ⅱ面たまり？２２２
Ｄ３２２３→１８５黒褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群２２３

Ｄ・Ｅ３・４２２４→１８５→１９４黒褐色土４穴（第Ⅱ面）小穴群２２４
２２５

Ｄ・Ｅ４２２６→１８５→２００黒褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群２２６
Ｆ・Ｇ０・１暗褐色土５穴（第Ⅱ面）小穴群２２７
Ｄ０・１暗褐色土２穴（第Ⅱ面）小穴群２２８
Ｉ・Ｊ０５→２２９暗褐色土→暗黄褐色土→暗褐色土不明２２９

２３０
Ｅ・Ｆ４９９・２３１→１３０黒褐色土溝？２３１



－　９２　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＤ００５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（８．０）２．４（１１．８）Ｍ－０５７坏ａ土師器
－○イト（９．４）２．８（１２．６）Ｍ－０５４坏ａ
○○イト（８．６）２．６（１３．０）Ｍ－０５３坏ａ

○××イト７．６３．０１３．６Ｍ－０５５坏ａ
○○イト（８．８）２．４（１３．８）Ｍ－００４坏ａ
○○イト９．０３．０１３．８Ｍ－０５２坏ａ
○○イト９．５～１０．０３．２１３．８～１４．３Ｍ－０２９坏ａ

旧Ｍ－０５９　白雲母含有××イト（９．８）２．５（１４．０）Ｒ－０１３坏ａ
○○イト（９．０）２．６（１４．０）Ｍ－０４４坏ａ

○○×イト（１０．８）２．６（１４．０）Ｍ－０５８坏ａ
○○×イト１０．６２．８１４．０Ｍ－００７坏ａ

○－イト（９．６）２．９（１４．０）Ｍ－０５０坏ａ
○○イト９．２３．３１４．０Ｍ－０１８坏ａ
○○イト９．６～１０．１３．０１４．０～１４．７Ｍ－０１０坏ａ
○○イト１０．２２．５１４．２Ｍ－０３８坏ａ

○○○イト１０．０２．８１４．２Ｍ－０４８坏ａ
○－イト（１０．２）２．９（１４．２）Ｍ－０１１坏ａ

旧Ｍ－０３２○○○イト９．５３．１１４．２Ｒ－０１０坏ａ
旧Ｍ－０３３○○○イト９．３３．４１４．２Ｒ－０１２坏ａ

○○○イト８．０３．５１４．２Ｍ－０４７坏ａ
○○イト１０．０３．２１４．３～１４．８Ｍ－０２６坏ａ
○○イト１０．０２．６（１４．４）Ｍ－０３０坏ａ

○○○イト８．７２．７（１４．４）Ｍ－０４３坏ａ
○○○イト１０．４２．７１４．４Ｍ－０３４坏ａ

○○イト（１０．４）２．９（１４．４）Ｍ－０３６坏ａ
○○イト９．２～１０．１２．７１４．４～１５．０Ｍ－００１坏ａ
○○イト１０．２３．１１４．５Ｍ－０１４坏ａ
○○イト（１０．４）２．４（１４．６）Ｍ－００５坏ａ
○○イト（８．２）２．７（１４．６）Ｍ－１３２坏ａ
○○イト９．８３．０１４．６Ｍ－０２７坏ａ
○○イト１０．８３．０（１４．６）Ｍ－０４１坏ａ

○○○イト１０．５２．７１４．６～１５．３Ｍ－０２２坏ａ
○○イト１１．２２．９１４．７Ｍ－０３９坏ａ
○○イト１０．５２．５１４．８Ｍ－０３５坏ａ
○○イト１０．８２．７１４．８Ｍ－０１９坏ａ
○○イト９．４２．８１４．８Ｍ－０１７坏ａ

旧Ｍ－０３１○○○イト９．８２．８１４．８Ｒ－０１１坏ａ
○○イト１０．６２．８１４．８Ｍ－０２０坏ａ
○○イト８．６～９．４２．９１４．８Ｍ－０４５坏ａ

○○○イト９．４３．１１４．８Ｍ－０４６坏ａ
○○イト１０．８３．２１４．８Ｍ－０２１坏ａ
－○イト（１１．０）３．４（１４．８）Ｍ－０２３坏ａ
○○イト１０．６２．７１４．９Ｍ－０１６坏ａ
○○イト９．６３．１１４．９～１５．３Ｍ－００３坏ａ
○－イト（１１．２）２．３（１５．０）Ｍ－０５１坏ａ
○○イト（１０．０）２．６（１５．０）Ｍ－０２８坏ａ
××イト１０．６２．６１５．０Ｍ－０１３坏ａ

旧Ｍ－０２４○○○イト１０．７２．６１５．０Ｒ－００９坏ａ
旧Ｍ－００９○○○イト１０．５２．７１５．０Ｒ－００８坏ａ

○○イト９．８２．８１５．０Ｍ－０４２坏ａ
○○○イト１０．２３．０１５．０Ｍ－００２坏ａ
○○○イト１０．６２．２１５．２Ｍ－０４０坏ａ

○○イト１１．０２．３（１５．２）Ｍ－０４９坏ａ
○○イト１１．６２．９１５．２Ｍ－０２５坏ａ
○○イト１０．８３．１１５．２Ｍ－００６坏ａ
○○イト１０．５２．８１５．３Ｍ－０３７坏ａ
○－イト１１．１２．８（１５．４）Ｍ－００８坏ａ

○○○イト（１１．６）２．９（１５．４）Ｍ－０１２坏ａ
○○イト（１１．６）２．８（１５．６）Ｍ－０５６坏ａ
○○イト（１１．６）２．９（１５．６）Ｍ－０１５坏ａ
－○イト（６．６）１．３（６．８）Ｍ－１１８小皿ａ
○○イト（６．２）０．９（８．０）Ｍ－０８３小皿ａ

○○○イト６．２１．３（８．０）Ｍ－１０２小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．２）Ｍ－１２１小皿ａ
○○イト（６．２）１．３（８．２）Ｍ－１２２小皿ａ
○○イト（６．２）０．９（８．２）Ｍ－０８２小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（８．４）Ｍ－０７８小皿ａ
○○イト（７．０）１．１（８．４）Ｍ－０９７小皿ａ
○○イト６．４１．１８．４Ｍ－１１４小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．４）Ｍ－１２８小皿ａ
○○イト６．４１．２８．４Ｍ－１１１小皿ａ
○○イト（６．４）１．２（８．４）Ｍ－１２３小皿ａ
－○イト（６．８）１．２（８．４）Ｍ－１０６小皿ａ

旧Ｍ－１１０○○イト６．０１．４８．４Ｒ－０１６小皿ａ
－○イト（６．４）０．８（８．６）Ｍ－１２７小皿ａ
○○イト（６．４）０．９（８．６）Ｍ－０８８小皿ａ
○○イト（６．０）１．０（８．６）Ｍ－１０８小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－０７５小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（８．６）Ｍ－１３０小皿ａ



－　９３　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（２）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＤ００５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト６．８１．０８．６Ｍ－０６６小皿ａ土師器
－○イト６．９０．９～１．１８．６Ｍ－０６０小皿ａ
○○イト６．８１．１（８．６）Ｍ－０７４小皿ａ
○○イト（６．０）１．２（８．６）Ｍ－１３１小皿ａ
○○イト（６．６）１．２～１．７（８．６）Ｍ－１１９小皿ａ
○○イト７．００．９８．７Ｍ－０７１小皿ａ
○○イト６．７１．３８．７Ｍ－０８６小皿ａ
○○イト（６．６）０．９（８．８）Ｍ－０７７小皿ａ
○○イト（６．６）０．９（８．８）Ｍ－０９１小皿ａ
○○イト（６．８）０．９（８．８）Ｍ－１２９小皿ａ
○○イト６．８０．９～１．２８．８Ｍ－０６９小皿ａ

旧Ｍ－０６８○○イト６．３１．０８．８Ｒ－０１４小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．８）Ｍ－０７６小皿ａ
－○イト（６．６）１．０（８．８）Ｍ－０９２小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（８．８）Ｍ－０９３小皿ａ

○○○イト（７．０）１．１（８．８）Ｍ－０９０小皿ａ
○○イト（７．８）１．１（８．８）Ｍ－１１２小皿ａ
－○イト（６．６）１．２（８．８）Ｍ－０８１小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（８．８）Ｍ－１００小皿ａ
○○イト７．５１．２（８．８）Ｍ－０７３小皿ａ
○○イト７．００．８８．９Ｍ－０８５小皿ａ
○○イト（６．４）１．０（９．０）Ｍ－１０３小皿ａ
－○イト７．０１．０（９．０）Ｍ－１１６小皿ａ
○○イト（７．６）１．０（９．０）Ｍ－０９６小皿ａ
○－イト（８．０）１．０（９．０）Ｍ－１０４小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（９．０）Ｍ－１０１小皿ａ
○○イト（７．０）１．１（９．０）Ｍ－０８７小皿ａ
－○イト（７．０）１．１（９．０）Ｍ－１０５小皿ａ
○○イト７．０１．１９．０Ｍ－１０９小皿ａ
○○イト（７．２）１．１（９．０）Ｍ－１１３小皿ａ
○○イト（７．４）１．１（９．０）Ｍ－０８９小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（９．０）Ｍ－０９９小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（９．０）Ｍ－０７９小皿ａ
－○イト（６．６）１．２（９．０）Ｍ－０８０小皿ａ
○○イト６．７１．２（９．０）Ｍ－１１５小皿ａ
○○イト（６．８）１．２（９．０）Ｍ－０６１小皿ａ
○○イト（７．０）１．２（９．０）Ｍ－１０７小皿ａ
○○イト（７．４）１．２（９．０）Ｍ－１２６小皿ａ
○○イト（７．６）１．２（９．０）Ｍ－１２０小皿ａ
○○イト７．１～７．８１．２９．０～９．４Ｍ－０６７小皿ａ
○○イト７．２１．２９．１Ｍ－０６４小皿ａ
○○イト７．４１．３９．１Ｍ－０８４小皿ａ

旧Ｍ－０７０○○イト７．０１．０９．２Ｒ－０１５小皿ａ
○○イト７．６１．０９．２Ｍ－０６５小皿ａ
○○イト（７．８）１．１（９．２）Ｍ－０９４小皿ａ
○○イト７．５１．２９．２Ｍ－０７２小皿ａ
○○イト７．２１．２（９．２）Ｍ－０６３小皿ａ
○○イト（６．８）１．４（９．２）Ｍ－０９５小皿ａ
○○イト６．６～７．１１．２９．２～９．５Ｍ－０９８小皿ａ
○○イト７．０１．２９．３Ｍ－１１７小皿ａ
－○イト７．２１．３９．５Ｍ－０６２小皿ａ
－○手捏ね（７．０）１．４（８．８）Ｍ－１２４小皿ａ

旧Ｍ－１２５－○手捏ね（６．０）１．４（８．６）Ｒ－０１７小皿ａ
２３３ＳＤ００５暗灰褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト９．６２．７（１３．６）Ｍ－０１７坏ａ土師器
－○イト８．２２．４（１４．０）Ｍ－０１６坏ａ
○○イト９．２２．８（１４．０）Ｍ－０１４坏ａ

○－○イト８．８３．１１４．０Ｍ－０１３坏ａ
－○イト（９．０）３．１（１４．０）Ｍ－０１５坏ａ

油煙○○イト８．４３．１１４．１Ｍ－０１１坏ａ
－○イト９．８２．７１４．２Ｍ－０１０坏ａ
○○イト１０．４２．７１４．２Ｍ－００７坏ａ
○○イト（９．２）２．９１４．２Ｍ－００８坏ａ
○○イト１０．６２．８＋α１４．２Ｍ－００９坏ａ
○○イト９．６～１１．０２．７１４．２～１４．６Ｍ－００４坏ａ
○○イト９．０３．０１４．４Ｍ－０１２坏ａ
○○イト１１．０２．９～３．４１４．６Ｍ－００３坏ａ
○○イト９．８～１０．４２．７（１４．６）Ｍ－００５坏ａ
－○イト８．２２．９（１４．６）Ｍ－００６坏ａ

○○○イト（１１．０）２．７（１５．０）Ｍ－００２坏ａ
○○イト１１．０３．４１５．２Ｍ－００１坏ａ
○○イト（５．０）１．３（６．４）Ｍ－０３４小皿ａ

○○○イト（６．２）０．８（８．２）Ｍ－０３２小皿ａ
－○イト６．６０．９（８．２）Ｍ－０３３小皿ａ
－○イト（５．４）１．３（８．４）Ｍ－０３１小皿ａ
－○イト７．０１．３８．６Ｍ－０３０小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（８．８）Ｍ－０２９小皿ａ
○○イト７．４０．６～１．０９．０Ｍ－０２２小皿ａ

○○○イト５．８０．８～１．１（９．０）Ｍ－０２４小皿ａ



－　９４　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（３）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＤ００５暗灰褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト７．２０．８～１．１９．０Ｍ－０２１小皿ａ土師器
○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－０２７小皿ａ
－○イト７．６１．０９．０Ｍ－０２０小皿ａ
○○イト７．４１．０～１．２９．０Ｍ－０２３小皿ａ
－○イト（６．０）１．２（９．０）Ｍ－０２８小皿ａ
○○イト７．０１．２（９．０）Ｍ－０２５小皿ａ
－○イト（６．８）１．７（９．０）Ｍ－０２６小皿ａ

油煙○○イト７．４１．１（９．２）Ｍ－０１９小皿ａ
○○イト６．８１．４９．３Ｍ－０１８小皿ａ

２３３ＳＤ００５灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（１２．０）２．２（１５．６）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト（６．８）１．１（８．８）Ｍ－００２小皿ａ

２３３ＳＤ００５暗茶褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（９．２）２．７（１４．４）Ｍ－００５坏ａ土師器
○○イト（１０．４）２．７（１４．４）Ｍ－００６坏ａ

○○○イト８．５２．９～３．３１４．５Ｍ－００２坏ａ
○○イト１０．４２．８～３．２１４．８～１５．２Ｍ－０１５坏ａ
○○イト９．２～１０．０２．１～２．８１４．９Ｍ－００１坏ａ

○○○イト（９．２）２．５（１５．０）Ｍ－００３坏ａ
○××イト（１２．０）２．６（１５．０）Ｍ－００４坏ａ

×○イト（７．０）１．２（８．６）Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト（７．２）０．９（８．８）Ｍ－０１３小皿ａ

油煙○○イト（７．４）０．９（９．０）Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト６．６１．１（９．０）Ｍ－０１０小皿ａ
－○イト（７．２）１．０～１．４（９．０）Ｍ－０１２小皿ａ
○○イト６．８１．５９．０Ｍ－００９小皿ａ
○○イト７．４１．０（９．１）Ｍ－００８小皿ａ
○○イト７．６１．０９．４Ｍ－００７小皿ａ

Ｓ－５茶色土②
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（６．８）１．２（８．８）Ｍ－００１小皿ａ土師器
２３３ＳＤ０１１暗灰色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○ヘラ８．０１．４１０．３Ｍ－００１小皿ａ土師器

２３３ＳＤ０１２黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト９．０２．５（１２．２）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト（８．４）３．２＋α（１２．２）Ｍ－００６坏ａ
×○イト８．１２．８（１２．４）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（６．８）２．２（１２．４）Ｍ－００３坏ａ
○○イト（９．２）２．２（１２．６）Ｍ－００４坏ａ
○○イト（８．８）２．２（１２．６）Ｍ－００５坏ａ
××イト（１０．４）２．２（１４．４）Ｍ－００７坏ａ
－○イト（５．６）１．０（７．６）Ｍ－０２４小皿ａ
×○イト（６．２）０．９（８．０）Ｍ－０２３小皿ａ
○○イト（５．８）１．０（８．０）Ｍ－０２０小皿ａ
×○イト（６．２）１．０（８．０）Ｍ－０２１小皿ａ
○○イト６．７１．２８．０Ｍ－０１９小皿ａ
○○イト（６．４）１．２（８．０）Ｍ－０２２小皿ａ
○○イト（６．４）１．０（８．２）Ｍ－０１７小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．２）Ｍ－０１８小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．４）Ｍ－０１６小皿ａ
○○イト（６．２）１．２（８．４）Ｍ－０１５小皿ａ
○○イト６．８１．３８．４Ｍ－０１３小皿ａ
○○イト（５．８）１．４（８．４）Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト（６．４）１．２（８．６）Ｍ－０１２小皿ａ
○○イト（６．０）０．９（８．８）Ｍ－００９小皿ａ
○○イト（７．０）１．２（８．８）Ｍ－０１０小皿ａ
○○イト（６．８）１．０～１．２（８．８）Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト（７．６）１．０（９．０）Ｍ－００８小皿ａ

２３３ＳＤ０２０黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

×－ヘラ（８．２）１．３＋α（１１．６）Ｍ－００１小皿ａ２土師器
２３３ＳＥ０２５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（５．８）１．０（７．８）Ｍ－００２小皿ａ土師器
○○イト６．５１．０８．９Ｍ－００１小皿ａ

旧Ｍ－００３×○イト（４．２）１．６（６．６）Ｒ－００１小皿ｂ
２３３ＳＥ０２５暗灰褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○－イト（７．０）２．２～２．５（１１．４）Ｍ－００１坏ａ土師器
×○イト（６．４）１．１（８．４）Ｍ－００５小皿ａ
×○イト５．２１．５６．６Ｍ－００２小皿ｂ
×○イト４．０～４．４１．５７．０Ｍ－００３小皿ｂ
×○イト（５．２）１．４（７．０）Ｍ－００４小皿ｂ



－　９５　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（４）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＥ０２５褐灰色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
×○イト（６．０）１．０（８．０）Ｍ－００１小皿ａ土師器
○○イト（６．４）０．８（８．０）Ｍ－００２小皿ａ

２３３ＳＥ０３５黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（５．８）２．３（１１．０）Ｍ－００７坏ａ土師器
×○イト（８．２）２．６（１２．２）Ｍ－００１坏ａ
×○イト（７．４）２．８（１３．６）Ｍ－００６坏ａ
○○イト（６．４）１．１（８．２）Ｍ－００８小皿ａ
×○イト（７．２）１．２（８．４）Ｍ－００５小皿ａ
×○イト（６．６）１．２（８．８）Ｍ－００４小皿ａ
×○イト（６．６）１．２（８．６）Ｍ－０１１小皿ａ
×○イト（７．２）０．９（９．０）Ｍ－００９小皿ａ
×－イト（６．６）１．１（９．０）Ｍ－０１３小皿ａ
×○イト（７．６）１．１（９．０）Ｍ－０１０小皿ａ
×○イト（７．４）１．１（９．４）Ｍ－０１４小皿ａ
×○イト（８．２）１．２（９．４）Ｍ－００３小皿ａ
×○イト（７．４）１．０（１０．０）Ｍ－０１２小皿ａ
×○イト（９．４）１．１（１１．０）Ｍ－００２小皿ａ
○－イト－０．８－Ｍ－０１５小皿ａ

２３３ＳＥ０３５暗灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（７．４）２．７＋α（１２．４）Ｍ－００２坏ａ土師器
－－イト（７．４）２．８＋α（１２．４）Ｍ－００１坏ａ
○－イト（５．８）０．９（８．２）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＥ０３５暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（８．４）２．６＋α（１２．４）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト（７．８）２．４＋α（１２．４）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（５．８）１．０（７．６）Ｍ－０２１小皿ａ
○○イト（６．０）０．９（７．８）Ｍ－０１８小皿ａ
－○イト（６．０）１．１（７．８）Ｍ－０１９小皿ａ
－○イト（５．８）１．２（７．８）Ｍ－０２０小皿ａ
－○イト（６．０）０．９（８．０）Ｍ－０１７小皿ａ
○○イト６．４１．０（８．０）Ｍ－０１６小皿ａ
○○イト（６．０）１．２（８．０）Ｍ－０１５小皿ａ
○○イト（７．４）１．１（８．２）Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト（７．０）０．８（８．４）Ｍ－０１３小皿ａ
○○イト６．６１．２（８．４）Ｍ－０１２小皿ａ
○○イト６．３１．３（８．４）Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－００８小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（８．６）Ｍ－０１０小皿ａ
－○イト（６．８）１．２（８．６）Ｍ－００９小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．８）Ｍ－００６小皿ａ
○○イト（６．４）１．２（８．８）Ｍ－００７小皿ａ
○○イト（６．８）０．９（９．０）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト（７．８）１．１（９．０）Ｍ－００５小皿ａ
○○イト（７．０）１．４（９．０）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＥ０３５黄褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

－－イト（７．２）２．６（１２．４）Ｍ－００３坏ａ土師器
○○イト８．６２．６（１２．４）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（８．２）２．４（１２．８）Ｍ－００１坏ａ
○○イト（７．２）０．９（９．０）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト（６．８）１．０（９．０）Ｍ－００５小皿ａ

２３３ＳＸ０３６黒灰黄色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト６．２１．２８．０Ｍ－００１小皿ａ土師器
×－イト－０．９－Ｍ－００２小皿ａ
×○イト－１．１－Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＸ０３６黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．８２．７（１２．０）Ｍ－０４８坏ａ土師器
○○イト８．２２．４（１２．４）Ｍ－０４１坏ａ
○○イト９．２２．４１２．６Ｍ－０４７坏ａ
×○イト（７．６）２．７（１２．８）Ｍ－０４６坏ａ
×○イト（８．８）２．４（１３．０）Ｍ－０３４坏ａ
×○イト（９．４）２．２（１３．２）Ｍ－０１５坏ａ
×－イト（９．０）２．８（１３．２）Ｍ－０１４坏ａ
×－イト（１０．４）２．４（１５．０）Ｍ－０３３坏ａ
○○イト（９．０）３．４（１６．２）Ｍ－００１坏ａ
○－イト６．００．８（７．４）Ｍ－０４０小皿ａ
×○イト（６．０）１．１（７．６）Ｍ－０１１小皿ａ
×○イト（６．２）１．１（７．６）Ｍ－０４４小皿ａ
○－イト５．８１．２７．６Ｍ－０１７小皿ａ
○○－（６．０）１．０（７．８）Ｍ－０２８小皿ａ
×－イト（６．４）１．０（７．８）Ｍ－０１３小皿ａ
○－イト（５．８）１．１（７．８）Ｍ－０５１小皿ａ
○○イト（６．０）１．３（７．８）Ｍ－０３６小皿ａ



－　９６　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（５）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＸ０３６黒褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（５．８）１．１（８．０）Ｍ－０３５小皿ａ土師器
○－イト６．６１．１８．０Ｍ－０３８小皿ａ
○○イト５．４１．２（８．０）Ｍ－０１８小皿ａ
○－イト６．２１．３（８．０）Ｍ－０２１小皿ａ
×○イト（６．４）０．９（８．２）Ｍ－００５小皿ａ
○○－（６．４）１．１（８．２）Ｍ－０２６小皿ａ
×－イト（６．８）１．２（８．２）Ｍ－００６小皿ａ
○－イト（６．０）１．３（８．２）Ｍ－０５２小皿ａ
○－イト５．５１．５８．２Ｍ－００３小皿ａ
×○イト（６．８）０．８（８．４）Ｍ－０５０小皿ａ
○－－（７．２）０．８（８．６）Ｍ－００７小皿ａ
×－イト（６．８）１．０（８．６）Ｍ－０２２小皿ａ
○○－（７．２）１．０（８．６）Ｍ－００２小皿ａ
○○イト６．４１．２８．６Ｍ－０３０小皿ａ
×－イト（７．０）１．２（８．６）Ｍ－００９小皿ａ
○○イト７．０１．３８．６Ｍ－０４３小皿ａ
×○イト（７．０）１．３（８．６）Ｍ－０４５小皿ａ
×○イト（７．２）１．３（８．６）Ｍ－００８小皿ａ
○－イト（７．２）１．１（８．８）Ｍ－０３７小皿ａ
○○イト（６．６）１．４（８．８）Ｍ－０２４小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－０２０小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－０４９小皿ａ
○○イト７．４１．２９．２Ｍ－０４２小皿ａ
○○イト（７．０）１．３（９．２）Ｍ－０３１小皿ａ
○○イト（７．２）１．０（９．４）Ｍ－０１６小皿ａ
○○イト（８．０）１．０（９．４）Ｍ－０２３小皿ａ
○○イト（７．４）１．１（９．４）Ｍ－０１０小皿ａ
○○イト（７．４）１．０（９．６）Ｍ－０３２小皿ａ
×○イト（８．４）１．１（９．６）Ｍ－０２９小皿ａ
○－イト（７．４）１．２（９．６）Ｍ－０３９小皿ａ
×○イト－１．０－Ｍ－０２７小皿ａ
×○イト－１．１－Ｍ－００４小皿ａ
×－イト－１．２－Ｍ－０１９小皿ａ
×○イト－１．２－Ｍ－０２５小皿ａ
○－イト－１．４－Ｍ－０５３小皿ａ
○○イト（５．０）１．７（６．６）Ｍ－０１２小皿ｂ

２３３ＳＥ０４５黒灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（５．８）０．９（８．８）Ｍ－００２小皿ａ土師器
－○イト（６．６）１．０（９．０）Ｍ－００１小皿ａ

２３３ＳＥ０４５黄灰色砂
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．０２．９１２．４Ｍ－００２坏ａ土師器
○○イト９．４２．９１３．１Ｍ－００１坏ａ
－○イト６．８１．１８．２Ｍ－００４小皿ａ
○○イト７．０１．４８．７Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＥ０４５暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
油煙－○イト６．６１．３９．０Ｍ－００２小皿ａ土師器

○○イト６．８１．８９．６Ｍ－００１小皿ａ
２３３ＳＥ０４５暗灰色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（１０．６）２．３（１５．６）Ｍ－００１坏ａ土師器

Ｓ－５０暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

－○イト（９．０）２．４（１３．４）Ｍ－００１坏ａ土師器
２３３ＳＥ０５０褐色砂

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
－○イト（８．０）２．９（１２．６）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト（４．８）１．５（７．４）Ｍ－００２小皿ａ

２３３ＳＥ０５０黄褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（６．０）０．８（８．０）Ｍ－００１小皿ａ土師器
２３３ＳＫ０５５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト８．４２．４（１１．８）Ｍ－００５坏ａ土師器
－－イト（８．４）２．４（１２．０）Ｍ－００４坏ａ
－○イト（７．０）２．４～２．６（１２．０）Ｍ－００３坏ａ
○○イト（９．０）３．０（１３．４）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（１０．２）２．７（１４．６）Ｍ－００１坏ａ
○○イト（６．０）１．０（８．０）Ｍ－０２７小皿ａ
○○イト（５．８）１．２（８．０）Ｍ－０２６小皿ａ
×○イト（６．０）１．２（８．０）Ｍ－０２５小皿ａ
○○イト（６．４）１．４（８．２）Ｍ－０２４小皿ａ
○○イト６．６０．９８．４Ｍ－０１６小皿ａ
○○イト（６．２）１．１（８．４）Ｍ－０２２小皿ａ
○○イト６．６１．１８．４Ｍ－０１５小皿ａ
○○イト（６．４）１．３（８．４）Ｍ－０２３小皿ａ



－　９７　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（６）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト７．４０．９８．５Ｍ－０１３小皿ａ土師器
×○イト７．０１．１８．５Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト（６．８）０．８（８．６）Ｍ－０２１小皿ａ
×○イト６．８１．１８．６Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト６．４１．２８．６Ｍ－０１２小皿ａ
○○イト６．８１．２８．７Ｍ－０１０小皿ａ
○○イト６．４１．１８．９Ｍ－００７小皿ａ
○○イト６．４１．３８．９Ｍ－００９小皿ａ
○○イト（６．８）１．０（９．０）Ｍ－０２０小皿ａ
○○イト（６．８）１．１（９．０）Ｍ－０１８小皿ａ
○○イト（７．０）１．２９．０Ｍ－０１７小皿ａ
○○イト６．４１．２９．０Ｍ－００８小皿ａ
○○イト６．４１．３９．０Ｍ－００６小皿ａ
－○イト６．８１．６（９．０）Ｍ－０１９小皿ａ

２３３ＳＫ０５５褐灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－００１小皿ａ土師器
２３３ＳＫ０５５褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（７．８）２．７（１１．８）Ｍ－０４１坏ａ土師器

油煙○○イト（７．８）２．６（１２．０）Ｍ－０３６坏ａ
○○イト７．７２．８１２．０Ｍ－０２４坏ａ
○○イト７．９２．５１２．０～１２．７Ｍ－０２０坏ａ
○○イト８．０２．９１２．１～１２．９Ｍ－０１５坏ａ
○○イト７．３２．２１２．３Ｍ－０２２坏ａ
○○イト７．８２．９１２．３Ｍ－０２１坏ａ

油煙○○イト７．９２．６１２．４Ｍ－０２３坏ａ
○○イト（７．８）２．３（１２．４）Ｍ－０４４坏ａ
○○イト８．２２．５（１２．４）Ｍ－０３４坏ａ
－○イト７．４２．８（１２．４）Ｍ－０３５坏ａ
○○イト８．５２．７１２．４～１２．９Ｍ－０１６坏ａ
○○イト９．２２．５１２．６Ｍ－０３９坏ａ
○○イト９．４２．６（１２．６）Ｍ－０３３坏ａ
○○イト７．７２．８１２．６Ｍ－０３８坏ａ
○○イト７．８２．９１２．６Ｍ－０４５坏ａ
○○イト７．３２．６１２．７Ｍ－０１９坏ａ
○○イト（７．８）２．２（１２．８）Ｍ－０４３坏ａ

油煙○○イト８．８２．２（１２．８）Ｍ－０２７坏ａ
○○イト９．２２．２（１２．８）Ｍ－０２６坏ａ
○○イト（８．８）２．４（１２．８）Ｍ－０２８坏ａ
○○イト（８．６）２．４（１２．８）Ｍ－０３０坏ａ
○○イト８．４２．７（１２．８）Ｍ－０２９坏ａ
○○イト（９．０）２．８（１２．８）Ｍ－０３１坏ａ
○○イト（８．６）２．８（１２．８）Ｍ－０４０坏ａ

○○○イト（８．２）２．８（１２．８）Ｍ－０３２坏ａ
○○○イト７．８２．８（１２．８）Ｍ－０４２坏ａ

○○イト８．３２．９１２．８Ｍ－０１７坏ａ
○○イト７．５３．１１２．８Ｍ－０１８坏ａ
○○イト９．１～９．５２．７１２．８～１３．２Ｍ－０１１坏ａ
○○イト８．３２．２１２．９Ｍ－０１４坏ａ
○○イト９．６２．８１３．０～１３．４Ｍ－００６坏ａ
○○イト８．２～９．０３．１１３．０～１３．５Ｍ－００７坏ａ
○○イト９．５２．９１３．０～１３．９Ｍ－００２坏ａ
○○イト８．４３．２１３．０～１４．０Ｍ－００５坏ａ
○○イト８．６２．６１３．１Ｍ－０１３坏ａ
○○イト８．８２．３１３．２Ｍ－０３７坏ａ
○○イト８．５２．７１３．２Ｍ－０１２坏ａ
○○イト８．７～９．５２．５１３．３Ｍ－００９坏ａ
○○イト８．４２．８１３．３Ｍ－０１０坏ａ
○○イト９．０～９．６２．９１３．３～１３．８Ｍ－００８坏ａ
○○イト８．４２．９１３．３～１３．９Ｍ－００４坏ａ
○○イト８．４３．１１３．３～１３．９Ｍ－００３坏ａ
○○イト１０．６～１１．７２．４１３．８～１４．５Ｍ－００１坏ａ
○○イト８．６２．５（１４．２）Ｍ－０２５坏ａ
○○イト６．６０．９８．０Ｍ－１３４小皿ａ
○○イト６．６１．０（８．０）Ｍ－１３５小皿ａ
○○イト６．８１．０（８．０）Ｍ－１４１小皿ａ
○○イト（６．８）１．０（８．０）Ｍ－１３６小皿ａ
○○イト（６．０）０．８（８．２）Ｍ－１３３小皿ａ
○○イト（６．２）０．９～１．２（８．２）Ｍ－１５４小皿ａ
○○イト６．２１．０～１．３（８．２）Ｍ－１５３小皿ａ
○○イト６．８１．１８．２Ｍ－０９１小皿ａ
○○イト（６．２）１．１～１．４（８．２）Ｍ－１５２小皿ａ
○○イト６．８１．２８．２Ｍ－０９２小皿ａ
○○イト６．０１．３８．２Ｍ－０９０小皿ａ
○○イト６．７１．１８．３Ｍ－１４０小皿ａ
○○イト６．５１．２８．３～８．６Ｍ－０７３小皿ａ
○○イト６．６０．９～１．１８．３～８．６Ｍ－０７９小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．４）Ｍ－１３２小皿ａ
○○イト６．４１．０８．４Ｍ－１２２小皿ａ



－　９８　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（７）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト６．３～６．８１．３８．４Ｍ－０８９小皿ａ土師器
○○イト（６．４）１．０（８．４）Ｍ－１０９小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．４）Ｍ－１３１小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（８．４）Ｍ－１０６小皿ａ
○○イト６．８１．１（８．４）Ｍ－１１１小皿ａ
○○イト（６．８）１．１（８．４）Ｍ－１１０小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（８．４）Ｍ－１０８小皿ａ
×○イト７．０１．２（８．４）Ｍ－１３９小皿ａ
○○イト（５．６）１．３（８．４）Ｍ－１０７小皿ａ
○○イト６．４１．３（８．４）Ｍ－１２９小皿ａ
○○イト（６．４）１．３（８．４）Ｍ－１３０小皿ａ
○○イト７．２１．４８．４Ｍ－０８５小皿ａ
○○イト６．９１．２８．４～８．７Ｍ－０７５小皿ａ
○○イト６．０１．０８．５Ｍ－１４９小皿ａ
－○イト６．２１．０（８．５）Ｍ－１４８小皿ａ
○○イト７．２１．１～１．４８．５Ｍ－１５０小皿ａ
○○イト６．２１．２８．５Ｍ－０７８小皿ａ
○○イト７．１１．２８．５Ｍ－０８８小皿ａ
○○イト６．７～７．０１．３８．５Ｍ－０７２小皿ａ
○○イト６．８１．３８．５Ｍ－０７７小皿ａ
○○イト６．９１．３８．５Ｍ－０８３小皿ａ
○○イト６．５１．４８．５Ｍ－０８２小皿ａ
○○イト６．２～６．８０．８～１．２（８．６）Ｍ－１３８小皿ａ
○○イト６．１～６．６１．０（８．６）Ｍ－０９４小皿ａ
○○イト（６．４）１．０（８．６）Ｍ－１０４小皿ａ

○○○イト７．３１．０８．６Ｍ－１２１小皿ａ
○○イト６．４１．１８．６Ｍ－０８４小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．６）Ｍ－１２８小皿ａ
－○イト（６．６）１．１（８．６）Ｍ－１５１小皿ａ
－○イト（６．８）１．１（８．６）Ｍ－１０３小皿ａ
×○イト７．２１．１８．６Ｍ－０８７小皿ａ
○○イト６．３１．２８．６Ｍ－０７６小皿ａ
○○イト６．７１．２８．６Ｍ－０８０小皿ａ
○○イト（６．８）１．２（８．６）Ｍ－１０５小皿ａ
○○イト６．９１．２８．６Ｍ－０８６小皿ａ
○○イト６．６０．９８．７Ｍ－０２０小皿ａ
○○イト７．１１．０８．７Ｍ－０８１小皿ａ
○○イト７．１１．０８．７Ｍ－１４７小皿ａ
○○イト５．８～６．２１．１８．７Ｍ－０７４小皿ａ
○○イト６．５１．１８．７Ｍ－０６９小皿ａ
○○イト６．５１．１８．７Ｍ－０７０小皿ａ
○○イト６．５～７．０１．１８．７Ｍ－０７１小皿ａ
○○イト６．８１．１８．７Ｍ－０６８小皿ａ
○○イト６．８１．１８．７Ｍ－１２６小皿ａ
○○イト６．３１．２８．７Ｍ－０６５小皿ａ
○○イト６．３１．２８．７Ｍ－０６６小皿ａ
○○イト６．７１．３（８．７）Ｍ－１２７小皿ａ
○○イト６．６１．１８．７～９．１Ｍ－０５４小皿ａ
×○イト（７．４）０．９（８．８）Ｍ－１２５小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（８．８）Ｍ－０９７小皿ａ
○○イト７．２１．０８．８Ｍ－０５６小皿ａ
○○イト（７．４）１．０（８．８）Ｍ－１００小皿ａ
○○イト７．０１．２８．８Ｍ－１１８小皿ａ
○○イト（７．２）１．２（８．８）Ｍ－１２４小皿ａ
○○イト６．６１．２～１．７８．８Ｍ－０５３小皿ａ
○○イト７．０１．３８．８Ｍ－０６１小皿ａ
×○イト７．０１．３８．８Ｍ－０６７小皿ａ
○○イト（７．２）１．３（８．８）Ｍ－１１９小皿ａ

○○○イト７．２１．０８．９Ｍ－０６４小皿ａ
○○イト６．７１．１８．９Ｍ－１１６小皿ａ
○○イト７．０１．２８．９Ｍ－０６３小皿ａ
○○イト７．１１．２８．９Ｍ－０５７小皿ａ
○○イト７．４０．８～１．１（９．０）Ｍ－１４４小皿ａ
○○イト６．５０．９９．０Ｍ－０５５小皿ａ
○○イト（６．６）０．９（９．０）Ｍ－１１７小皿ａ
○○イト７．００．９９．０Ｍ－０６０小皿ａ
○○イト６．３１．０９．０Ｍ－１２３小皿ａ
○○イト（７．０）１．１（９．０）Ｍ－０９８小皿ａ
○○イト（７．２）１．１（９．０）Ｍ－１０１小皿ａ
○○イト７．３１．１９．０Ｍ－１４６小皿ａ
○○イト（７．４）１．１（９．０）Ｍ－１０２小皿ａ
○○イト（５．６）１．２（９．０）Ｍ－０９６小皿ａ
○○イト（６．２）１．２（９．０）Ｍ－０９９小皿ａ
○○イト６．７～７．１１．２９．０Ｍ－１１５小皿ａ

○×○イト６．９１．２９．０Ｍ－０５９小皿ａ
○○イト６．１～６．６１．３（９．０）Ｍ－０９３小皿ａ
×○イト７．０１．３９．０Ｍ－１４５小皿ａ
○○イト７．２～７．６１．３９．０Ｍ－０５８小皿ａ
○○イト６．０～６．７１．２９．０～９．３Ｍ－０５２小皿ａ
○○イト７．２１．０９．１Ｍ－１１４小皿ａ



－　９９　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（８）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト６．９１．１９．１Ｍ－０６２小皿ａ土師器
○○イト６．７１．２９．１Ｍ－０５０小皿ａ
○○イト７．０１．２９．１Ｍ－０５１小皿ａ
○○イト７．１１．２９．１Ｍ－０４９小皿ａ
○○イト７．４～８．０１．２９．１～９．６Ｍ－１１３小皿ａ
○○イト（７．２）０．８（９．２）Ｍ－０９５小皿ａ
○○イト（７．８）１．１（９．２）Ｍ－１４２小皿ａ
○○イト７．５１．２９．２Ｍ－０４８小皿ａ
○○イト６．８１．４９．２Ｍ－１４３小皿ａ
○○イト７．８１．１９．４Ｍ－０４７小皿ａ
○○イト（８．６）１．１（９．６）Ｍ－１３７小皿ａ
○○イト７．５１．３９．６Ｍ－０４６小皿ａ
○○イト７．４１．３９．７Ｍ－１１２小皿ａ

２３３ＳＫ０５５黄褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

旧Ｍ－００９　異質○－○イト７．６～８．０３．５１１．３～１１．６Ｒ－０２７坏ａ土師器
○○イト７．６２．４１１．５Ｍ－０４５坏ａ
×○イト（７．８）２．４（１２．０）Ｍ－０１９坏ａ
○○イト（７．０）２．６（１２．０）Ｍ－０３０坏ａ
○○イト（８．８）２．５＋α（１２．０）Ｍ－０２０坏ａ
○○イト８．３～８．７２．６１２．０～１２．４Ｍ－０４３坏ａ
○○イト７．８２．５１２．１～１２．７Ｍ－０３８坏ａ
○○イト８．２２．５（１２．２）Ｍ－０１８坏ａ
○○イト７．５２．６１２．２～１２．５Ｍ－００８坏ａ
○○イト８．１２．５１２．３Ｍ－０３７坏ａ
○○イト８．０２．８１２．３～１２．８Ｍ－００７坏ａ

○○○イト８．２３．０１２．４Ｍ－０４４坏ａ
○○イト（８．２）２．７（１２．４）Ｍ－０２９坏ａ
○○イト（７．２）２．８（１２．４）Ｍ－０１６坏ａ
×○イト７．８２．９（１２．４）Ｍ－０１７坏ａ
－○イト８．０２．９（１２．４）Ｍ－０１１坏ａ
○○イト８．３２．７１２．４～１２．７Ｍ－０３５坏ａ
○○イト８．５～９．０２．７１２．４～１２．７Ｍ－００６坏ａ
○○イト８．２～８．９２．４１２．４～１２．８Ｍ－００５坏ａ
×○イト８．８２．６１２．５～１２．９Ｍ－０３４坏ａ
○○イト７．６～８．０２．２～２．７１２．５～１３．２Ｍ－０２３坏ａ
○○イト８．８３．２１２．５～１３．３Ｍ－０２１坏ａ
○○イト８．５２．５１２．６Ｍ－０３６坏ａ
○○イト（８．８）２．７（１２．６）Ｍ－０１５坏ａ
○○イト８．２～９．０２．８１２．６～１３．０Ｍ－００３坏ａ
○○イト８．５～９．４２．９１２．６～１３．０Ｍ－００２坏ａ
○○イト７．７２．８１２．７～１３．２Ｍ－０２５坏ａ
○○イト（９．６）２．６（１２．８）Ｍ－０２８坏ａ
○○イト９．０２．６（１２．８）Ｍ－０１４坏ａ
×○イト（７．４）２．７（１２．８）Ｍ－０４２坏ａ
○○イト８．０２．８１２．８Ｍ－０１２坏ａ
○○イト８．３～９．０２．４～２．７１２．８～１３．４Ｍ－０２２坏ａ
○○イト７．４２．０～２．７１２．９～１３．２Ｍ－０３２坏ａ
○○イト（８．０）２．６（１３．０）Ｍ－２６１坏ａ
○○イト９．２～９．６２．６１３．０Ｍ－００４坏ａ

○○○イト８．６２．７（１３．０）Ｍ－０１０坏ａ
－○イト７．７２．９１３．０Ｍ－０２４坏ａ

○○○イト８．２２．９１３．０Ｍ－０３３坏ａ
×○イト（８．０）３．０（１３．０）Ｍ－０１３坏ａ

油煙○○イト９．０２．５１３．２Ｍ－００１坏ａ
○○イト（７．６）２．７（１３．２）Ｍ－０４０坏ａ
○○イト（８．０）２．７（１３．２）Ｍ－０４１坏ａ
○○イト（８．８）２．７（１３．２）Ｍ－０２７坏ａ
－○イト８．６２．８（１３．２）Ｍ－０２６坏ａ
○○イト９．０２．６～２．９１３．２～１３．６Ｍ－０３１坏ａ
○○イト７．８２．１～２．７（１３．８）Ｍ－０３９坏ａ
○○イト（６．２）１．２（７．６）Ｍ－１９９小皿ａ
○○イト６．５１．２７．８Ｍ－１９７小皿ａ
○○イト（６．４）１．３（７．８）Ｍ－１９８小皿ａ
○○イト６．４～７．０１．０７．９Ｍ－１９４小皿ａ
○○イト６．２１．２７．９Ｍ－１９５小皿ａ
－○イト５．８１．３７．９Ｍ－１９６小皿ａ
×○イト（６．４）１．０（８．０）Ｍ－２６０小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（８．０）Ｍ－１９３小皿ａ
○○イト５．６１．３８．１Ｍ－２４６小皿ａ
○○イト６．６～７．１１．３８．１Ｍ－０７７小皿ａ
○○イト（６．８）０．９（８．２）Ｍ－１８７小皿ａ
－○イト６．４１．０８．２Ｍ－１８８小皿ａ
○○イト６．６１．１８．２Ｍ－２４７小皿ａ
○○イト（６．０）１．０（８．２）Ｍ－２４８小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．２）Ｍ－２４９小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．２）Ｍ－２５２小皿ａ
○○イト７．０１．０（８．２）Ｍ－２５８小皿ａ
○○イト６．２１．１（８．２）Ｍ－２５９小皿ａ
○○イト（６．２）１．１（８．２）Ｍ－１１７小皿ａ



－　１００　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（９）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５黄褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（６．２）１．１（８．２）Ｍ－１８９小皿ａ土師器
×○イト（６．４）１．１（８．２）Ｍ－２５１小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（８．２）Ｍ－１９０小皿ａ
○○イト７．４１．１（８．２）Ｍ－１８６小皿ａ
○○イト（６．０）１．２（８．２）Ｍ－１９２小皿ａ
○○イト（６．２）１．２（８．２）Ｍ－１１８小皿ａ
○○イト６．５１．２（８．２）Ｍ－２５０小皿ａ
○○イト（６．８）１．２（８．２）Ｍ－１１６小皿ａ
○○イト（６．２）１．３（８．２）Ｍ－１９１小皿ａ
○○イト６．０１．５（８．２）Ｍ－２４５小皿ａ
○○イト６．８１．３８．２～８．６Ｍ－２２５小皿ａ
○○イト６．２～６．８１．１８．２～８．７Ｍ－１０２小皿ａ
○○イト６．４１．４８．２～８．７Ｍ－２２１小皿ａ
○○イト６．５１．０８．３Ｍ－２４０小皿ａ
－○イト６．６１．０８．３Ｍ－１７９小皿ａ
○○イト６．８１．１８．３Ｍ－１７８小皿ａ
○○イト６．４１．２８．３Ｍ－１０９小皿ａ
○○イト６．５１．３８．３Ｍ－１０３小皿ａ
○○イト５．４１．４８．３Ｍ－０７６小皿ａ
○○イト６．１０．９～１．３８．３～８．６Ｍ－２２４小皿ａ
○○イト７．０１．４８．３～８．７Ｍ－０６６小皿ａ
○○イト（６．８）０．８（８．４）Ｍ－２４４小皿ａ
○○イト６．１～６．６０．８～１．１８．４Ｍ－０７４小皿ａ
○○イト７．１０．８～１．２（８．４）Ｍ－１１１小皿ａ
○○イト６．２０．８～１．１８．４Ｍ－０７２小皿ａ
－○イト（６．２）０．９（８．４）Ｍ－１８４小皿ａ
－○イト（７．０）０．９（８．４）Ｍ－１８３小皿ａ
○○イト６．９０．９～１．２８．４Ｍ－１０４小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．４）Ｍ－１１４小皿ａ
×○イト（６．４）１．０（８．４）Ｍ－１１５小皿ａ
○○イト６．４１．０８．４Ｍ－０６９小皿ａ
○○イト７．０１．０８．４Ｍ－０７３小皿ａ
○○イト（７．２）１．０（８．４）Ｍ－２５７小皿ａ
○○イト６．１１．０～１．３８．４Ｍ－１７６小皿ａ
○○イト６．６１．０～１．４８．４Ｍ－１７５小皿ａ

油煙○○イト６．２１．１８．４Ｍ－２３９小皿ａ
○○○イト（６．４）１．１（８．４）Ｍ－１１２小皿ａ

○○イト６．６１．１８．４Ｍ－１７７小皿ａ
×○イト６．６１．１（８．４）Ｍ－２４２小皿ａ
○○イト（７．０）１．１（８．４）Ｍ－１８５小皿ａ
○○イト（６．４）１．２（８．４）Ｍ－１１３小皿ａ
○○イト７．０１．２８．４Ｍ－２４１小皿ａ
－○イト７．０１．２（８．４）Ｍ－２４３小皿ａ

油煙○○イト７．１１．２（８．４）Ｍ－１１０小皿ａ
○○イト７．１１．２８．４Ｍ－０７５小皿ａ
－○イト（７．４）１．２（８．４）Ｍ－１８２小皿ａ

○○○イト６．６１．３８．４Ｍ－１０８小皿ａ
○○イト６．８１．３（８．４）Ｍ－１８０小皿ａ
○○イト６．２１．４（８．４）Ｍ－１８１小皿ａ
○○イト５．９１．０～１．３８．４～８．６Ｍ－０６５小皿ａ
○○イト６．８１．２８．４～８．７Ｍ－０５９小皿ａ
○○イト６．６～７．１１．２８．４～８．８Ｍ－０６８小皿ａ
－○イト７．００．９８．５Ｍ－２３８小皿ａ
○○イト６．２０．９～１．１８．５Ｍ－１６０小皿ａ

油煙○○○イト６．２０．９～１．２８．５Ｍ－１６１小皿ａ
油煙○○イト６．２１．０８．５Ｍ－１０６小皿ａ

○○○イト５．８～６．２１．０～１．３８．５Ｍ－１５８小皿ａ
○○イト６．４１．０～１．３８．５Ｍ－１０５小皿ａ
○○イト６．３１．２８．５Ｍ－１０７小皿ａ
○○イト６．４１．２８．５Ｍ－１５９小皿ａ
○○イト６．６０．９８．６Ｍ－２２８小皿ａ
－○イト６．６０．９（８．６）Ｍ－２３２小皿ａ
○○イト（６．６）０．９（８．６）Ｍ－１７３小皿ａ
○○イト６．８０．９～１．２８．６Ｍ－２２３小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．６）Ｍ－２３５小皿ａ
－○イト６．４１．０（８．６）Ｍ－１００小皿ａ
－○イト（６．４）１．０（８．６）Ｍ－１０１小皿ａ

○○○イト（６．４）１．０（８．６）Ｍ－１７１小皿ａ
○○イト（６．４）１．０（８．６）Ｍ－２５５小皿ａ
○○イト６．６１．０８．６Ｍ－１５１小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－２３３小皿ａ
×○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－２３４小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．６）Ｍ－２３６小皿ａ
○○イト６．７１．０（８．６）Ｍ－２２９小皿ａ
○○イト７．２１．０（８．６）Ｍ－１５６小皿ａ
－○イト（７．４）１．０（８．６）Ｍ－２５６小皿ａ
○○イト６．６１．１８．６Ｍ－２２６小皿ａ
○○イト６．７１．１８．６Ｍ－０７１小皿ａ
○○イト６．７１．１８．６Ｍ－１５３小皿ａ
○○イト７．２１．１８．６Ｍ－２２７小皿ａ



－　１０１　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１０）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５黄褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（６．８）１．１（８．６）Ｍ－１７４小皿ａ土師器
○○イト（６．８）１．１（８．６）Ｍ－２３１小皿ａ
－○イト（６．４）１．１（８．６）Ｍ－２３７小皿ａ

○○○イト６．６１．１（８．６）Ｍ－１５５小皿ａ
×○イト６．７１．１（８．６）Ｍ－１５７小皿ａ
－○イト６．１１．２（８．６）Ｍ－１５４小皿ａ
○○イト６．１１．２（８．６）Ｍ－２３０小皿ａ
○○イト６．４１．２８．６Ｍ－１５０小皿ａ
×○イト（６．６）１．２（８．６）Ｍ－１７２小皿ａ
○○イト６．６～７．０１．２８．６Ｍ－２２２小皿ａ
○○イト（７．０）１．２（８．６）Ｍ－１６３小皿ａ
－○イト（７．０）１．２（８．６）Ｍ－１６９小皿ａ
○○イト（７．０）１．２（８．６）Ｍ－１７０小皿ａ
○○イト（７．４）１．２（８．６）Ｍ－１６８小皿ａ
○○イト（７．６）１．２（８．６）Ｍ－１６４小皿ａ
○○イト６．０１．３８．６Ｍ－０９８小皿ａ
○○イト６．４１．３８．６Ｍ－０７０小皿ａ
○○イト６．６１．３８．６Ｍ－０９７小皿ａ
○○イト（６．６）１．３（８．６）Ｍ－０９９小皿ａ
○○イト（６．６）１．３（８．６）Ｍ－１６２小皿ａ
○○イト７．０１．３８．６Ｍ－０６３小皿ａ
○○イト６．６１．５８．６Ｍ－１４９小皿ａ
○○イト６．５～７．１１．０８．６～８．９Ｍ－０８４小皿ａ
○○イト７．２～７．４１．２～１．４８．６～８．９Ｍ－１２６小皿ａ
○○イト６．３１．０８．７Ｍ－０９６小皿ａ
○○イト６．６１．０８．７Ｍ－１５２小皿ａ
○○イト６．８１．０８．７Ｍ－０８５小皿ａ

油煙○○○イト７．０１．０８．７Ｍ－０６１小皿ａ
○○イト６．８１．１８．７Ｍ－０９４小皿ａ
○○イト６．８１．１８．７Ｍ－０９５小皿ａ
○○イト６．１～６．７１．１～１．４８．７Ｍ－１３７小皿ａ
○○イト６．２１．３８．７Ｍ－０６０小皿ａ
○○イト６．４～６．９１．１８．７～９．１Ｍ－２０１小皿ａ
○○イト６．８～７．４１．１８．７～９．１Ｍ－０６２小皿ａ
○○イト６．６～７．２１．３８．７～９．２Ｍ－０４６小皿ａ
○○イト（６．６）０．９～１．２（８．８）Ｍ－２２０小皿ａ
○○イト６．０１．０８．８Ｍ－０５８小皿ａ
○○イト６．０１．０８．８Ｍ－０８３小皿ａ
○○イト６．２１．０８．８Ｍ－２５４小皿ａ
○○イト６．２～６．７１．０８．８Ｍ－２１３小皿ａ
○○イト（６．４）１．０（８．８）Ｍ－２１９小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．８）Ｍ－２１８小皿ａ
○○イト（６．８）１．０（８．８）Ｍ－１６６小皿ａ
○○イト（６．８）１．０（８．８）Ｍ－１６７小皿ａ
○○イト７．１１．０（８．８）Ｍ－１３９小皿ａ
○○イト６．６１．０～１．２（８．８）Ｍ－０９３小皿ａ
○○イト７．０１．０～１．３８．８Ｍ－０６４小皿ａ
○○イト（６．４）１．１（８．８）Ｍ－１４３小皿ａ
－○イト６．８１．１（８．８）Ｍ－１４４小皿ａ

○○○イト６．９１．１８．８Ｍ－１３８小皿ａ
○○○イト６．９１．１８．８Ｍ－２１４小皿ａ

－○イト６．９１．１（８．８）Ｍ－１４０小皿ａ
○○イト（７．２）１．１～１．３（８．８）Ｍ－０５６小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（８．８）Ｍ－１４６小皿ａ
○○イト６．７１．２（８．８）Ｍ－１４５小皿ａ
○○イト６．４１．３８．８Ｍ－１３５小皿ａ
○○イト６．６１．３（８．８）Ｍ－０５５小皿ａ
○○イト（６．８）１．３（８．８）Ｍ－２１７小皿ａ
○○イト７．０１．３（８．８）Ｍ－１４８小皿ａ
－○イト６．６１．４８．８Ｍ－０６７小皿ａ
－○イト（６．８）１．４（８．８）Ｍ－１４７小皿ａ
○○イト６．６１．０８．８～９．０Ｍ－０４９小皿ａ
○○イト７．３０．９８．９Ｍ－２１１小皿ａ
○○イト６．２１．０８．９Ｍ－０８２小皿ａ
○○イト６．２１．０８．９Ｍ－０８６小皿ａ
○○イト６．６１．０８．９Ｍ－１３１小皿ａ
○○イト６．８１．０８．９Ｍ－０７９小皿ａ
○○イト７．０１．１８．９Ｍ－０７８小皿ａ

○○○イト７．０１．１８．９Ｍ－１３６小皿ａ
○○イト７．２１．１８．９Ｍ－０５７小皿ａ
－○イト７．２１．１８．９Ｍ－０８１小皿ａ

籾殻痕○○イト６．３～６．７１．２８．９Ｍ－２０９小皿ａ
○○イト６．８１．２８．９Ｍ－１３４小皿ａ
○○イト７．４１．０～１．３８．９Ｍ－２１０小皿ａ
○○イト６．７～７．２１．４８．９Ｍ－２１２小皿ａ
×○イト６．８０．８～１．３８．９～９．２Ｍ－０５１小皿ａ
○○イト７．４０．９９．０Ｍ－１２５小皿ａ

油煙○○イト６．６０．９～１．１（９．０）Ｍ－０５４小皿ａ
○○イト７．４０．９～１．４（９．０）Ｍ－２０２小皿ａ
○○イト６．８１．０～１．２９．０Ｍ－０８０小皿ａ



－　１０２　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１１）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０５５黄褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト６．８１．０～１．５９．０Ｍ－１２９小皿ａ土師器
－○イト６．６１．１（９．０）Ｍ－１４１小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（９．０）Ｍ－１６５小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（９．０）Ｍ－２１５小皿ａ
○○イト６．７１．１（９．０）Ｍ－２０３小皿ａ
○○イト６．８１．１（９．０）Ｍ－０９２小皿ａ
○○イト（６．８）１．１（９．０）Ｍ－２０６小皿ａ
－○イト７．０１．１９．０Ｍ－０５２小皿ａ
－○イト（７．０）１．１（９．０）Ｍ－２０７小皿ａ
－○イト（７．２）１．１（９．０）Ｍ－０９１小皿ａ
○○イト（７．４）１．１（９．０）Ｍ－２５３小皿ａ
－○イト７．６１．１（９．０）Ｍ－１４２小皿ａ

○○－イト（６．６）１．２（９．０）Ｍ－２０８小皿ａ
○○イト７．０１．２９．０Ｍ－１２８小皿ａ
○○イト（７．０）１．２（９．０）Ｍ－２１６小皿ａ
○○イト７．３１．２９．０Ｍ－１２７小皿ａ
－○イト７．６１．２９．０Ｍ－１３２小皿ａ
○○イト（６．８）１．２～１．４（９．０）Ｍ－０９０小皿ａ
－○イト（６．８）１．４（９．０）Ｍ－２０５小皿ａ
○○イト６．９０．８～１．２９．１Ｍ－０５０小皿ａ
×○イト７．４１．０９．１Ｍ－１３０小皿ａ
○○イト７．２１．１～１．５９．１Ｍ－１２４小皿ａ
○○イト（６．６）０．９～１．１（９．２）Ｍ－０８８小皿ａ
○○イト（７．２）１．０（９．２）Ｍ－０８９小皿ａ
○○イト６．７～７．４１．１９．２Ｍ－２００小皿ａ
○○イト６．６１．１～１．４９．２Ｍ－０４７小皿ａ
○○イト７．０１．２９．２Ｍ－１２３小皿ａ
○○イト６．６～７．３１．２～１．４９．２Ｍ－０４８小皿ａ
○○イト７．０１．３９．２Ｍ－１２１小皿ａ
○○イト７．３１．３（９．２）Ｍ－１３３小皿ａ
○○イト（７．４）１．３（９．２）Ｍ－０５３小皿ａ
○○イト７．１１．０９．３Ｍ－１２２小皿ａ
○○イト（７．４）１．１～１．３（９．４）Ｍ－０８７小皿ａ
○○イト７．２１．１９．５Ｍ－１２０小皿ａ
○○イト８．０１．２９．６Ｍ－１１９小皿ａ

２３３ＳＥ０６０暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（７．８）０．９（９．８）Ｍ－００１小皿ａ土師器
２３３ＳＤ０７０黒褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
－○ヘラ（７．２）２．２（１０．０）Ｍ－００８坏ａ土師器
○○ヘラ（６．６）２．１（１０．６）Ｍ－００７坏ａ
×○ヘラ８．１２．１１０．７Ｍ－００６坏ａ
○○ヘラ（８．４）１．９（１０．８）Ｍ－００５坏ａ
○○ヘラ８．３２．０１０．９Ｍ－００４坏ａ
×○ヘラ７．０２．１１０．９Ｍ－００３坏ａ
○○ヘラ７．６２．２１０．９Ｍ－００２坏ａ
×○ヘラ８．４２．３１１．１Ｍ－００１坏ａ
×－ヘラ（５．６）１．１（８．６）Ｍ－０１０小皿ａ２
×○ヘラ（５．４）１．２＋α（９．６）Ｍ－００９小皿ａ２

２３３ＳＤ０７５暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．４２．６１３．０Ｍ－００１坏ａ土師器
－○イト（８．０）３．０＋α（１３．０）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（５．６）１．１（７．８）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト（６．２）０．９（８．０）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＤ０７５褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト５．８１．２（８．２）Ｍ－００１小皿ａ土師器
２３３ＳＥ０８０暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト（８．４）２．５（１２．０）Ｍ－００３坏ａ土師器
○○イト９．０２．６（１３．６）Ｍ－００２坏ａ
○○イト８．０２．７（１３．６）Ｍ－００１坏ａ
○○イト（６．６）１．３（８．６）Ｍ－００５小皿ａ
－○イト（７．４）０．８（９．０）Ｍ－００４小皿ａ

２３３ＳＥ０８０灰褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（９．８）２．６（１４．２）Ｍ－００１坏ａ土師器
－○イト（６．６）０．９（７．４）Ｍ－００３小皿ａ
○○イト（５．２）１．１（８．６）Ｍ－００２小皿ａ

２３３ＳＫ０８８暗灰褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物暗号器種種別

－○イト８．１２．９１２．３Ｍ－０１１坏ａ土師器
○○イト８．４２．８１２．６～１３．０Ｍ－００７坏ａ
○○イト８．８２．７～３．４１２．９Ｍ－０１０坏ａ
○○イト（８．８）３．１（１３．０）Ｍ－００９坏ａ
○○イト８．２３．４１３．０Ｍ－００８坏ａ
○○イト８．５３．４１３．０Ｍ－００６坏ａ



－　１０３　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１２）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０８８暗灰褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト９．２２．６１３．２Ｍ－００５坏ａ土師器
○○イト９．２３．１１３．２Ｍ－００４坏ａ
○○イト９．１～９．３３．４１３．３Ｍ－００３坏ａ
－○イト（８．０）２．４（１３．６）Ｍ－００２坏ａ
○○イト８．４３．１１３．９Ｍ－００１坏ａ
○○イト７．２１．２（８．６）Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト（６．２）１．３（８．６）Ｍ－０１５小皿ａ
○○イト（７．２）１．２（９．０）Ｍ－０１３小皿ａ
○○イト６．６１．４９．０Ｍ－０１２小皿ａ

２３３ＳＫ０８８暗灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．４２．６～２．９１１．８Ｍ－００３坏ａ土師器
－○イト９．０２．６１２．８Ｍ－００２坏ａ
－○イト８．７２．８１３．３Ｍ－００１坏ａ
－○イト（７．２）１．１（８．２）Ｍ－００６小皿ａ
○○イト６．８１．４８．６Ｍ－００５小皿ａ
－○イト７．０～７．５１．９９．２Ｍ－００４小皿ａ

２３３ＳＸ０９０黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．０２．６１１．８Ｍ－００５坏ａ土師器
○○イト（８．２）２．７＋α（１１．８）Ｍ－００６坏ａ
○○イト（８．２）２．５（１２．０）Ｍ－００４坏ａ
×○イト８．５２．４１２．１Ｍ－００３坏ａ
○○イト８．８２．７１２．２Ｍ－００２坏ａ
○○イト８．２２．５１２．４Ｍ－００１坏ａ
－○イト６．５１．０（８．２）Ｍ－０１０小皿ａ
○○イト（６．６）１．０（８．２）Ｍ－００９小皿ａ
－○イト（６．８）１．０（８．２）Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト６．０１．３８．２Ｍ－００８小皿ａ
○○イト７．２１．１（８．６）Ｍ－００７小皿ａ

２３３ＳＸ０９３黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

－○イト（５．０）１．３（７．０）Ｍ－００３小皿ａ土師器
－○イト（６．６）１．１（８．４）Ｍ－００２小皿ａ
－○イト（６．６）１．２（８．６）Ｍ－００１小皿ａ

Ｓ－９５黒褐色土（本層は２３３ＳＫ０９５黒褐色土①と同一層）
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（８．０）２．８（１２．８）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト６．２１．１８．２Ｍ－００２小皿ａ

２３３ＳＫ０９５黒褐色土①
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト７．６２．９（１１．０）Ｍ－００４坏ａ土師器
○○イト７．７２．６（１２．０）Ｍ－００３坏ａ
○○イト７．２２．９１２．１Ｍ－００２坏ａ
○○イト（８．０）２．１（１２．６）Ｍ－００１坏ａ
○○イト５．８１．４（７．８）Ｍ－００７小皿ａ
－○イト（６．２）１．３（８．０）Ｍ－００６小皿ａ
○○イト６．２１．２（８．２）Ｍ－００５小皿ａ

２３３ＳＫ０９５黄灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．０２．５（１２．２）Ｍ－００１坏ａ土師器
○○イト５．２１．５（７．８）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト５．８１．２８．２Ｍ－００２小皿ａ
○○イト６．０１．２（８．２）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＫ０９５黒褐色土②
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（８．４）２．６（１１．８）Ｍ－０２５坏ａ土師器
－○イト（８．０）２．４（１２．０）Ｍ－０２４坏ａ
○○イト７．２２．５（１２．０）Ｍ－０２０坏ａ
－○イト（７．６）２．５（１２．０）Ｍ－０２２坏ａ
○○イト（７．８）２．５（１２．０）Ｍ－０２３坏ａ
○○イト８．４２．６（１２．０）Ｍ－０２１坏ａ
○○イト７．３２．７（１２．０）Ｍ－０１９坏ａ
○○イト７．６２．７１２．０Ｍ－０１８坏ａ
○○イト８．５２．７１２．２Ｍ－０１７坏ａ
○○イト７．４２．８１２．２Ｍ－０１５坏ａ
○○イト７．７２．８１２．２Ｍ－０１６坏ａ
○○イト７．７２．８１２．３Ｍ－０１３坏ａ
○○イト８．０２．８１２．３Ｍ－０１４坏ａ
○○イト７．６２．３（１２．４）Ｍ－０１１坏ａ
○○イト（７．６）２．５（１２．４）Ｍ－０１０坏ａ
－○イト（８．４）２．７（１２．４）Ｍ－０１２坏ａ
○○イト７．６２．７１２．４Ｍ－００８坏ａ
○○イト８．４３．０１２．４Ｍ－００９坏ａ
○○イト８．０２．８１２．５Ｍ－００７坏ａ
○○イト８．０２．３（１２．６）Ｍ－００６坏ａ
○○イト８．２２．６１２．６Ｍ－００４坏ａ
○○イト８．０２．９１２．６Ｍ－００５坏ａ
○○イト８．２２．７１２．７Ｍ－００３坏ａ



－　１０４　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１３）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＫ０９５黒褐色土②

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト８．８２．７１２．７Ｍ－００２坏ａ土師器
○○イト８．５２．８（１２．８）Ｍ－００１坏ａ
○○イト６．０１．２（７．４）Ｍ－０４７小皿ａ
○○イト６．６１．１（７．８）Ｍ－０４４小皿ａ
○○イト６．０１．２（７．８）Ｍ－０４３小皿ａ
－○イト（６．０）１．３（７．８）Ｍ－０４５小皿ａ
○○イト（６．０）１．３（７．８）Ｍ－０４６小皿ａ
○○イト５．８１．０７．９Ｍ－０４２小皿ａ
○○イト６．４１．０７．９Ｍ－０３９小皿ａ
○○イト５．６１．２７．９Ｍ－０４０小皿ａ
○○イト６．０１．２７．９Ｍ－０４１小皿ａ
○○イト６．０１．１（８．０）Ｍ－０３７小皿ａ
○○イト５．６１．２８．０Ｍ－０３５小皿ａ
○○イト５．６１．３（８．０）Ｍ－０３６小皿ａ
－○イト（５．８）１．３（８．０）Ｍ－０３８小皿ａ
×○イト６．４１．４８．０Ｍ－０３４小皿ａ
×○イト６．２１．３８．１Ｍ－０３３小皿ａ
○○イト（６．０）１．２（８．２）Ｍ－０３２小皿ａ
○○イト６．２１．３８．２Ｍ－０３０小皿ａ
○○イト６．２１．４８．２Ｍ－０３１小皿ａ
○○イト（７．２）１．２（８．４）Ｍ－０２９小皿ａ
○○イト６．１１．２８．７Ｍ－０２８小皿ａ
－○イト６．７１．３８．８Ｍ－０２７小皿ａ
○○イト６．５１．３９．６Ｍ－０２６小皿ａ

２３３ＳＫ０９５黒褐色土③
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．２２．６１１．８～１２．４Ｍ－０１４坏ａ土師器
○○イト（７．０）２．５（１２．０）Ｍ－０１９坏ａ
○○イト７．４２．６（１２．０）Ｍ－０１８坏ａ
○○イト８．４～９．０２．７１２．１～１２．７Ｍ－００７坏ａ
○○イト８．０２．５（１２．２）Ｍ－０１７坏ａ
○○イト８．０２．６（１２．２）Ｍ－０１６坏ａ
×○イト８．２２．８１２．２Ｍ－０１５坏ａ
○○イト８．２２．６１２．４Ｍ－０１１坏ａ
○○イト８．６２．６（１２．４）Ｍ－０１３坏ａ
○○イト８．０２．７（１２．４）Ｍ－０１２坏ａ
○○イト８．２２．５（１２．６）Ｍ－０１０坏ａ
○○イト８．６２．６１２．６Ｍ－００９坏ａ
○○イト８．２２．８１２．６Ｍ－００８坏ａ
－○イト（８．４）２．５＋α（１２．８）Ｍ－００６坏ａ
○○イト８．１２．９１２．８Ｍ－００５坏ａ
－○イト７．５２．６１３．０Ｍ－００３坏ａ
○○イト７．５２．６（１３．０）Ｍ－００４坏ａ
○○イト８．４２．６１３．１Ｍ－００２坏ａ
○○イト１０．０３．２（１４．８）Ｍ－００１坏ａ
○○イト５．８１．０７．７Ｍ－０３８小皿ａ
○○イト６．４１．１（７．８）Ｍ－０３７小皿ａ
○○イト５．８１．２７．８Ｍ－０３６小皿ａ
○○イト６．００．９～１．３７．９Ｍ－０３５小皿ａ
○○イト６．６１．０７．９Ｍ－０３４小皿ａ
○○イト（７．０）０．９（８．０）Ｍ－０３３小皿ａ
○○イト５．６１．３８．０Ｍ－０３２小皿ａ
○○イト６．８１．０８．１Ｍ－０３１小皿ａ
○○イト５．８１．４８．１Ｍ－０２９小皿ａ
○○イト６．０１．４８．１Ｍ－０３０小皿ａ
○○イト（６．０）１．２（８．２）Ｍ－０２８小皿ａ
○○イト６．２１．２８．２Ｍ－０２６小皿ａ
○○イト６．２１．２（８．２）Ｍ－０２７小皿ａ
○○イト６．３１．０８．３Ｍ－０２５小皿ａ
○○イト５．８１．２８．４Ｍ－０２４小皿ａ
○○イト（６．６）１．２（８．６）Ｍ－０２３小皿ａ
○○イト７．２１．２８．６Ｍ－０２２小皿ａ
○○イト７．０１．４８．７Ｍ－０２１小皿ａ
○○イト７．０１．２（８．８）Ｍ－０２０小皿ａ

２３３ＳＤ１０５暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（８．４）２．７（１２．８）Ｍ－０１３坏ａ土師器
○○イト１０．２２．５１２．９Ｍ－０１２坏ａ
○○イト８．７２．７１２．９Ｍ－０１１坏ａ
－○イト（７．４）２．４（１３．０）Ｍ－０１０坏ａ
○○イト８．０２．６１３．０Ｍ－００８坏ａ
○○イト７．０２．７（１３．０）Ｍ－００９坏ａ
○○イト８．２２．９１３．３Ｍ－００７坏ａ
○○イト９．０２．９１３．５Ｍ－００６坏ａ
－○イト８．３２．７（１３．６）Ｍ－００５坏ａ
○○イト９．２３．１１３．７Ｍ－００４坏ａ
○○イト９．２３．３１３．９Ｍ－００３坏ａ
○○イト１０．２３．２（１４．０）Ｍ－００２坏ａ
○○イト（９．８）２．８（１４．２）Ｍ－００１坏ａ
○○イト（６．６）１．２（８．０）Ｍ－０２２小皿ａ



－　１０５　－

大宰府条坊跡第２３３次調査　土師器計測表（１４）
単位㎝、（　）：復原値、＋α：現存高、○有　×無　－不明２３３ＳＤ１０５暗褐色土

備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別
○○イト６．４０．９８．４Ｍ－０２１小皿ａ土師器
○○イト６．８１．１８．４Ｍ－０２０小皿ａ
○○イト（６．６）１．１（８．６）Ｍ－０１９小皿ａ
－○イト（６．６）１．１（８．８）Ｍ－０１８小皿ａ
○○イト（７．４）１．２（８．８）Ｍ－０１７小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－０１５小皿ａ
○○イト（７．０）１．０（９．０）Ｍ－０１６小皿ａ
○○イト７．４１．１９．２Ｍ－０１４小皿ａ

２３３ＳＤ１０５灰褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

×○イト８．２２．６１３．０Ｍ－００２坏ａ土師器
○○イト（８．８）２．６（１３．８）Ｍ－００１坏ａ
×○イト（６．８）１．０（８．２）Ｍ－００４小皿ａ
○○イト（７．０）１．１（８．８）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＫ１１０黒褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト７．５２．４１２．０Ｍ－００３坏ａ土師器
○○イト（８．０）２．７（１２．６）Ｍ－００２坏ａ
○○イト８．０～８．５２．９１３．０Ｍ－００１坏ａ
－○イト（５．６）１．２（７．６）Ｍ－０１４小皿ａ
○○イト５．８１．２７．８Ｍ－０１３小皿ａ
○○イト６．０１．１７．９Ｍ－０１２小皿ａ
○○イト６．５１．２（８．２）Ｍ－０１１小皿ａ
○○イト５．８～６．４１．２８．３Ｍ－０１０小皿ａ
－○イト（６．４）１．０（８．４）Ｍ－００９小皿ａ
○○イト（６．２）１．１（８．４）Ｍ－００８小皿ａ
○○イト６．４１．５８．４Ｍ－００７小皿ａ
○○イト（６．２）１．２（８．６）Ｍ－００６小皿ａ
○○イト（６．２）１．０（８．８）Ｍ－００５小皿ａ
－○イト（６．２）１．２（８．８）Ｍ－００４小皿ａ

２３３ＳＤ１１５灰褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○ヘラ（７．６）２．３（１０．６）Ｍ－００１坏ａ土師器
－○ヘラ（７．０）１．７（１０．６）Ｍ－００２坏ａ

２３３ＳＤ１２０暗灰色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト８．２２．８１２．４Ｍ－００１坏ａ土師器
－○イト（７．４）２．８（１２．４）Ｍ－００２坏ａ
○○イト６．５１．０８．２Ｍ－００５小皿ａ

白雲母含有○○イト６．８１．１８．８Ｍ－００４小皿ａ
－○イト（７．８）１．１（９．６）Ｍ－００３小皿ａ

２３３ＳＸ１２６暗褐色土
備考内底螺旋状ナデ板状圧痕内底ナデ底部処理底径器高口径遺物番号器種種別

○○イト（６．６）１．１（８．６）Ｍ－００１小皿ａ土師器
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大宰府条坊跡第233次調査　出土遺物一覧表（１）

Ｓ－１暗褐色土
甕、蓋３、供膳具須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、椀ｃ、煮炊具（角閃石）土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
破片瓦 器
他器種；破片（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ－ｂ（１）同安窯系青磁
平玉石（白）、円盤状滑石製品石 製 品
鉢（東播系）須恵質土器
破片瓦 質 土 器
椀；Ⅳ（１）、Ⅴ（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）、破片（１）白 磁
皿；Ⅴ－２（１）、Ⅷ（１）、Ⅸ（１）
破片（１）青 白 磁
他器種；盤Ⅰ（１）、盤Ⅰ－２（１）、Ｂ（１）中 国 陶 器
玉状土製品土 製 品

Ｓ－２暗灰色土
供膳具（ヘラ）、甕？（角閃石）土 師 器

Ｓ－３暗褐色土
椀ｃ、供膳具土 師 器

Ｓ－３褐色土
甕須 恵 器
椀ｃ、供膳具（イト、ヘラ）、甕？土 師 器
？破片黒色土器Ａ
平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ）瓦 類
椀×皿（東海？）（１）緑 釉 陶 器

Ｓ－４暗灰色土
坏、供膳具（イト）土 師 器
他器種；破片（２）龍泉窯系青磁
甕；？破片（１）中 国 陶 器

Ｓ－５暗褐色土
坏ａ、坏ｃ、坏ｃ２、坏ｃ３、坏ｃ４、蓋、蓋１、蓋３、高坏、壺須 恵 器
壺ｆ×ｄ、小壺、瓶、甕
坏ａ（イト、白雲母）、丸底坏、丸底坏ｃ、椀ｃ（油煙）土 師 器
小皿ａ（イト、手捏ね、穿孔、波状口縁、イト付着、搬入）、小皿ａ２
小皿ｃ、小皿（コースター状）、大皿、高坏、器台、甕ａ、甕ｂ
煮炊具（角閃石）、破片（被熱発泡）
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－１（１）、Ⅱ（１）、破片（２）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（１３）、Ⅰ－１ｃ（１）、Ⅰ－２（４）、Ⅰ－４（１４）、Ⅰ－６（２）、Ⅱ（１）龍泉窯系青磁
　　Ⅱ－ｂ（１）、小椀（１）、破片（１３）
皿；Ⅰ（１）、Ⅰ－１ｃ（１）、破片（３）
他器種；破片（３）
椀；Ⅰ（２）、Ⅰ－１ｂ（１８）、Ⅰ－１ｃ（１）、Ⅱ（１）、Ⅲ×Ⅳ（１）同安窯系青磁
　　Ⅲ－２？（１）、破片（５）
皿；Ⅰ（１）、Ⅰ（３）、Ⅰ－ｂ（２）、Ⅰ－１ｂ（４）、Ⅰ－２ｂ（６）、破片（１５）
他器種；破片（６）
象嵌；椀（１）高 麗 青 磁
高麗×李朝；椀×坏（１）、龍泉窯系×同安窯系；椀（１）青磁（未分類）
丸瓦（Ⅰ－ｃ）、軒丸瓦（珠文）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ、Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｂａ瓦 類
Ⅰ－Ｂｃ、Ⅰ－Ｃａ、Ⅰ－Ｃｂ、Ⅰ－Ｃｃ、Ⅰ－Ｄ、縄目叩）
破片（格子叩、縄目叩）、瓦玉
砥石、滑石製石鍋、平玉石（白、黒）、ｏｂ－Ｆ（５）石 製 品
煮炊具土師質土器
鉢（東播系Ⅱ－２）、甕須恵質土器
鉢ＡⅠ瓦 質 土 器
椀×皿（１）、破片（１）瀬 戸
椀；Ⅱ（１）、Ⅳ（３）、Ⅳ－１ａ（１）、Ⅳ－１ｂ（１）、Ⅴ（１）白 磁
　　Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（３）、Ⅷ（６）、破片（１４）
皿；Ⅲ（２）、Ⅳ（１）、Ⅵ（１）、Ⅵ×Ⅶ（１）、Ⅸ（１）、破片（１）
壺他；壺×水注（１）、壺×水注Ⅲ（１）、壺×水注Ⅲ系（１）
　　　合子蓋×小壺蓋（１）、破片（１２）
白磁×青白磁椀（１）、破片（１）青 白 磁
壺；壺×耳壺Ｂ（２）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（２）、Ⅰ－１（１）、Ⅰ－１ｂ（２）、Ⅳ－１（２）
他器種；盤Ⅰ－ｂ（１）、盤Ⅰ－２（２）、小盤Ⅰ－２′ｂ（１）、Ａ－２（２）、Ｂ（６）
　　　　破片（１）
朝鮮系無釉陶器壺（１）、壺×甕（１）、破片（５）須恵質（輸入）
耳壺（１）黒 釉 陶 器
椀形鍛冶滓、鉄釘金 属 製 品
土玉、焼土塊土 製 品

Ｓ－５暗灰褐色土
坏ｃ３、坏ｃ４、蓋１、蓋３、蓋ｃ、小蓋、壺ａ×ｃ、壺ｂ×鉢ｂ須 恵 器
鉢ｂ、甕ｂ、大甕
坏ａ（イト、錆状付着物）、坏（穿孔、油煙、墨状付着物）、小坏（未分類）土 師 器
椀ｃ、大椀ｃ、小皿ａ（イト、墨跡、穿孔、油煙、）、甕ｂ、甕（角閃石）
甕把手、鍋
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀ｃ、菊皿（型成形）瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－２ア（１）、Ⅱ（１）、Ⅰ×Ⅲ（１）越州窯系青磁
壺；破片Ⅲ系？（未分類）（１）
褐釉；小壺（１）
椀；Ⅰ（１２）、Ⅰ－１（１）、Ⅰ－２（４）、Ⅰ－２ａ（１）、Ⅰ－３ａ（１）、Ⅰ－４（５）龍泉窯系青磁
　　Ⅱ－ｂ（１）、破片（１８）
皿；Ⅰ－１ｂ（２）、Ⅰ－２ａ（１）、Ⅰ－２ｂ（１）
他器種；小坏（１）、破片（７）
椀；Ⅰ－１（１）、Ⅰ－１ａ（２）、Ⅰ－ｂ（１）、Ⅰ－１ｂ（９）、Ⅰ－１ｃ（２）、Ⅱ（３）同安窯系青磁
　　Ⅱ×Ⅲ（１）、破片（１２）
皿；Ⅰ（５）、Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－ｂ（１）、Ⅰ－１ｂ（２）、Ⅰ－２ｂ（７）、破片（１）
他器種；破片（５）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｃ）、軒平瓦（瓦当）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ、Ⅰ－Ａｂ瓦 類
文字Ⅵ－３、縄目叩）、破片（格子叩、縄目叩）、瓦玉

※陶磁器分類の後の（　）は破片点数

砥石、硯、平玉石（黒、白、緑）、滑石製石鍋、滑石製品石 製 品
スクレイパー（ａｎｄ）、石鏃（ｏｂ）、ｏｂ－ＲＦ（１）、ｏｂ－Ｆ（２）
鍋ＣⅠ土師質土器
鉢（東播系Ⅱ－２）、甕須恵質土器
鉢ＡⅠ、鉢ＡⅠａ、甕瓦 質 土 器
椀×皿（京都系）（１）、壺（産地不明）（１）、破片（京都）（１）緑 釉 陶 器
壺（１）灰 釉 陶 器
椀；Ⅳ（７）、Ⅳ－１（１）、Ⅴ（５）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（４）、Ⅶ（１）、Ⅶ－ｂ（１）白 磁
　　Ⅷ（５）、Ⅷ－２×３（１）、Ⅷ－２×３（墨書）（１）、破片（２３）
皿；Ⅲ－１（２）、Ⅷ－ｂ（１）、破片（２）
壺他；鉢（２）、壺×水注（１）、壺×水注Ⅲ（３）、壺×水注Ⅲ系（１）
　　　破片（１２）
椀（３）、皿（輪花）（１）、合子蓋（１）、破片（１）青 白 磁
壺；耳壺Ｂ（１）、壺×耳壺Ｂ（６）、壺×耳壺Ｂ（墨書）（１）中 国 陶 器
　　壺（ミニチュア）Ｂ（１）
鉢；Ⅰ（４）、Ⅰ－２ｂ（１）、Ⅲ（１）、鉢×水注Ｂ（１）
甕；破片（１）
他器種；盤Ⅰ（１）、盤Ⅰ－１′（１）、盤Ⅰ－２（３）、盤Ⅰ－ｂ（１）
　　　　水注Ａ－２（１）、Ａ－２（１）、Ｂ（１８）、Ｃ（１）
朝鮮系無釉陶器壺×甕（４）、破片（２）須恵質（輸入）
鉄釘、板状鉄製品、鉄滓金 属 製 品
土玉、鞴羽口、柱状製品、焼土塊土 製 品

Ｓ－５灰色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕ａ、甕ｂ、甕把手土 師 器
椀ｃ瓦 器
椀；破片Ⅰ（１）越州窯系青磁
椀；Ⅱ（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｂ（１）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃａ）瓦 類
甕須恵質土器
壺他；壺×水注Ⅲ系（１）白 磁
他器種；盤（緑釉）（１）、Ｂ（２）中 国 陶 器

Ｓ－５黒褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト、油煙）、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
椀；Ⅰ－４（３）、破片（１）龍泉窯系青磁
皿；破片（１）同安窯系青磁
鉢（東播系）須恵質土器
鉄釘金 属 製 品
獣骨そ の 他

Ｓ－５暗茶褐色土
坏ａ、坏ｃ１、坏ｃ４、小坏ａ、蓋１、蓋ｃ、壺ｆ、壺ｆ～ｅ（二重口縁）須 恵 器
甕ａ、甕？（高台付、裏面同心円叩）
坏ａ（イト）、坏（京都系）、坏ｃ、丸底坏ａ、椀ｃ、小皿ａ（イト、油煙）土 師 器
小皿（コースター状）、蓋ｃ、高坏、器台脚、供膳具（油煙、鉱滓状付着物）
鉢、甕ａ、甕（玄界灘式）、破片（角閃石）
椀ｃ、皿黒色土器Ａ
坏ａ？、椀ｃ黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅲ（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（１１）、Ⅰ－２（１）、Ⅰ－４（２）、Ⅰ－６ａ（１）、小椀Ⅰ－１（１）、破片（３）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ－１ｃ（１）、Ⅰ－２（１）
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－１ｂ（１０）、Ⅱ（２）、Ⅲ（２）、破片（３）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｂ（１）、破片（１）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ｂｂ、Ⅰ－Ｃｃ）、磚瓦 類
平玉石（黒、白）、滑石製石鍋、滑石製品、石斧（磨製）、ｏｂ－Ｆ（４）石 製 品
鍋Ａ、鍋ＣⅢ土師質土器
鉢（東播系Ⅱ－２）、甕須恵質土器
鉢ａ、火鉢×釜瓦 質 土 器
椀；Ⅰ－１（１）、Ⅱ（１）、Ⅳ（３）、Ⅴ（５）、Ⅴ－１×Ⅷ－２（２）白 磁
　　Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（４）、Ⅴ×Ⅵ（２）、Ⅴ～Ⅶ（１）、Ⅷ（４）
　　Ⅷ（茶色付着物）（１）、Ⅷ－１（茶色付着物）（２）、椀×皿（１）、破片（１０）
皿；Ⅲ－１（２）
壺他；壺×水注（１）、壺×水注Ⅲ系（２）、耳壺×水注Ⅲ系（２）、破片（７）
椀（１）、合子蓋（１）青 白 磁
鉢；Ⅰ－１（１）中 国 陶 器
他器種；盤Ⅰ（１）、Ａ－２（３）、Ｂ（２）
朝鮮系無釉陶器壺（１）、破片（２）須恵質（輸入）
刀、刀子、鉱滓金 属 製 品
土玉、鞴羽口、焼土塊土 製 品

Ｓ－５明灰色土
甕、坏ｃ４須 恵 器
坏ａ（イト）、丸底坏、小皿ａ（イト）、供膳具（ヘラ）土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
供膳具瓦 器
椀；Ⅰ（４）、Ⅰ－４（３）、Ⅰ－６ｂ（１）、Ⅱ－ａ（２）、破片（２）龍泉窯系青磁
皿；破片（１）
他器種；破片（４）
皿；破片（３）同安窯系青磁
丸瓦、平瓦、瓦玉瓦 類
滑石製石鍋（鍔付き）、滑石製品、台石？石 製 品
破片須恵質土器
皿；Ⅷ（１）、Ⅷ－１′（１）白 磁

Ｓ－５灰色砂
坏ｃ２須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
壺；壺×水注Ⅱ（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ－４（１）龍泉窯系青磁
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大宰府条坊跡第233次調査　出土遺物一覧表（２）

Ｓ－５明茶色土
坏ａ、蓋１、甕、甕（器面摩耗）須 恵 器
坏ａ（イト）、丸底坏ａ、椀ｃ、小皿ａ（イト、手捏ね）、小皿ａ２土 師 器
小皿（搬入？）、器台、甕ａ、甕ｂ
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（３）、破片（１）龍泉窯系青磁
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃａ）、平瓦（縄目叩－被熱発泡）、破片（被熱）、破片（格子叩）瓦 類
滑石製品、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
鉢Ａ瓦 質 土 器
椀；Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）、破片（２）白 磁
皿；破片（１）
壺他；破片（１）
皿（１）青 白 磁
朝鮮系無釉陶器（１）須恵質（輸入）
土馬（瓦質）、土玉土 製 品

Ｓ－５茶色土
供膳具、壺、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、大坏ａ（イト）、坏（京都系）、丸底坏ａ（刻書？）、椀ｃ土 師 器
小皿ａ（イト）、小皿（コースター状）、高坏、器台、蓋？、甕ａ、甕ｂ、鍋
供膳具黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅱ（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ－４（１）、小椀Ⅰ（１）龍泉窯系青磁
椀；Ⅰ－１ｂ（１）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｂ（１）
破片（１）青磁（未分類）
丸瓦（格子叩）、破片（格子叩Ⅰ－Ｃｃ）瓦 類
滑石製坏状製品、滑石破片、ｏｂ（縦長剥片）（１）石 製 品
鉢（東播系）須恵質土器
椀×皿（防長系）（１）緑 釉 陶 器
椀；Ⅳ（２）、Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）、破片（２）白 磁
壺；壺×耳壺Ｂ（１）中 国 陶 器
他器種；Ａ－２（１）
土玉土 製 品

Ｓ－５暗灰色粘土
甕須 恵 器
坏ａ（イト、煤付着）、椀×皿ｃ、小皿ａ（イト）、煮炊具土 師 器
椀；Ⅰ（１）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
椀；Ⅰ－１ｂ（１）、Ⅰ－１ｃ（１）、椀×皿（１）同安窯系青磁
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｃａ？）、平瓦、破片瓦 類
滑石製石鍋Ａ石 製 品
箸、下駄の歯、毬杖の球、板状製品、用途不明製品木 製 品
鉢須恵質土器
椀；Ⅴ（１）、Ⅷ（１）白 磁
皿；破片（１）
壺；壺×耳壺Ｂ（１）中 国 陶 器
他器種；盤Ⅰ（１）
用途不明製品（内面煤付着）土 製 品
獣骨そ の 他

Ｓ－５暗灰色粘土②（本層は暗灰色粘土と同一層）
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－２（１）龍泉窯系青磁
龍泉窯系×同安窯系椀？（１）青磁（未分類）
漆椀、扇、火鑽臼、板状製品、棒状製品、用途不明製品木 製 品
椀；Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）白 磁
椀（１）青 白 磁
獣骨そ の 他

Ｓ－５茶色土②（本層はＳ－５覆土に切られる整地層）
蓋、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、丸底坏、椀ｃ、小皿ａ（イト）、供膳具（ヘラ）、煮炊具土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
椀瓦 器
皿；Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁
壺他；壺Ⅲ系（１）白 磁
鉱滓金 属 製 品
土玉土 製 品

Ｓ－６暗灰褐色土
破片須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
破片（縄目叩）瓦 類
鉢須恵質土器
皿；Ⅴ～Ⅶ（１）白 磁

Ｓ－７灰褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１０暗灰褐色土
坏ａ、 、壺ｂ、小甕、大甕（ヘラ記号あり）須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、丸底坏ｃ、丸底坏、椀ｃ、小皿ａ２、甕ａ、甕（角閃石）土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ（外反）（１）越州窯系青磁
鉢他；破片Ⅰ（２）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ）、平瓦（縄目叩）瓦 類
椀×皿（東海）（１）緑 釉 陶 器
壺？（１）灰 釉 陶 器

※陶磁器分類の後の（　）は破片点数
Ｓ－１０褐色土

供膳具須 恵 器
丸底坏ａ土 師 器
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品

Ｓ－１１暗灰色土
椀ｃ、円面硯、壺、甕須 恵 器
丸底坏、椀ｃ、小皿ａ（ヘラ）、器台、甕ａ、甕×鉢、煮炊具（角閃石）土 師 器
カマド
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ－２ｂ（１）、Ⅰ－２ア、Ⅰ（４）、Ⅱ（１）越州窯系青磁
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｃ、Ⅰ－Ｂｃ）、平瓦（縄目叩、無文）瓦 類
平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ、Ⅰ－Ｂａ、Ⅰ－Ｃａ、Ⅰ－Ｃｃ）
ｏｂ－Ｆ（２）石 製 品
鉢土師質土器
椀；Ⅹ Ⅰ（１）白 磁

Ｓ－１１暗褐色土
坏ｃ、坏ｃ３、坏ｃ４、蓋３、鉢（篠？）、小壺、壺ｅ～ｆ（肥後？）、甕須 恵 器
丸底坏、椀ｃ（油煙）、椀ｃ（Ⅵ期）、小皿ａ、小皿ａ２、椀×皿ｃ（８ｃ）土 師 器
供膳具（ヘラ）、甕ａ
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ－２ア（１）越州窯系青磁
鉢他；Ⅰ（１）
龍泉窯系×同安窯系椀×皿（１）（混入か）青磁（未分類）
丸瓦（格子叩）、平瓦（縄目叩）、瓦玉瓦 類
平玉石（白）、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
椀×皿（産地不明）（１）緑 釉 陶 器
椀×皿（１）灰 釉 陶 器
破片（柱状）土 製 品

Ｓ－１１暗灰褐色土
甕須 恵 器
甕ｂ土 師 器
丸瓦（格子叩）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ）瓦 類
鉢（片口）土師質土器

Ｓ－１２褐白色土
甕須 恵 器
供膳具（イト）土 師 器

Ｓ－１２暗褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕ａ土 師 器
皿；Ⅰ（１）、Ⅰ－２ｂ（１）同安窯系青磁
朝鮮系無釉陶器（１）須恵質（輸入）

Ｓ－１２黒褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、坏ｃ、坏×椀（搬入品？）、小皿ａ（イト）、甕ａ、カマド土 師 器
破片黒色土器Ａ
皿黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－２（１）、Ⅰ－４（２）、Ⅱ－ａ（４）、Ⅱ－ｂ（１２）、Ⅲ（３）龍泉窯系青磁
　　破片（１）
他器種；坏（１）、坏Ⅲ－１（１）、坏Ⅲ－３（１）、盤（１）、盤Ⅲ系（１）、破片（６）
Ⅰ－１ｂ（６）、Ⅰ－１ｃ（１）、破片（１）同安窯系青磁
破片瓦 類
平玉石（黒）、砥石、硯、円柱状滑石製品、スクレーパー（片岩系）石 製 品
ｏｂ－Ｆ（１）
鍋Ａ、鍋ＣⅠｂ、鉢、火鉢土師質土器
破片瓦 質 土 器
瓶子（１）瀬 戸
椀；Ⅴ－２×Ⅷ－４（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）、破片（４）白 磁
皿；Ⅴ－１（１）、Ⅸ（７）、Ⅸ－１（３）、Ⅸ－２（１）、破片（１）
壺他；合子蓋（１）、壺×水注（１）、壺×水注Ⅲ（３２）、水注Ⅲ（２）、破片（４）
皿（１）青 白 磁
鉢；Ⅰ－１ｂ（１）中 国 陶 器
甕；破片（４）
他器種；盤Ⅰ－１ｂ（１）、Ｂ（２）、Ｃ（２）、破片（７）
鉄釘金 属 製 品
焼土塊、円盤状加工土器片土 製 品

Ｓ－１３暗褐色土
壺、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片瓦 器
椀；Ⅱ－ａ（１）、破片（１）龍泉窯系青磁
破片瓦 類
平玉石（白）石 製 品
壺他；壺×水注Ⅲ（５）、破片（１）白 磁

Ｓ－１４暗褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
鉢須恵質土器

Ｓ－１５暗褐色土
壺×甕須 恵 器
小皿ａ（イト）、煮炊具土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀；Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁
破片（１）青磁（未分類）
甕？須恵質土器
焼土塊土 製 品
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※陶磁器分類の後の（　）は破片点数

焼土塊土 製 品
種子（桃）そ の 他

Ｓ－２４暗灰褐色土
坏ｃ土 師 器

Ｓ－２５黒褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、小皿ｂ土 師 器
平瓦（格子叩）瓦 類
鍋土師質土器
鉢須恵質土器
鉢瓦 質 土 器

Ｓ－２５黒灰色土
破片（酸化焔焼成）須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
平玉石（黒）石 製 品
甕須恵質土器

Ｓ－２５暗褐色土
坏、壺、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ、イト、油煙）、坏ａ×ｂ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、小皿ｂ土 師 器
煮炊具（角閃石）
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（１）、Ⅱ－ｂ（９）、Ⅲ－２（３）、小椀Ⅰ（１）、小椀Ⅲ（１）龍泉窯系青磁
他器種；壺（１）、壺Ⅲ（１）、破片（１）
椀；Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁
平玉石（黒）、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
鍋Ｄ、鍋×鉢土師質土器
鉢、鉢（東播系）須恵質土器
鉢瓦 質 土 器
椀；破片（１）白 磁
皿；Ⅸ（２）、破片（１）
壺；破片（２）
壺；耳壺ⅩⅡ（１）、壺×耳壺Ｂ（１）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（１）
甕；破片（４）
他器種；盤Ⅰ（２）、盤Ⅰ－２（１）、盤Ⅰ－ｂ（１）、Ｂ（１）、Ｄ－３（１）
　　　　破片（２）
朝鮮系無釉陶器（１）須恵質（輸入）
浅鉢（後～晩期）縄 文 土 器
鞴羽口、焼土塊土 製 品

Ｓ－２５暗灰褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、小皿ｂ、盤×大皿（イト）、甕ａ土 師 器
煮炊具（角閃石）
椀ｃ黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀瓦 器
椀；Ⅰ－２ア（１）、Ⅲ－１（１）越州窯系青磁
坏；Ⅰ（１）
椀；Ⅰ（４）、Ⅰ－３（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（１２）、Ⅱ－ａ（３）、Ⅱ－ｂ（２４）龍泉窯系青磁
　　小椀Ⅱ－ｂ（１）、破片（８）
他器種；皿（１）、坏Ⅲ（１）、盤（１）、破片（１１）
椀；Ⅰ－１ｂ（２）、破片（３）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｂ（１）、破片（１）
龍泉窯系×同安窯系破片（１）、破片（１）青磁（未分類）
丸瓦（格子叩Ⅱ－Ａ）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｃ、縄目叩）瓦 類
平玉石（黒）、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
鉢土師質土器
鉢（東播系Ⅲ－１）、鉢（東海）、甕須恵質土器
椀×皿（防長）（１）緑 釉 陶 器
破片（１）国 産 陶 器
椀；Ⅴ（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（２）、Ⅴ～Ⅶ（１）、Ⅷ（２）、Ⅸ（１）、破片（３）白 磁
皿；Ⅸ（３）、Ⅸ－１（１）、破片（１）
壺他；壺Ⅲ（１）、破片（６）
椀（１）、合子蓋（１）、合子身（２）、破片（１）青 白 磁
壺；壺×耳壺Ｂ（２）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（１）、Ⅰ－２（１）、Ⅱ－１ａ（１）
甕；破片（８）
他器種；盤Ⅰ（２）、盤Ⅰ－２（１）、Ａ－２（１）、Ｂ（２）、Ｃ（２）、破片（７）
開元通寶（１）銭 貨
鉱滓、鉄釘金 属 製 品
円盤状加工土器片、鞴羽口、焼土塊土 製 品

Ｓ－２５褐灰色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ＜イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、小皿ｂ、甕土 師 器
皿黒色土器Ａ
椀；Ⅱ－ａ（１）、Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
龍泉窯系×同安窯系破片（１）青磁（未分類）
丸瓦（格子叩）瓦 類
鍋×鉢土師質土器
鉢（東播系）須恵質土器
火鉢ＢⅢ、鉢瓦 質 土 器
甕（１）国 産 陶 器
椀；Ⅳ（１）白 磁
皿；Ⅸ（１）、Ⅸ－１（１）
壺他；壺Ⅲ（１）、破片（１）
甕；破片（１）中 国 陶 器
他器種；盤Ⅰ（１）
壺（１）黒 釉 陶 器
？破片縄 文 土 器

Ｓ－１５褐色土
坏ｃ、蓋、鉢ｂ、壺、甕須 恵 器
丸底坏、椀ｃ、小皿ａ（イト）、煮炊具土 師 器
破片黒色土器Ｂ
平瓦（縄目叩）瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
破片（産地不明）（１）緑 釉 陶 器
破片（１）灰 釉 陶 器
椀；Ⅳ（１）、破片（１）白 磁
壺他；破片（１）

Ｓ－１５茶色土
椀×皿ｃ、煮炊具土 師 器

Ｓ－１５暗黄褐色土
供膳具土 師 器
平瓦（縄目叩）瓦 類
ｏｂ－Ｆ（３）石 製 品
甕（産地不明）須恵質土器
椀；破片（１）白 磁
壺他；破片（１）

Ｓ－１６暗褐色土
破片須 恵 器
小皿ａ（イト）、供膳具（イト）土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀；Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁
他器種；坏×椀Ⅲ（１）
皿；破片（１）同安窯系青磁
他器種；Ｂ（２）中 国 陶 器

Ｓ－１８暗灰褐色土
坏ｃ４、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、煮炊具土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
鉢（東播系）須恵質土器
皿？（１）国 産 磁 器
椀；Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）白 磁
壺他；床置物？（型成形）（１）、破片（１）
瓶（未分類）（１）染　付（輸入）
他器種；Ｂ（１）中 国 陶 器
鞴羽口土 製 品

Ｓ－１９暗褐色土
坏ｃ、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、高坏、甕、鍋Ｇ？、カマド土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀；Ⅱ－ｂ×Ⅲ（１）、破片（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｄ（１）
他器種；椀×坏Ⅲ（１）、肩付壺（１）、破片（１）
皿；Ⅰ－１（１）、破片（１）同安窯系青磁
破片（１）青磁（未分類）
丸瓦（縄目叩）、平瓦（格子叩）瓦 類
平玉石（黒）石 製 品
白七輪（近世～）土師質土器
行平鍋、瓶×徳利（近世～）国 産 陶 器
椀×皿国 産 磁 器
椀；破片（１）白 磁
壺他；破片（２）

Ｓ－２０黒褐色土
供膳具、壺、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、椀ｃ、小皿ａ（ヘラ）、小皿ａ２、甕ａ土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃａ）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｂｂ、Ⅰ－Ｃｃ、Ⅱ－Ａ瓦 類
文字Ⅱ－８、Ⅳ－４、縄目叩）、磚×熨瓦
平玉石（白）石 製 品
甕須恵質土器
椀×皿（近江系）（１）緑 釉 陶 器
鉄釘金 属 製 品

Ｓ－２０暗灰色土
椀ｃ、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ、油煙）、椀ｃ、甕ａ、甕ｂ、甕？（被熱）土 師 器
椀黒色土器Ａ
破片（大形）瓦 器
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ａ、Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｂｃ、Ⅰ－Ｃａ、Ⅰ－Ｃｂ、Ⅱ、無文）瓦 類
平瓦（文字Ⅰ－２、格子叩）、磚
滑石製石鍋石 製 品
櫛木 製 品
皿（京都系）（１）、破片（防長）（１）緑 釉 陶 器
刀子、鉄釘金 属 製 品
獣骨、種子（桃）そ の 他

Ｓ－２０暗褐色土
蓋３、壺、甕、甕（摩耗）須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、椀ｃ、椀ｃ×小皿ｃ、小皿ａ（イト）、供膳具（ヘラ、イト、油土 師 器
煙）、甕ａ、甕ｂ、甕（角閃石）、鉢（角閃石）
焼塩壺製 塩 土 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（４）、Ⅰ－２ア（１）越州窯系青磁
壺；壺×水注Ⅰ（１）、壺×水注Ⅱ（１）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ、Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｂａ、Ⅰ－Ｃｂ瓦 類
Ⅱ－Ｂ、文字Ⅲ－４、無文、縄目叩）、磚
滑石製石鍋、ｏｂ－Ｆ（５）石 製 品
椀×皿（京都）（１）、破片（防長）（１）、破片（京都）（１）、破片（産地不明）（２）緑 釉 陶 器
鉱滓金 属 製 品
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大宰府条坊跡第233次調査　出土遺物一覧表（４）

Ｓ－２６暗灰色土
甕須 恵 器
小皿ａ（ヘラ）、坏×皿ｃ、供膳具（ヘラ）土 師 器

Ｓ－２７暗灰色土
小皿ａ（イト）、供膳具（油煙）土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
供膳具瓦 器
椀；Ⅰ－１ｂ（２）同安窯系青磁

Ｓ－２８ａ暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－２８ｂ暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－２８ｄ暗褐色土
坏ａ（イト）土 師 器

Ｓ－２８ｈ暗褐色土
煮炊具土 師 器

Ｓ－２８ｉ暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－３０ａ暗灰色土
坏ａ（イト）土 師 器
他器種；坏Ⅲ－４（１）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）同安窯系青磁

Ｓ－３０ｂ暗灰色土
供膳具（イト）土 師 器

Ｓ－３０ｃ暗灰色土
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品

Ｓ－３１黒褐色土
破片土 師 器
椀×皿（東海？）（１）緑 釉 陶 器

Ｓ－３２暗灰褐色土
甕須 恵 器
破片土 師 器
平瓦瓦 類

Ｓ－３３暗褐色土
坏ｃ３、大蓋３、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ－８ｃ代）、坏×小皿ａ（ヘラ）、椀ｃ、甕ｂ土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
鉢他；破片Ⅰ（２）越州窯系青磁
丸瓦（縄目叩）、丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｂ）、破片（縄目叩）瓦 類
滑石製品、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
破片縄 文 土 器
不明土製品（カマドか）土 製 品

Ｓ－３４暗黄褐色土
供膳具（イト）土 師 器

Ｓ－３５黒褐色土
蓋ｃ、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕ａ、鍋土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
皿黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（２）、Ⅱ（４）、Ⅱ－ａ（５）、Ⅱ－ｂ（２０）、Ⅲ（５）、破片（１）龍泉窯系青磁
他器種；坏Ⅲ（１）、壺Ⅲ系（１）、破片（２）
椀；Ⅰ－１ｂ（１）、Ⅰ－１ｃ（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－１ｂ（１）
滑石製品、平玉石（黒）石 製 品
鉢（東播系Ⅱ－２）須恵質土器
鉢瓦 質 土 器
甕国 産 陶 器
椀；破片（４）、Ⅸ（４）白 磁
皿；Ⅷ－１′（１）、Ⅸ（２）
壺他；椀×皿（２）、壺×水注Ⅲ系（１）
合子身（１）、合子蓋（１）青 白 磁
壺；耳壺×壺Ｂ（３）、耳壺Ｄ（５）、壺×耳壺×水注Ｂ（１）中 国 陶 器
　　耳壺×水注Ａ－２（２）
鉢；Ⅰ（２）
甕；？Ｄ（１）、破片（３）
他器種；盤（２）、盤Ⅰ－２（１）、小盤Ⅰ－２′（１）、水注？Ａ－２（１）
　　　　水注Ｂ（１）、Ｂ（１）、Ｄ（１）、Ｄ－３（２３）、破片（２）
朝鮮系無釉陶器壺（１）須恵質（輸入）
元豊通寶（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
円柱状土製品（獣脚か）、土錘土 製 品

Ｓ－３５暗灰色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
供膳具瓦 器
椀；Ⅰ－１ａ（１）、破片（２）龍泉窯系青磁
皿；Ⅸ（１）、破片（１）白 磁
他器種；Ｄ－３（２）中 国 陶 器

Ｓ－３５黒灰色土
破片須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、供膳具（油煙）、甕、鍋ＣⅢｂ土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（１）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（２）、Ⅱ－ｂ（７）、Ⅲ－２ｂ（１）、小椀Ⅲ（１）龍泉窯系青磁
　　浅形椀Ⅲ系（１）、破片（１）
皿；破片（１）
他器種；坏Ⅲ－３（１）、鉢Ⅱ（１）
皿；Ⅰ－２ｂ（墨跡）、Ⅰ－２ｂ（１）同安窯系青磁
破片瓦 類

※陶磁器分類の後の（　）は破片点数

滑石製石鍋石 製 品
皿；Ⅷ－１（１）、Ⅸ（１）白 磁
壺他；壺×水注Ⅲ系（６）、壺（未分類）（１）
水注（１）青 白 磁
壺；耳壺（１）、Ｂ（１）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（１）
甕；破片（１０）
他器種；盤Ⅰ－２（１）、Ｄ－３（２４）
獣骨そ の 他

Ｓ－３５暗褐色土
坏ｃ４、蓋３、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト、油煙）、椀ｃ、甕ｂ、カマド？土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
供膳具瓦 器
椀；Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（５）、Ⅱ－ａ（５）、Ⅱ－ｂ（２０）龍泉窯系青磁
　　浅形椀Ⅲ系（３）、浅形椀？Ⅲ系（１）、破片（４）
皿；破片（２）
他器種；坏Ⅲ－１（１）、坏Ⅲ－３（２）、坏Ⅲ－３ｂ（１）、破片（５）
皿；破片（２）同安窯系青磁
破片（格子叩）瓦 類
滑石製用途不明品、不明石製品、滑石製品破片、平玉石石 製 品
鉢（東播系）、片口破片須恵質土器
椀；椀×皿（未分類）（１）、破片（２）白 磁
皿；Ⅷ（３）、Ⅷ－１（１）、Ⅸ（２）
壺他；破片（１）
壺；耳壺Ｄ（３）、耳壺（６）、壺×耳壺×水注Ｂ（３）、壺×水注Ａ－２（４）中 国 陶 器
　　壺×耳壺×水注Ａ－２（２）、壺×水注Ｂ（１）
鉢；Ⅱ－ａ（３）、Ⅰ（２）
甕；Ⅳ（１）、破片（１）
他器種；盤（１）、盤Ⅰ－２（１）、盤Ⅰ－ｂ×Ⅱ－ｂ（４）、盤Ｃ－１（３）
　　　　皿Ｂ（２）、Ｄ－３（１）
皇宋通寶（１）、銭名不詳（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
柱状土製品、焼土塊土 製 品

Ｓ－３５黄褐色土
甕？（平行叩）須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、供膳具（油煙）、煮炊具土 師 器
椀；Ⅰ－２（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（３）、Ⅱ－ａ（２）、破片（１）龍泉窯系青磁
他器種；坏Ⅲ－３ｂ（１）
皿；Ⅰ（１）同安窯系青磁
平玉石（黒）石 製 品
鉢須恵質土器
壺；耳壺Ｄ（１）中 国 陶 器
他器種；Ｄ－３（２）
金鎚金 属 製 品

Ｓ－３６黒灰黄色土
坏ａ（イト）、大坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（３）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（１）、Ⅱ－ｂ（８）龍泉窯系青磁
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁
平玉石（黒）石 製 品
破片須恵質土器
椀；Ⅹ－ｂ（１）白 磁
皿；Ⅸ（２）、Ⅸ－１（１）
壺他；破片（１）
壺；壺×耳壺Ｂ（１）中 国 陶 器

Ｓ－３６黒褐色土
供膳具、壺ｂ、甕、甕（肥後）須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、小皿ｂ、小皿ａ２×蓋３、供膳具（油煙）土 師 器
甕ａ、鍋、脚、カマド
供膳具黒色土器Ａ
坏ａ黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ－２ア（１）、椀×坏（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（８）、Ⅰ－１ｂ（１）、Ⅰ－２（１５）、Ⅰ－４（２）、Ⅱ（１２）、Ⅱ－ａ（６）龍泉窯系青磁
　　Ⅱ－ｂ（３８）、Ⅲ（７）、Ⅲ－１ｂ（１）、Ⅲ－２ｂ（３）、Ⅲ－２ｃ（１）
　　小椀Ⅲ（未分類）（３）、破片（１９）
他器種；坏（１）、坏Ⅲ（３）、坏Ⅲ－１（６）、坏Ⅲ－４（２）、坏Ⅲ－５ｄ？（１）
　　　　香炉Ⅲ（１）、盤（１）、破片（１７）
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ？（１）、Ⅰ－１ｂ（７）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－１（１）、Ⅰ－１ａ（１）、破片（２）
象嵌；壺×椀（１）高 麗 青 磁
丸瓦（格子叩）瓦 類
砥石、平玉石（黒＞白）、滑石製石鍋、石 、ｏｂ－ＲＦ（１）石 製 品
鉢（東播系Ⅲ－１、産地不明－擂り目有）、甕須恵質土器
鉢、火鉢ＢⅠａ、火鉢（脚）、鉢×火舎、破片（大形品）瓦 質 土 器
壺（常滑）、甕（東海系）国 産 陶 器
椀；Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（３）、Ⅴ－ｂ（２）、Ⅴ－４（１）白 磁
　　Ⅴ－４ｄ？（１）、Ⅷ（１）、Ⅸ（５）、Ⅹ－ｂ（１）、破片（１１）
皿；Ⅶ×Ⅷ（２）、Ⅷ（２）、Ⅸ（８）、Ⅸ－１（４）、Ⅸ－１ａ（１）、Ⅸ－１ｂ（１）
壺他；壺×水注Ⅲ系（３）、破片（６）
椀（１）、梅瓶（１）、壺×水注（１）青 白 磁
壺；壺Ⅳ（１）、耳壺Ⅵ（１）、耳壺Ｄ（１）、壺×耳壺（５）、壺×耳壺Ａ－２（１）中 国 陶 器
　　水注×壺Ａ－２（１）、耳壺×水注Ａ－２（５）、壺Ｂ（１）、壺×耳壺Ｂ（６）
　　壺×水注Ｂ（１）、壺×耳壺×水注Ｂ（２）、耳壺×甕Ｂ（１）
　　耳壺×甕Ｄ（３）
他器種；盤Ⅰ（９）、盤Ⅰ－２（１）、盤Ｃ－１（２）、華南三彩盤？（２）
　　　　水注Ⅴ（２）、椀Ｃ－１（１）、皿Ｂ（３）、Ａ－２（３）、Ｂ（１）
　　　　Ｄ－３（４）
元豊通寶（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
円盤状土製品、焼土塊土 製 品
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※陶磁器分類の後の（　）は破片点数

椀；Ⅳ－２（１）白 磁
皿；破片（１）
壺他；破片（１）
鉢；Ⅰ（１）中 国 陶 器
他器種；Ｂ（１）

Ｓ－４５茶色土
供膳具（イト）土 師 器
破片瓦 器
椀；Ⅲ－２（１）龍泉窯系青磁

Ｓ－４６暗茶褐色土
破片須 恵 器
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－４８暗褐色土
供膳具須 恵 器
供膳具土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ

Ｓ－４９茶色土
甕須 恵 器
供膳具、煮炊具土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ

Ｓ－５０暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ－ｂ（６）、破片（３）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ（１）
他器種；坏Ⅲ－１（３）
椀；Ⅰ（１）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－ｂ（１）
砥石×硯石 製 品
鉢（東播系）須恵質土器
鉢ＡⅡ（片口）瓦 質 土 器
椀；破片（１）白 磁
合子身（１）青 白 磁
他器種；盤Ⅰ（１）中 国 陶 器
鉄釘金 属 製 品

Ｓ－５０褐色砂
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、小皿ｂ土 師 器
すり臼（下臼）石 製 品
鉢ＡⅡｃ瓦 質 土 器

Ｓ－５０黄褐色土
蓋１須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、煮炊具土 師 器
破片瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（１）、破片（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－１ｂ（１）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅸ（１）白 磁
壺他；破片（１）
破片（１）青 白 磁
他器種；破片（１）中 国 陶 器
おはじき土 製 品

Ｓ－５２黒褐色土
蓋３須 恵 器
小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
破片須恵質土器
皿；Ⅹ－ｂ（１）白 磁
鉄釘金 属 製 品

Ｓ－５３暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－５５暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、器台、煮炊具土 師 器
椀瓦 器
椀；Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（２）、Ⅱ－ｂ（５）龍泉窯系青磁
他器種；破片（２）
皿；Ⅰ－２（１）、破片（１）同安窯系青磁
棊子（黒、緑）石 製 品
椀；Ⅳ（１）、Ⅸ（２）、破片（１）白 磁
皿；Ⅸ（１）
壺他；破片（３）
他器種；皿（１）、盤Ⅰ（１）中 国 陶 器

Ｓ－５５褐灰色土
坏、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅱ－ｂ（３）龍泉窯系青磁
他器種；破片（２）
瓦玉瓦 類
棊子（黒）、用途不明滑石製品石 製 品
皿；Ⅸ－２（１）白 磁
壺他；破片（３）
他器種；盤Ⅰ（１）中 国 陶 器

Ｓ－３７暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト＞ヘラ）、甕土 師 器
椀瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－６（１）龍泉窯系青磁
椀；Ⅴ（１）、破片（２）白 磁
壺他；合子身（１）、破片（５）
壺；壺×水注Ａ－２（１）中 国 陶 器
他器種；盤Ⅰ（１）
鉱滓金 属 製 品

Ｓ－３８暗褐色土
破片土 師 器
ｏｂ－Ｆ（３）石 製 品
破片（粗製、精製）縄 文 土 器

Ｓ－４０黒褐色土
供膳具、甕、貯蔵具（カキ目）須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、椀ｃ、煮炊具土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
鉢他；坏×椀Ⅰ（輪花）（２）、破片（５）越州窯系青磁
丸瓦（格子叩）、平瓦（格子叩、文字Ⅱ－３）瓦 類
壺他；破片（１）白 磁

Ｓ－４１暗褐色土
供膳具、煮炊具土 師 器

Ｓ－４３暗灰褐色土
椀；Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁

Ｓ－４４暗褐色土
甕須 恵 器
供膳具土 師 器
染付磁器碗蓋（明治）肥前系陶磁器

Ｓ－４５黒褐色土
坏ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅱ（１）龍泉窯系青磁
椀；Ⅰ－１ｃ（１）同安窯系青磁
鉢土師質土器
鉢（東播系）須恵質土器

Ｓ－４５黒灰色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、大椀ｃ、小皿ａ（ヘラ＜イト）、甕ｂ土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
供膳具瓦 器
椀；Ⅰ（２）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ｂ（２）、破片（１）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
皿；Ⅰ－２（１）、破片（１）同安窯系青磁
丸瓦、破片（格子叩）瓦 類
平玉石（黒）石 製 品
鉢、甕須恵質土器
甕（１）国 産 陶 器
椀；破片（１）白 磁
皿：Ⅷ－２ｂ（１）
鉢；Ⅰ－２ａ（１）中 国 陶 器
他器種；Ｃ（１）
円盤状製品土 製 品

Ｓ－４５黄灰色砂
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
用途不明金具（銅製）金 属 製 品

Ｓ－４５暗褐色土
坏ｃ１、蓋３、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト、油煙）、甕ａ、把手土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
供膳具黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
褐釉；壺×水注（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（９）、Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（６）、Ⅱ－ａ（３）、Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
　　破片（８）、Ⅱ？（１）
皿；破片（１）
他器種；破片（５）
椀；Ⅰ－１ｂ（２）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ（６）、Ⅰ－２（２）、Ⅰ－２ａ（１）
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｂ）、平瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｃ）瓦 類
滑石破片、ｏｂ－Ｆ（３）石 製 品
鉢、鍋Ａ土師質土器
鉢、鉢（東播系）須恵質土器
破片瓦 質 土 器
椀；Ⅳ（４）、Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（２）、破片（３）白 磁
壺他；壺×水注（３）、破片（３）
合子身（１）、破片（２）青 白 磁
壺；壺×耳壺Ｂ（４）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（２）、Ⅰ－２（３）、Ⅰ－２ｂ（２）
他器種；盤Ⅰ－ｂ（１）、盤Ⅰ－２′（１）、Ｂ（８）、Ｃ（１）
朝鮮系無釉陶器壺（１）、破片（２）須恵質（輸入）
壺（１）黒 釉 陶 器
鉄片金 属 製 品
土錘土 製 品
木炭そ の 他

Ｓ－４５暗灰色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕ａ土 師 器
破片瓦 器
椀；Ⅱ（１）、Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
甕須恵質土器
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Ｓ－５５黒褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
棊子（黒）石 製 品
他器種；盤Ⅰ（１）中 国 陶 器
焼土塊土 製 品

Ｓ－５５褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、器台土 師 器
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（３）、Ⅰ－２（１）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ－ａ（３）、Ⅱ－ｂ（１１）龍泉窯系青磁
他器種；坏（２）、破片（５）
皿；Ⅰ（１）、破片（２）同安窯系青磁
瓦玉瓦 類
棊子、砥石、滑石製用途不明品石 製 品
鉢（東播系）須恵質土器
火鉢（未分類）瓦 質 土 器
椀；Ⅸ－１（１）、破片（２）白 磁
皿；Ⅸ（１）、Ⅸ－１（２）、Ⅸ－１ａ（２）
壺他；破片（１）
鉢；Ⅰ－１（１）中 国 陶 器
他器種；盤Ⅰ－２（２）、Ｂ（１）
皇宋通寶（１）、大観通寶（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
おはじき、焼土塊土 製 品
ガラス製品；小玉そ の 他

Ｓ－５５黄褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（２）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（２）、Ⅱ－ｂ（２）、Ⅲ（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ（１）
他器種；破片（２）
瓦玉、破片瓦 類
棊子（黒）、砥石、滑石破片石 製 品
鍋ＤⅠａ土師質土器
破片須恵質土器
椀×皿（１）灰 釉 陶 器
椀；Ⅸ（１）、Ⅸ－２ａ（１）、椀×皿Ⅸ（１）白 磁
皿；Ⅸ（１）、Ⅸ－１（２）、Ⅸ－１ａ（１）、Ⅸ－１ｂ（１）
壺他；破片（１）
小皿（１）青 白 磁
他器種；盤Ⅰ（３）、盤Ⅰ－２（１）中 国 陶 器
紹定通寶（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
鞴羽口、焼土塊土 製 品
獣骨（被熱）そ の 他

Ｓ－５７暗褐色土
甕須 恵 器
供膳具（イト）土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
破片瓦 質 土 器

Ｓ－５８暗灰褐色土
椀ｃ土 師 器

Ｓ－５９暗褐色土
破片土 師 器
焼塩壺製 塩 土 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－６０暗褐色土
椀、蓋３、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕ａ、甕（角閃石）、鍋、器台脚土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
椀ｃ瓦 器
鉢瓦 質 土 器
破片（１）灰 釉 陶 器
椀；破片（１）白 磁
鉢；Ⅰ－１ｂ（１）中 国 陶 器
破片縄 文 土 器
鞴羽口、焼土塊土 製 品

Ｓ－６３黒褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－６４暗青灰色土
壺須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、供膳具（イト、油煙）、甕ａ土 師 器
椀瓦 器
褐釉；破片（１）越州窯系青磁
平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ）瓦 類
椀；Ⅳ－１ａ（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）白 磁
壺他；壺Ⅲ系（１）

Ｓ－６４暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト、油煙）、小皿ａ（イト）、小皿ｃ、甕土 師 器
椀黒色土器Ａ
椀ｃ瓦 器
椀；Ⅰ（２）越州窯系青磁
平瓦瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
皿；破片（２）白 磁

Ｓ－６５ｂ暗赤褐色土
破片土 師 器

※陶磁器分類の後の（　）は破片点数
Ｓ－６５ｂ褐色土

破片土 師 器

Ｓ－６５ｃ褐色土
甕須 恵 器
供膳具土 師 器

Ｓ－６５ｆ暗赤褐色土
破片土 師 器

Ｓ－６５ｆ褐色土
供膳具須 恵 器
破片土 師 器

Ｓ－６６暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－７０黒褐色土
大椀ｃ、蓋、壺須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、丸底坏ａ、椀ｃ、小皿ａ２（ヘラ）、甕ａ、甕ｂ、鉢土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
椀ｃ、皿ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（２）越州窯系青磁
丸瓦（格子叩Ⅰ－Ｃｂ）、平瓦（縄目叩、格子叩Ⅱ－Ａ）瓦 類
砥石、坏形滑石製品、坏形ミニチュア滑石製品、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
椀；破片（１）白 磁
甕；破片（４）中 国 陶 器
他器種；小盤Ⅰ（１）
猿面硯（須恵質）土 製 品

Ｓ－７１暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－７３暗灰色土
破片土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－７４暗褐色土
破片須 恵 器
供膳具（イト、油煙）土 師 器

Ｓ－７５暗褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、大坏、椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕ａ、鍋土 師 器
椀黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（１）、Ⅱ－ａ（１）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
丸瓦、平瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ）瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
破片須恵質土器
皿；Ⅸ－１（１）（混入か）白 磁
朝鮮系無釉陶器（１）須恵質（輸入）
焼土塊土 製 品

Ｓ－７５褐色土
甕須 恵 器
小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅰ－４（１）龍泉窯系青磁
破片瓦 類

Ｓ－７７暗灰褐色土
甕須 恵 器
小皿ａ（イト）土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片瓦 類

Ｓ－７９暗黄褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器
破片（格子叩Ⅰ－Ｃｂ）瓦 類

Ｓ－８０暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片瓦 器
椀；破片（１）龍泉窯系青磁
破片瓦 類
滑石破片石 製 品
壺？（１）灰 釉 陶 器
壺他；破片（１）白 磁
甕；破片（１）中 国 陶 器

Ｓ－８０灰褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト、油煙）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕ｂ土 師 器
破片（大形品）黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
破片瓦 器
椀；Ⅰ（２）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－２（２）、Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁
鉢（篠窯系）須恵質土器
椀；Ⅳ（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）、Ⅱ系（１）白 磁
皿；Ⅲ－１（１）

Ｓ－８２暗褐色土
供膳具（イト）土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－８６黒褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器
他器種；盤Ⅰ（１）中 国 陶 器

Ｓ－８７灰褐色土
供膳具土 師 器
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椀；Ⅰ（２）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ｂ（４）、？破片（１）龍泉窯系青磁
鉢（東播系Ⅱ－２）須恵質土器
鉢瓦 質 土 器
椀；Ⅸ（２）、破片（３）白 磁
皿；Ⅸ（２）
壺他；耳壺×水注（１）
壺（１）青 白 磁
鉢；Ⅰ－２ｂ（１）中 国 陶 器
甕；破片（２）
他器種；盤（１）、盤Ⅰ（１）、盤Ⅰ－ｂ（２）
皇宋通寶（１）銭 貨
鉄釘、板状鉄片金 属 製 品
焼土塊土 製 品

Ｓ－９５灰褐色土
椀；Ⅰ（１）龍泉窯系青磁
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品

Ｓ－９６茶褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
鉢（東播系）須恵質土器

Ｓ－９７暗褐色土
供膳具土 師 器
椀瓦 器

Ｓ－９８暗褐色土
椀×皿ｃ、供膳具（イト）、煮炊具土 師 器
破片瓦 器

Ｓ－９９黒褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１０１茶褐色土
供膳具（イト）土 師 器
破片（格子叩）瓦 類
焼土塊土 製 品

Ｓ－１０３褐色土
供膳具須 恵 器
供膳具（ヘラ）、煮炊具土 師 器
皿；Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁

Ｓ－１０４褐色土
蓋、壺、甕須 恵 器
椀ｃ、供膳具（油煙）、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ（２）越州窯系青磁
皿；Ⅰ（１）
丸瓦瓦 類
鉢須恵質土器
椀×皿（産地不明）（１）緑 釉 陶 器
坩堝？土 製 品

Ｓ－１０５暗褐色土
甕、壺須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、小皿（イト、コースター状）、大皿ａ（イト）土 師 器
器台、甕、鍋
供膳具黒色土器Ｂ
破片瓦 器
椀；Ⅰ（２）、Ⅰ－１（１）、Ⅰ－２（２）、Ⅰ－４（１）、Ⅱ（２）、Ⅱ－ａ（３）龍泉窯系青磁
　　Ⅱ－ｂ（５）、破片（７）
他器種；破片（１）
椀；Ⅰ－１ｂ（２）同安窯系青磁
皿；Ⅰ（１）、Ⅰ－１ａ（１）、Ⅰ－２ｂ（２）、破片（１）
丸瓦、平瓦、破片（格子叩）、瓦玉瓦 類
円板状滑石製品、滑石製用途不明品、棊子、ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
鉢（東播系）須恵質土器
椀（産地不明、Ｓ－１１５灰褐色土と接合）（１）灰 釉 陶 器
椀；Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）、破片（１）白 磁
壺他；破片（４）
合子蓋（１）、破片（１）青 白 磁
鉢；Ⅰ－２（１）中 国 陶 器
甕；破片（３）
他器種；盤Ⅰ（４）、盤Ⅰ－ｂ（６）
鉄釘金 属 製 品
焼土塊土 製 品

Ｓ－１０５灰褐色土
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１０６暗褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅰ－１ｂ（１）龍泉窯系青磁
平瓦瓦 類
棊子石 製 品

Ｓ－１０７褐色土
甕須 恵 器
椀ｃ土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－１０９褐色土
破片土 師 器

Ｓ－８８暗灰褐色土
坏ａ（イト）、大坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
椀；Ⅰ－２（１）龍泉窯系青磁
破片（格子叩）瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
鉢ＡⅠ瓦 質 土 器
椀；Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）白 磁
他器種；盤Ⅰ－ｂ（３）中 国 陶 器

Ｓ－８８暗灰色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－８９黒褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－９０黒褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、坏ｃ、小皿ａ（イト）、高坏、甕土 師 器
破片黒色土器Ｂ
椀；Ⅰ－１ａ（１）、Ⅱ－ｂ（６）、Ⅲ－２（２）龍泉窯系青磁
他器種；破片（１）
破片瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
甕須恵質土器
鉢瓦 質 土 器
椀×皿（京都？）（１）緑 釉 陶 器
皿（１）灰 釉 陶 器
破片（１）瀬 戸
椀；Ⅳ（１）白 磁
皿；Ⅴ（１）、Ⅸ－１（２）、Ⅸ－２（１）
甕；破片（１）中 国 陶 器
板状鉄製品金 属 製 品
焼土塊土 製 品
二枚貝そ の 他

Ｓ－９１暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－９２暗黄褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－９３黒褐色土
破片須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁
破片瓦 類
壺他；破片（型成形）（１）白 磁

Ｓ－９４暗褐色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－９５黒褐色土（本層は黒褐色土①と同一層）
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－９５黒褐色土①
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀瓦 器
椀；Ⅱ（１）龍泉窯系青磁
鉢（東播系）、甕須恵質土器
椀；？破片（未分類（内型））（１）青 白 磁
鉢；Ⅰ（１）中 国 陶 器
皇宋通寶（１）銭 貨
鉄釘金 属 製 品
木炭そ の 他

Ｓ－９５黄灰色土
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀瓦 器
椀；Ⅰ（１）、Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
他器種；鉢（１）
砥石、棊子（黒）石 製 品
鉢（東播系Ⅱ－２）須恵質土器
甕瓦 質 土 器
壺他；耳壺×水注（１）白 磁

Ｓ－９５黒褐色土②
甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、脚×把手土 師 器
椀；Ⅰ（２）、Ⅱ－ｂ（２）龍泉窯系青磁
椀；Ⅰ－１ｂ（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－１ｂ（１）、Ⅰ－２ｂ（１）
平瓦（無文、須恵質、土師質）瓦 類
平玉石（白）、滑石製石鍋、滑石製石鍋加工品石 製 品
鉢（東播系Ⅱ－２）、鉢須恵質土器
椀；Ⅷ（１）白 磁
壺他；破片（１）
皿（１）青 白 磁
Ⅳ？（１）中 国 陶 器
他器種；盤？（１）
鉄釘金 属 製 品
木炭そ の 他

Ｓ－９５黒褐色土③
坏ａ×ｃ、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
坏；Ⅰ（１）越州窯系青磁
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Ｓ－１１０黒褐色土
供膳具、貯蔵具須 恵 器
坏ａ（イト、油じみ）、椀ｃ、小皿ａ（イト）土 師 器
椀；Ⅰ－２（１）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ｂ（３）、Ⅲ－２（２）、破片（１）龍泉窯系青磁
皿；破片（１）同安窯系青磁
破片須恵質土器
瓶子（１）瀬 戸
椀；Ⅸ（１）白 磁
皿；Ⅸ（１）
鉢；Ⅰ（２）中 国 陶 器
焼土塊土 製 品

Ｓ－１１１褐色土
椀ｃ土 師 器
破片黒色土器Ｂ

Ｓ－１１２黒褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１１３暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１１４暗褐色土
破片須 恵 器
破片土 師 器
破片黒色土器Ｂ

Ｓ－１１５灰褐色土
蓋１、蓋ｃ、壺、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ）、椀ｃ、皿（ヘラ）、皿ｃ、甕土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
鉢他；破片Ⅱ（１）越州窯系青磁
平瓦（格子叩Ⅰ－Ａｂ、Ⅰ－Ｃａ）瓦 類
楔状滑石製品石 製 品
椀（産地不明）（１）灰 釉 陶 器
皿；ⅩⅠ（１）白 磁
焼土塊土 製 品

Ｓ－１１７暗褐色土
丸椀ａ（ヘラ）、小皿ａ（イト？）、甕土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
丸瓦瓦 類
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品

Ｓ－１１８黒褐色土
供膳具（イト）土 師 器

Ｓ－１２０暗灰色土
坏ｃ、壺須 恵 器
坏ａ（イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト、白雲母）、鍋、把手、破片（籾殻圧痕）土 師 器
供膳具黒色土器Ａ
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－１（１）、Ⅱ－ａ（１）、破片（２）龍泉窯系青磁
椀；？破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ－２ｂ（１）
平瓦（格子叩Ⅰ－Ａａ、Ⅰ－Ｃｂ）、破片（縄目叩）瓦 類
滑石製石鍋、棊子石 製 品
鉢須恵質土器
鉢瓦 質 土 器
皿（京都）（１）緑 釉 陶 器
皿（１）青 白 磁
他器種；盤Ⅰ－ｂ（１）、破片（１）中 国 陶 器

Ｓ－１２３褐色土
椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
皿ａ黒色土器Ｂ

Ｓ－１２４暗褐色土
供膳具土 師 器
破片黒色土器Ａ
他器種；破片龍泉窯系青磁
滑石製品石 製 品

Ｓ－１２６暗褐色土
甕須 恵 器
椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
他器種；破片（１）龍泉窯系青磁
皿；Ⅰ（１）同安窯系青磁
丸瓦、平瓦（縄目叩）瓦 類
椀；Ⅱ系（口縁外反）（１）白 磁
壺他；水注×四耳壺Ⅲ（１）、破片（３）
鉄釘金 属 製 品
ガラス製品；小玉そ の 他

Ｓ－１２７黒褐色土
坏ａ土 師 器

Ｓ－１２８黒褐色土
供膳具（イト）土 師 器
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品

Ｓ－１３１黒褐色土
供膳具須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ
椀；Ⅱ－ａ（１）龍泉窯系青磁
他器種；破片（２）
平玉石石 製 品
破片須恵質土器

Ｓ－１３２暗赤褐色土
供膳具土 師 器

※陶磁器分類の後の（　）は破片点数
Ｓ－１３３暗褐色土

破片須 恵 器
椀ｃ、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－１３４灰褐色土
供膳具（イト）、煮炊具土 師 器
椀ｃ黒色土器Ａ
椀；Ⅰ（１）、破片（１）龍泉窯系青磁
破片瓦 類
壺他；破片（１）白 磁
焼土塊土 製 品

Ｓ－１３５ｂ暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１３５ｃ暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１３５ｄ暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１３５ｅ暗褐色土
供膳具、甕ａ、甕ｂ土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－１３６暗褐色土
丸底坏、小皿ａ土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ

Ｓ－１３８暗褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１３９灰褐色土
坏ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１４０ａ暗褐色土
破片土 師 器
供膳具黒色土器Ｂ

Ｓ－１４０ｂ暗褐色土
甕ａ×鉢土 師 器

Ｓ－１４０ｃ暗褐色土
皿ｃ土 師 器

Ｓ－１４０ｄ暗褐色土
供膳具土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－１４０ｅ暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１４０ｆ暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１４０ｇ暗褐色土
破片土 師 器
破片黒色土器Ｂ

Ｓ－１４０ｈ暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１４１灰褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１４２褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１４３灰黄色土
甕須 恵 器
破片土 師 器

Ｓ－１４４灰褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１４５暗褐色土
供膳具、甕須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
椀瓦 器
椀；破片（２）龍泉窯系青磁
皿；破片（１）同安窯系青磁
椀；Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（１）白 磁
壺他；壺×水注Ⅲ系（１）、破片（１）
他器種；破片（１）中 国 陶 器

Ｓ－１４６暗灰色土
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１４９褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１５１暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１５２暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１５３暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１５４褐灰色土
坏ａ（イト）土 師 器
鉢（東播系）須恵質土器

Ｓ－１５５ａ黒褐色土
破片土 師 器

Ｓ－１５５ｂ黒褐色土
貯蔵具須 恵 器
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※陶磁器分類の後の（　）は破片点数

ＴＰ２褐色土
小壺、甕須 恵 器
供膳具、煮炊具土 師 器
丸瓦（格子叩Ⅰ）瓦 類
ｏｂ－Ｆ（２）石 製 品
破片縄 文 土 器

ＴＰ３暗褐色砂
破片土 師 器
破片黒色土器Ａ

２号トレンチ
供膳具、甕須 恵 器
供膳具（イト）土 師 器
平瓦（縄目叩）瓦 類
粗製鉢、精製鉢縄 文 土 器
凝灰岩そ の 他

暗灰色土
坏ｃ、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ、イト）、椀ｃ、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
椀ｃ黒色土器Ｂ
椀瓦 器
椀；Ⅰ（１）越州窯系青磁
鉢他；破片（１）、Ⅱ（１）
椀；Ⅰ（５）、Ⅰ－２（３）、Ⅰ－６（１）、Ⅱ（３）、Ⅱ－ａ（１）、Ⅱ－ｂ（８）龍泉窯系青磁
　　Ⅲ（２）、破片（４）
皿；Ⅰ（１）
他器種；坏Ⅲ（１）、破片（３）
椀；Ⅰ－１ｂ（２）、破片（１）同安窯系青磁
皿；Ⅰ（１）、Ⅰ－１ａ（１）、破片（３）
他器種；破片（１）
丸瓦？、平瓦（縄目叩）、平瓦（近世～）、片（現代）、瓦玉瓦 類
砥石、平玉石（黒）、ｏｂ－Ｆ（３）石 製 品
鉢、鉢（東播系）須恵質土器
擂鉢（近世？）瓦 質 土 器
染付磁器椀、皿、仏華瓶、青磁、陶器椀（呉器手、粉引）、壺肥前系陶磁器
破片（瀬戸・美濃）国 産 陶 器
白磁（近代～）国 産 磁 器
椀；Ⅴ（１）、Ⅴ－４×Ⅷ－１・３（２）、Ⅷ（２）、破片（４）白 磁
皿；Ⅲ（１）、Ⅳ（２）、Ⅷ－１′（１）、Ⅸ（２）、Ⅸ－１（１）、Ⅸ－２（１）
壺他；壺×水注（２）、壺×水注Ⅲ系（７）、破片（２）
椀（１）、梅瓶（１）青 白 磁
壺；壺×耳壺Ｂ（１）中 国 陶 器
鉢；Ⅰ（２）
甕；破片（１）
他器種；盤Ⅰ（４）、小盤Ⅰ－２（１）、水注Ａ－２（１）
朝鮮系無釉陶器（２）須恵質（輸入）
鉄釘金 属 製 品
土玉、柱状土製品、焼土塊土 製 品
ガラス製品（おはじき、ボタン？）、石炭そ の 他

暗褐色土
蓋３、甕須 恵 器
坏ａ（ヘラ、イト、油煙）、椀ｃ、小皿ａ（ヘラ、イト）、小皿ｂ土 師 器
煮炊具（角閃石）
供膳具黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
破片瓦 器
椀；Ⅰ－２ａア（１）越州窯系青磁
椀；Ⅰ（１）、Ⅰ－２（２）、Ⅰ－４（１）、Ⅰ－４ｂ（１）、Ⅱ（１）、Ⅱ－ａ（３）龍泉窯系青磁
　　Ⅱ－ｂ（１０）、Ⅲ－２（１）、破片（２）
他器種；破片Ⅲ（１）、破片（４）
皿；Ⅰ－２ａ（１）、破片（４）同安窯系青磁
他器種；破片（１）
破片瓦 類
平玉石（黒）、滑石製石鍋Ｂ、滑石製品、ｏｂ－Ｆ（２）石 製 品
鉢土師質土器
鉢（東播系）須恵質土器
椀；Ⅳ（１）、Ⅴ－１×Ⅷ－２（１）白 磁
皿；Ⅸ（３）
壺他；壺×水注Ⅲ系（２）
壺；壺×耳壺Ｂ（４）中 国 陶 器
鉢；Ⅱ（１）
甕；破片（２）
他器種；Ｂ（１）、破片（２）
元□□寶（１）銭 貨

褐色土
供膳具須 恵 器
供膳具（ヘラ、油煙）、煮炊具土 師 器
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
精製鉢縄 文 土 器

黄褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
破片瓦 類
焼土塊土 製 品

Ｓ－１５６灰色土
供膳具土 師 器
椀瓦 器
椀；Ⅵ（１）白 磁

Ｓ－１５７灰褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１５８灰色土
破片土 師 器

Ｓ－１５９灰色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器

Ｓ－１６２暗褐色土
小皿ａ（イト）土 師 器
破片（格子叩Ⅰ）瓦 類

Ｓ－１６６黒褐色土
破片須 恵 器
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、煮炊具製 塩 土 器
椀；Ⅱ－ｂ（１）龍泉窯系青磁
破片（格子叩Ⅰ）、瓦玉瓦 類
鉢；Ⅲ（１）中 国 陶 器

Ｓ－１６７暗褐色土
供膳具、煮炊具土 師 器
壺他；壺Ⅲ系（１）白 磁

Ｓ－１６８黒褐色土
供膳具（イト）土 師 器

Ｓ－１７１暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－１７２茶色土
供膳具、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
椀×皿（産地不明）（１）緑 釉 陶 器

Ｓ－１７３黒褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）土 師 器
他器種；盤Ⅰ（１）中 国 陶 器

Ｓ－１７４黒褐色土
小皿ａ（イト？）土 師 器

Ｓ－１７７暗褐色土
坏ａ（イト）、小皿ａ（イト）、甕土 師 器
破片黒色土器Ａ
供膳具瓦 器
他器種；破片（１）龍泉窯系青磁

Ｓ－１７８黒褐色土
供膳具須 恵 器
供膳具土 師 器

Ｓ－１８１褐色土
供膳具（イト？）、煮炊具土 師 器

Ｓ－１８８黒褐色土
甕須恵質土器

Ｓ－１９３暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－２０２暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－２０４暗褐色土
甕×壺須 恵 器
供膳具土 師 器

Ｓ－２０７暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－２１１暗褐色土
壺須 恵 器

Ｓ－２１３暗褐色土
供膳具土 師 器

Ｓ－２１９暗褐色土
破片土 師 器

Ｓ－２２１暗褐色土
破片土 師 器
破片黒色土器Ａ

Ｓ－２２２暗褐色土
甕須 恵 器
供膳具（ヘラ、イト）土 師 器

ＴＰ１褐色土
坏ｃ４、蓋３、甕須 恵 器
坏ａ、椀ｃ、皿ａ（ヘラ）、供膳具（ヘラ、イト）、甕ａ、甕ｂ（角閃石）土 師 器
破片黒色土器Ａ
破片黒色土器Ｂ
ｏｂ－Ｆ（１）石 製 品
？破片縄 文 土 器



図　　版



図　版　1

　大宰府条坊跡第２３３次調査第Ⅰ面全景（写真上が南西）

　大宰府条坊跡第２３３次調査第Ⅰ面全景（写真上が西）



図　版　2

　大宰府条坊跡第２３３次調査第Ⅰ面中央全景（写真上が西）

　大宰府条坊跡第２３３次調査第Ⅱ面全景（写真上が西）



図　版　3

　２３３ＳＤ００５全景（北から）

　２３３ＳＤ００５遺物出土状態（Ｋ１区、北から）

　２３３ＳＤ０７０・１１５全景（西から）



図　版　4

　２３３ＳＥ０１１全景（東から）

　２３３ＳＥ０１５全景（南東から）

　２３３ＳＥ０２０全景（西から）



図　版　5

　２３３ＳＥ０２０井戸枠詳細（西から）

　２３３ＳＥ０２５全景（東から）

　２３３ＳＥ０２５井戸枠詳細（西から）



図　版　6

　２３３ＳＥ０３５全景（東から）

　２３３ＳＥ０３５井戸枠詳細（東から）

　２３３ＳＥ０４５全景（西から）



図　版　7

　２３３ＳＥ０４５井戸枠詳細（南から）

　２３３ＳＥ０５０全景（東から）

　２３３ＳＥ０５０井戸枠詳細（西から）



図　版　8

　２３３ＳＢ１３０全景（西から）

　２３３ＳＢ１３５全景（西から）

　２３３ＳＢ１４０全景（北から）



図　版　9

　２３３ＳＡ１２５・ＳＸ１２６全景（南から）

　２３３ＳＫ０５５遺物出土状態（西から）

　２３３ＳＫ０９５遺物出土状態（南から）
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特記事項主要遺物主要遺構時代遺跡種別所収遺跡名

平安時代中期～鎌倉時代後期の区画
施設および集落を発見　　　　　　

須恵器・土師器・黒色土器・瓦器・
国産陶器・貿易陶磁器・瓦類・金属
製品・石製品・木製品・ガラス製品

溝・掘立柱建物・柵列
井戸・土坑・小穴群　

平安時代中期～
鎌倉時代後期官衙大宰府条坊跡
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